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◎表示価格はすべて税込価格（　）内は本体価格
　2023年9月現在
◎改訂等により価格変更もございますので，
　あらかじめご了承ください。
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◎ 持ち運びしやすいハンディなサイズ
◎ 社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・保育士の受
　 験に欠かせない法令を収録
◎ 令和５年 12 月末日までの官報等に基づき最新の改正動
　 向に対応
◎ 改正箇所が一目でわかる傍線表示付き

社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・保育士
の受験に欠かせない福祉行政に関する諸法令をハン
ディな一冊に収録。

四六判美装/予1200頁　予価：1,980円（本体予価1,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09697-8　2024年4月刊行予定

NOW
PRINTING

近　刊

●社会福祉全般

・日本国憲法
・世界人権宣言〔国連〕
・社会福祉法
・個人情報の保護に関する法律（抄）
・特定非営利活動促進法（抄）
・社会福祉士及び介護福祉士法
・社会福祉士及び介護福祉士法施行令（抄）
・社会福祉士及び介護福祉士法施行規則（抄）
・社会福祉に関する科目を定める省令
・精神保健福祉士法
・精神保健福祉士法施行令
・精神保健福祉士法施行規則（抄）
・精神障害者の保健及び福祉に関する科目を定める省令
・精神保健福祉士短期養成施設等及び精神保健福祉士一    
　般養成施設等指定規則第三条第一項第十号及び精神障
　害者の保健及び福祉に関する科目を定める省令第一条
　第八項の規定に基づき厚生労働大臣が別に定める施設
　及び事業
・社会福祉主事の資格に関する科目指定
・社会福祉士の倫理綱領
・精神保健福祉士の倫理綱領
・日本介護福祉士会倫理綱領
・全国保育士会倫理綱領
・老人福祉施設倫理綱領
・民生委員法
・地域保健法
・民法（抄）
・任意後見契約に関する法律（抄）
・後見登記等に関する法律（抄）

●生活保護

・生活保護法
・生活保護法による保護の基準（抄）
・生活困窮者自立支援法
・救護施設，更生施設，授産施設及び宿所提供施設の設
　備及び運営に関する基準（抄）
・ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法

●児童家庭福祉

・児童憲章
・児童の権利に関するジュネーヴ宣言〔国際連盟〕
・児童権利宣言〔国連〕
・児童の権利に関する条約〔国連〕
・こども基本法
・教育基本法
・社会教育法（抄）
・学校教育法（抄）
・学校教育法施行令（抄）
・幼稚園設置基準
・幼稚園教育要領
・就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提供
　の推進に関する法律（抄）
・就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提供
　の推進に関する法律第三条第二項及び第四項の規定に
　基づき内閣総理大臣，文部科学大臣及び厚生労働大臣
　が定める施設の設備及び運営に関する基準
・幼保連携型認定こども園の学級の編制，職員，設備及
　び運営に関する基準
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領
・少子化社会対策基本法（抄）
・次世代育成支援対策推進法（抄）
・子ども・若者育成支援推進法（抄）
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・子ども・子育て支援法（抄）
・児童福祉法
・児童福祉法施行令（抄）
・児童福祉法施行規則（抄）
・児童福祉施設の設備及び運営に関する基準
・里親が行う養育に関する最低基準
・保育所保育指針
・児童虐待の防止等に関する法律
・児童買春，児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並
　びに児童の保護等に関する法律（抄）
・児童手当法（抄）
・児童扶養手当法（抄）
・特別児童扶養手当等の支給に関する法律（抄）
・子どもの貧困対策の推進に関する法律
・少年法（抄）
・更生保護法（抄）
・更生保護事業法（抄）
・保護司法（抄）
・母子保健法
・雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保
　等に関する法律（抄）
・育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う労働者
　の福祉に関する法律（抄）
・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する
　法律
・母子及び父子並びに寡婦福祉法
・売春防止法（抄）

●高齢者福祉

・高齢社会対策基本法
・老人福祉法
・特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準（抄）
・養護老人ホームの設備及び運営に関する基準（抄）
・軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準（抄）
・高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する支援等に
　関する法律
・高齢者の医療の確保に関する法律（抄）
・健康増進法（抄）
・高年齢者等の雇用の安定等に関する法律（抄）
・高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法
　律（抄）
・福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律（抄）
・介護保険法（抄）
・介護保険法施行令（抄）
・介護保険法施行規則（抄）
・指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営
　に関する基準（抄）
・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，設備
　及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
　る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
　（抄）
・指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
　介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援
　の方法に関する基準（抄）

・指定介護予防サービス等の事業の人員，設備及び運営
　並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のため
　の効果的な支援の方法に関する基準（抄）
・指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営に関
　する基準（抄）
・指定介護老人福祉施設の人員，設備及び運営に関する
　基準（抄）　

●障害者福祉

・知的障害者の権利宣言〔国連〕
・障害者の権利宣言〔国連〕
・障害者の権利に関する条約〔国連〕
・障害者基本法
・障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
・障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係
　る施策の推進に関する法律
・障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等に
　関する法律
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく指定地域相談支援の事業の人員及び
　運営に関する基準（抄）
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく指定計画相談支援の事業の人員及び
　運営に関する基準（抄）
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく障害福祉サービス事業の設備及び運
　営に関する基準（抄）
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく地域活動支援センターの設備及び運
　営に関する基準（抄）
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく福祉ホームの設備及び運営に関する
　基準（抄）
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
　めの法律に基づく障害者支援施設の設備及び運営に関
　する基準（抄）
・身体障害者福祉法
・身体障害者障害程度等級表
・身体障害者社会参加支援施設の設備及び運営に関する
　基準
・身体障害者補助犬法（抄）
・障害者の雇用の促進等に関する法律（抄）
・障害者の雇用の促進等に関する法律施行令（抄）
・知的障害者福祉法
・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（抄）
・発達障害者支援法
・特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法
　律（抄）
・特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法
　律施行令（抄）

＊収録法令等は2023年版のものです。変更する可能性がございます。
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ミネルヴァ社会福祉六法2024［令和6年版］

野﨑和義 監修　ミネルヴァ書房編集部 編
ここが

ポイント
!!

◎ 民法・刑法ほか，主要法令は全文掲載。
◎ 行政・司法福祉関係をはじめ，労働・消費生活関係法令も充実
◎ 児童福祉法，DV防止法，障害者総合支援法，医療法，地方
　 自治法，民法ほか最新改正に対応。

社会福祉士国家試験出題の法令を網羅し，民法典・
刑法典も全文掲載。司法福祉関係をはじめ，行政・
労働・消費生活関係法令も充実。児童福祉法ほか最
新改正に対応。各種試験対策から，福祉に関する学
習に最適の六法。

四六判美装/予1580頁　予価：3,080円（本体予価2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09682-4　2024年3月刊行予定

NOW
PRINTING

近　刊

Ⅰ　社会福祉編

●社会福祉一般
・日本国憲法
・世界人権宣言〔国連〕
・経済的，社会的及び文化的権利に関する国際規約〔国際
　人権（Ａ）規約〕〔国連〕

・市民的及び政治的権利に関する国際規約〔国際人権（Ｂ）
　規約〕〔国連〕

・男女共同参画社会基本法
・社会福祉法
・人権擁護委員法
・自殺対策基本法

●社会福祉専門職
・社会福祉士及び介護福祉士法
・精神保健福祉士法
・社会福祉士の倫理綱領
・精神保健福祉士の倫理綱領
・日本介護福祉士会倫理綱領
・全国保育士会倫理綱領

●生活保護，ホームレス支援
・生活保護法
・生活保護法による保護の基準
・救護施設，更生施設，授産施設及び宿所提供施設の設備
　及び運営に関する基準（抄）

・生活困窮者自立支援法
・ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法

●児童，女子，家庭の福祉
・児童憲章
・児童権利宣言〔国連〕
・こども基本法

・児童福祉法
・児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（抄）
・児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員，　設備
　及び運営に関する基準（抄）

・児童福祉法に基づく指定障害児入所施設等の人員，　設備
　及び運営に関する基準（抄）

・児童福祉法に基づく指定障害児相談支援の事業の人員及
　び運営に関する基準（抄）

・里親が行う養育に関する最低基準
・児童虐待の防止等に関する法律（児童虐待防止法）
・児童虐待の防止等に関する法律施行規則
・子ども・子育て支援法
・子どもの貧困対策の推進に関する法律
・母子保健法
・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律 
　（配偶者暴力防止法／ＤＶ防止法）・母子及び父子並びに
　寡婦福祉法

●高齢者の保健福祉，介護保険
・高齢社会対策基本法
・老人福祉法
・高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する支援等に関
　する法律（高齢者虐待防止法）

・高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する支援等に関
　する法律施行規則

・高年齢者等の雇用の安定等に関する法律
・高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
・福祉用具の研究開発及び普及の促進に関する法律
・介護保険法
・指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営に関する
　基準（抄）

・指定介護老人福祉施設の人員，設備及び運営に関する基準
　（抄）
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●障害者の福祉
・障害者の権利に関する条約
・障害者基本法
・障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
・障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等に関
　する法律

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための 
　法律（障害者総合支援法）

・身体障害者福祉法
・身体障害者社会参加支援施設の設備及び運営に関する基
　準（抄）

・身体障害者補助犬法
・障害者の雇用の促進等に関する法律
・知的障害者福祉法
・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健福
　祉法）

・発達障害者支援法
・特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律

Ⅱ　医療・年金編
・地域保健法
・医療法
・医師法
・保健師助産師看護師法
・臓器の移植に関する法律（臓器移植法）
・母体保護法
・健康保険法（抄）
・厚生年金保険法（抄）
・国民健康保険法（抄）
・国民年金法（抄）

Ⅲ　行政法編
・地方自治法
・行政手続法
・行政不服審査法
・行政事件訴訟法
・国家賠償法
・国家行政組織法
・行政機関の保有する情報の公開に関する法律（行政機関
　情報公開法）

・個人情報の保護に関する法律（個人情報保護法）

Ⅳ　民法編
・民法
・特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）
・性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律（性
　同一性障害者特例法）

・任意後見契約に関する法律
・後見登記等に関する法律
・成年後見制度の利用の促進に関する法律

Ⅴ　消費生活編
・消費者基本法
・消費者契約法
・電子消費者契約に関する民法の特例に関する法律（電子
　消費者契約民法特例法）

・特定商取引に関する法律
・無限連鎖講の防止に関する法律（ネズミ講防止法）

Ⅵ　労働法編
・労働基準法
・労働契約法
・雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に
　関する法律（男女雇用機会均等法）

・育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
　福祉に関する法律（育児・介護休業法）

・雇用保険法
・労働者災害補償保険法
・公益通報者保護法

Ⅶ　司法福祉・刑事法編
・刑法
・薬物使用等の罪を犯した者に対する刑の一部の執行猶予に
　関する法律

・更生保護法
・更生保護事業法
・犯罪被害者等基本法
・保護司法
・恩赦法
・少年法
・少年院法
・少年鑑別所法
・心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及
　び観察等に関する法律（心神喪失者等医療観察法）

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。
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四六判美装/424頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-06543-1　2013年4月刊行

2010年の児童福祉法改正に伴う障害児支援関連の
項目（2012年施行）や社会的養護に関わる新たな
項目を追加。その他法改正，制度の変更にも対応。
学生から実践者まで使いやすく好評の副教材。

◎ 社会福祉の基礎知識をしっかりと定義
◎ はじめて福祉を学ぶ人の参考書，福祉の現場の実践
 　を支える資料として，また研究者の机上で常に役立
 　つ「使える辞典」

社会福祉用語辞典［第9版］

山縣文治／柏女霊峰 編集委員代表
ここが

ポイント
!!

【第 9 版新規項目の一例】
児童発達支援センター
障害児通所支援
児童発達支援事業
保育所等訪問支援事業
放課後等デイサービス
障害児入所施設
障害児相談支援事業

障害児支援利用計画
障害者総合支援法
児童福祉施設の設備及び運営に関す
る基準
親権の一時停止制度
未成年後見制度　
社会的養護施設運営指針
児童の代替的養護に関する指針

社会的養護施設長資格
社会的養護第三者評価の義務化
社会的養護の課題と将来像
里親支援機関事業
里親委託優先の原則
家庭養護
施設養護 
　　　　　　　　　　　　など多数。

◁
本
文
組
見
本
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A5判美装/予190頁　予価：2,200円（本体予価2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09683-1　2023年12月刊行予定

社会福祉の考え方・歴史・サービス体系ならびにソー
シャルワーク等の基本知識を網羅。初学者・実践者
に「社会福祉」という科目を学ぶ意義とおもしろさ
を伝える。近年の法令改正や最新のデータを反映し
た改訂版。

◎ 授業１回につき１章，１冊を１学期間で網羅できる分
 　量にまとめて構成
◎ 最新のデータや法改正を反映し，現状に合った理解が 
 　できる好評書籍の改訂版

新・プリマーズ／保育／福祉　　　　

社会福祉［第６版］

石田慎二／山縣文治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　社会福祉の考え方
　１ 社会福祉とは何か
　２ 社会福祉の構造
　３ 社会福祉における価値と倫理

第２章　社会福祉を取り巻く環境
　１ 少子高齢社会の現状
　２ 現代家族の動向
　３ 現代の貧困問題

第３章　社会福祉の歴史
　１ 戦前の社会福祉の歴史
　２ 戦後の社会福祉の歴史
　３ 社会福祉基礎構造改革
　４ 2000年以降の動向

第４章　社会福祉の仕組み
　１ 社会福祉の法律
　２ 社会福祉を支える行政の
 　　仕組み
　３ 社会福祉を支える財政
　４ 社会福祉の費用負担

第５章　社会福祉サービスの利用
　　　　の仕組み
　１ 社会福祉事業の範囲
　２ 社会福祉サービス利用手続き
 　　の仕組み
　３ 社会福祉サービス利用者を
 　　支える仕組み

第６章　社会福祉の機関と施設
　１ 社会福祉を支える機関
　２ 社会福祉を支える施設

第７章　社会保障
　１ 私たちの生活を守る社会保障
　２ 年金制度の仕組み
　３ 医療保険の仕組み

第８章　低所得者福祉
　１ 所得保障と生活保護
　２ その他の低所得者施策

第９章　子ども家庭福祉
　１ 子ども家庭福祉の法律
　２ 子ども家庭福祉の施設
　３ 子ども虐待への対応

第10章　高齢者福祉
　１ 介護保険制度の理念
　２ 介護保険制度でどんな
 　　サービスが利用できるか
　３ 介護保険制度の課題

第11章　障害者福祉
　１ 障害者福祉について考える
　２ 障害者福祉の基本となる理念
　３ 障害者（児）福祉の法律・制度

第12章　地域福祉
　１ 地域福祉とは
　２ 地域福祉を支える機関・団体
　３ 地域福祉活動の内容

第13章　利用者保護制度
　１ 利用者保護の背景
　２ 成年後見制度
　３ 日常生活自立支援事業など

第14章　ソーシャルワーク
　１ 保育士とソーシャルワークと
 　　の関係を学ぶ
　２ ソーシャルワークの展開過程
　３ これからの保育士としてもつ
 　　べき視点・果たすべき役割

第15章　社会福祉の担い手
　１ 社会福祉に関する職場・職種
　２ 社会福祉分野の資格
　３ 社会福祉専門職が大切にし，
 　　守らなければならないこと

NOW
PRINTING

近　刊

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。
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B5判美装/264頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09048-8　2020年12月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「社会
福祉の原理と政策」のテキスト。該当カリキュラム
を包含した内容を，学びやすく編成した。社会福祉
とは何かから学び，社会問題に立ち向かえる支援者
を養成する。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカリ
　 キュラムに準拠（60時間・共通科目）
◎ 他の科目を学ぶ上での基礎となる内容
◎ 制度に精通して業務を行うだけでなく，既存の制度
　 では対応が難しい問題に立ち向かえるソーシャル
　 ワーカーを養成する内容

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 1　　　

社会福祉の原理と政策
岩崎晋也／金子光一／木原活信 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　社会福祉の原理

第１章　社会福祉の歴史
　１ 日本の社会福祉の歴史
　２ 欧米の社会福祉の歴史

第２章　現代の社会問題
　１ 社会問題への視点
　２ グローバル時代の社会問題：
　　 先進諸国と新興国への複眼的視点
　３ 日本の社会問題

第３章　社会福祉の思想と哲学
　１ 社会福祉の思想
　２ 社会福祉の哲学
　３ 社会福祉の価値観

第４章　社会福祉の理論
　１ 社会福祉の理論
　２ 福祉国家の理論
　３ 福祉政策の理論

第５章　福祉政策の機能
　１ 福祉政策の機能と実施過程
　２ 政策決定
　３ 政策の実施方法
　４ 政策評価

第６章　福祉政策における財政
　１ 財政の果す役割
　２ 福祉国家の財政
　３ 日本の福祉財政の課題：
　　 社会保険国家から社会サービス国家へ

第７章　福祉政策の供給と利用
　１ 公的部門
　２ 民間部門
　３ 各部門間の調整・連携・協働
　４ 福祉人材
　５ 利用者支援

第８章　関連政策の動向
　１ 保健医療政策とソーシャルワーク
　２ 教育政策とソーシャルワーク
　３ 住宅政策とソーシャルワーク
　４ 労働政策とソーシャルワーク

第９章　社会福祉の国際比較
　１ 比較福祉国家研究の展開：
　　 収斂論から多様性論へ
　２ 比較福祉国家研究の中の日本
　３ 新しい福祉国家に向けて

終　章　最後の一人の生存権

さくいん
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A5判美装/260頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09159-1　2021年5月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成の新カリキュラム
「社会福祉の原理と政策」，保育士養成の「社会福祉」
等の講義や演習に活用できる入門テキスト。今日の
社会福祉制度の状況をわかりやすく解説する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
　 23巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応　 
　 した，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 先進的な実践を紹介するコラムも掲載

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 4　

社会福祉
―― 原理と政策

立花直樹／波田埜英治／家髙将明 編著
ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　社会福祉を学ぶにあたって
　第Ⅰ部　社会福祉の理念・歴史・理論と意義，
　　　　　制度と体系
第１章　社会福祉の構造と理念
　１ 社会福祉の基本構造
　２ 社会福祉の理念
　３ 社会福祉の概要
　４ 社会福祉の援助（ソーシャルワーク）と
　　 生活支援
第２章　社会福祉の歴史的変遷
　１ 社会福祉の歴史
　２ 海外の福祉の歴史
　３ 第二次世界大戦前のわが国の社会福祉の
　　 歴史
　４ 第二次世界大戦後のわが国の社会福祉の
　　 歴史
第３章　社会福祉の思想・哲学・理論
　１ 福祉の思想と哲学
　２ 戦後の社会福祉の思想の展開
　３ 社会福祉の理論
　４ 「産業主義理論」と「権力資源動員論｣
第４章　社会福祉の論点・対象とニーズ
　１ 社会福祉の論点
　２ 社会福祉の対象とニーズ
　３ 福祉政策におけるニーズと資源
　４ ニーズと資源を把握する際の視点と
　　 その方法
第５章　社会福祉の法体系と法制度
　１ 法律と制度
　２ 社会福祉の法体系
　３ 社会福祉の主な法制度
　４ 社会福祉に関連する法律・条約
第６章　社会問題と福祉利用過程の課題
　１ 社会問題の背景とは
　２ 社会問題と具体例
　３ 福祉を利用する人々と支援者
　４ 福祉を利用する過程で生じる課題
第７章　社会福祉政策の構成要素と過程
　１ 福祉レジームと福祉国家の成立と類型
　２ 福祉政策および関連政策
　３ 福祉政策の構成要素と福祉供給過程
　４ 福祉政策の手法と評価

第８章　社会福祉の行財政と指針・計画
　１ 社会福祉における行政の役割と意義
　２ 社会福祉と福祉財政
　３ 社会福祉と計画
第９章　社会福祉の供給組織
　１ 供給組織としての行政
　２ サービス供給組織の母体
　３ サービス供給組織である各種専門機関
　４ 多元化する福祉サービスの提供における
　　 連携・協働
第10章　社会福祉の各種事業と施設
　１ 社会福祉事業の概要
　２ 社会福祉施設の種類と目的
　３ 社会福祉法人制度改革と今後について
第11章　社会福祉の専門職と実務者
　１ 社会福祉の専門と実務
　２ 社会福祉の各分野で働く専門職と実務者
　３ 社会福祉の関連領域の主な専門職との
　　 連携と協働
第12章　社会福祉におけるソーシャルワーク
　１ 相談援助技術の体系
　２ 援助の過程・プロセス
　３ 相談援助の展開
第13章　評価制度・権利擁護制度と苦情解決
　１ 福祉サービス利用者保護（支援）制度
　２ 利用者への情報提供とサービス評価
　３ 利用者の権利擁護と苦情解決
　４ 苦情解決制度
　５ 権利擁護と苦情解決・評価制度の課題
　第Ⅱ部　社会福祉の現状と諸課題
第14章　貧困・差別や孤立に対応する
　　　　 地域ネットワーク構築
　１ 地域における孤立の現状
　２ 地域ネットワークの構築
　３ ソーシャル・インクルージョンを目指して
　　 今後の課題と展望
　コラム　大牟田市における地域ネットワーク
　　　　　構築　
第15章　人口減少社会と子ども・
　　　　子育て支援の総合施策
　１ 少子化の動向
　２ 少子化対策の動向
　３ 子ども・子育て支援対策の推進

　４ 少子化対策と子ども・子育て支援に関わる
　　 様々な取り組み
　コラム　保護者の子育て負担を軽減する
　　　　　取り組み　
第16章　地域包括ケアから地域共生社会の
　　　　構築へ
　１ 超高齢社会がもたらす課題
　２ 地域包括ケアシステムとは
　３ 地域共生社会の構築に向けての今日的
　　 課題
　コラム　地域共生社会を実現するための
　　　　　支援者の取り組み　
第17章　ノーマライゼーションと
　　　　インクルーシブ社会の実現
　１ 障がいの捉え方
　２ ノーマライゼーションの理念と広がり
　３ インクルーシブ社会の実現に向けて
　４ 地域社会における共生の実現に向けて
　　 今後の課題と展望
　コラム　障がいと生きにくさ　
第18章　国際化と多様性支援の現状と諸課題
　１ 人口維持・増加に向けた政策
　２ 人口減少における社会政策
　３ 労働力の確保と外国人労働者
　４ 人口減少社会における多様な文化と
 　　価値観の承認
　５ 持続可能型社会の構築と課題
　コラム１ こども園における多文化理解の
　　　　　 取り組み　
　コラム２ 災害発生時のグローバルな
　　　　　 情報伝達　
第19章　福祉政策の国際比較と視点
　１ 諸外国とわが国の社会福祉の違いを学ぶ
　　 視点と意義
　２ ヨーロッパの福祉政策
　３ アメリカの福祉政策
　４ 東アジアの福祉政策
　５ 福祉の類型
　コラム　社会福祉制度を創ってきた
　　　　　「社会運動・当事者運動」
エピローグ　社会福祉の動向と展望
あとがき
さくいん
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A5判美装/210頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09203-1　2022年3月刊行

政治・経済・社会の動向をおさえた上で，社会福祉
の原理・歴史・政策ならびに社会構造を掴むために
求められる視点をわかりやすく解説。さらに社会福
祉士・精神保健福祉士国家試験で出題された項目・
出題が予想される項目を下線で提示。

◎ 2021年度から実施の新しい社会福祉士養成課程に対応
◎ 日本の政治・経済・社会および福祉先進国である北欧
　 などの動向も見据えた内容
◎ 社会福祉制度の持続可能性を高めるための視座を提示

入門 社会福祉の原理と政策

川村匡由 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　社会福祉の原理
　１ 社会福祉の原理を学ぶ視点
　２ 社会福祉とは何か
　３ 社会福祉学の構造と特徴

第２章　社会福祉の歴史
　１ 社会福祉の歴史を学ぶ視点
　２ 日本の社会福祉の歴史的展開
　３ 欧米の社会福祉の歴史的展開

第３章　社会福祉の思想・哲学・理論
　１ 社会福祉の思想・哲学
　２ 社会福祉の理論
　３ 社会福祉の論点
　４ 社会福祉の対象とニーズ

第４章　社会問題と社会正義
　１ 現代における社会問題
　２ 社会問題の構造的背景

第５章　福祉政策の基本的な視点
　１ 現代の社会問題と福祉政策
　２ 福祉政策の概念・理念
　３ 福祉政策と社会保障・社会政策
　４ 福祉レジームと福祉政策

第６章　福祉政策の構成要素と過程
　１ 福祉政策の構成要素
　２ 福祉政策の過程

第７章　福祉政策の動向と課題
　１ 福祉政策と包括的支援
　２ 多文化共生とＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

第８章　福祉政策と関連政策
　１ 保健医療政策
　２ 教育政策
　３ 住宅政策
　４ 労働政策
　５ 経済政策

第９章　福祉サービスの供給と利用過程
　１ 福祉サービスの供給部門
　２ 福祉サービスの供給過程
　３ 福祉サービスの利用過程

第10章　福祉政策の国際比較
　１ 国際比較の視点と方法
　２ 福祉政策の類型

第11章　社会福祉の原理と政策の課題と展望
　１ 社会福祉の普遍化
　２ 社会保障の概念の見直し
　３ 国際社会福祉への昇華
　４ 国際共生社会の実現
　５ 世界連邦の樹立

あとがき
索　引
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B5判美装/248頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-07676-5　2016年4月刊行

社会福祉の諸分野の要点を豊富な図表とともにわか
りやすく解説した入門書。

◎ 見開きで見やすい体裁
◎ 社会福祉を学ぶうえで必携のテキスト

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ　　　　　

よくわかる社会福祉［第11版］

山縣文治／岡田忠克 編
ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　社会福祉の基礎概念
　１ 社会福祉という考え方
　２ 社会福祉と人権・権利
　３ ライフステージと社会福祉
　４ ジェンダーと社会福祉
　５ 社会福祉の援助における価値
　６ 社会福祉の援助原理
　７ 社会福祉の対象とニーズ
　８ 社会福祉の専門性
　９ ノーマライゼーション

Ⅱ　社会福祉をとりまく状況
　１ 少子社会の展開
　２ 高齢化社会の進展と介護問題
　３ 現代家族の動向と変化
　４ 地域社会の崩壊と変化
　５ 貧困と現代の貧困

Ⅲ　社会福祉の歴史と展開
　１ 福祉国家の成立と展開
　２ 戦前の社会福祉の歴史（日本）
　３ 福祉改革と社会福祉基礎
　　 構造改革
　４ イギリスの社会福祉の展開
　５ アメリカの社会福祉の展開
　６ スウェーデンの社会福祉の
　　 動向

Ⅳ　社会福祉の仕組みと運営
　１ 社会福祉の法律
　２ 社会福祉行政の仕組み
　　 （国と地方）
　３ 社会保障審議会
　４ 社会福祉の財政
　５ 社会福祉サービスの
　　 利用システム
　６ 社会福祉サービスの
　　 提供システム
　７ 社会福祉の計画的推進
　８ 社会福祉と地方分権

Ⅴ　社会福祉の機関と施設
　１ 厚生労働省
　２ 福祉事務所と家庭児童相談室
　３ 児童相談所
　４ 身体障害者更生相談所・
　　 知的障害者更生相談所
　５ 社会福祉協議会
　６ 社会福祉施設
　７ 社会福祉施設の設備及び
　　 運営に関する基準
　８ 社会福祉法人

Ⅵ　社会福祉の援助と方法
　１ ソーシャルワークと
　　 ソーシャルワーカー
　２ ソーシャルワークの体系
　３ ソーシャルワークの展開過程
　４ ソーシャルワークの
　　 歴史的展開
　５ ケースワーク（個別援助技術）
　　 の展開過程
　６ グループワーク（集団援助
　　 技術）の展開過程
　７ コミュニティワーク
　　 （地域援助技術）の展開過程
　８ 社会福祉援助方法における
　　 社会調査の意義
　９ 社会福祉援助方法の倫理
　10 スーパービジョン
　11 エンパワメントと
　　 ストレングス視点

Ⅶ　社会保障・公的扶助
　１ 社会保障の機能
　２ 社会保障における社会保険
　　 方式と公費負担方式
　３ わが国の社会保障制度の体系
　４ 生存権保障と
　　 ナショナルミニマム
　５ わが国の公的年金制度
　６ わが国の医療保険制度
　７ 生活保護の実施体制
　８ 生活保護の種類と内容
　９ 生活保護の原理と原則

　10 生活保護の施設の体系

Ⅷ　子ども家庭福祉
　１ 子ども家庭福祉という考え方
　２ 子どもの権利と
　　 児童の権利に関する条約
　３ 子ども家庭福祉の法律と
　　 実施体制
　４ 2010年以降の児童福祉法改正
　５ 児童福祉施設の体系
　６ 在宅児童の福祉サービスの
　　 体系
　７ 少子化対策から次世代育成
　　 支援対策へ
　８ 子ども・子育て関連 3法と
　　 子ども・子育て支援新制度
　９ 児童虐待にどう対応するか
　10 ひとり親家庭，女性への
　　 福祉的支援

Ⅸ　高齢者福祉
　１ 高齢者福祉の理念
　２ 高齢者福祉の法律と実施体系
　３ 介護保険制度
　４ 高齢者保健福祉施設の体系
　５ 在宅福祉サービスの基盤整備
　６ 介護システムと
　　 ケアマネジメント
　７ 地域包括ケアシステムの確立
　８ ケアワークとは何か
　９ ホームヘルパーの仕事

Ⅹ　障害者福祉
　１ 障害の概念と分類
　２ 障害者福祉の基本理念
　３ 障害者福祉の法律と実施体制
　４ 障害者の日常生活及び社会
　　 生活を総合的に支援するため
　　 の法律（障害者総合支援法）
　５ 障害者の権利に関する条約
　　 （障害者の権利条約）
　６ 障害者プラン
　７ 障害者雇用対策の現状と課題
　８ 障害者の権利保障と
　　 アドボカシー

　９ セルフヘルプグループ
　10 リハビリテーション

Ⅺ　地域福祉
　１ 地域福祉の概念
　２ 地域の組織化と福祉の組織化
　３ ボランタリズムと
　　 ボランティア
　４ ＮＰＯ（民間非営利組織）
　　 活動の役割
　５ 住民参加と身近な地域活動
　６ 地域福祉とまちづくり
　７ コミュニティ・ケア
　８ 地域福祉計画の理論と
　　 策定過程
　９ ボランティア・コーディネーター
　　 の役割
　10 ソーシャル・サポート・
　　 ネットワーク
　11 成年後見制度と日常生活
　　 自立支援事業（地域福祉
　　 権利擁護事業）
　12 ソーシャル・インクルージョン

Ⅻ　これからの社会福祉の課題
　１ 苦情解決と
　　 福祉オンブズパーソン
　２ 福祉サービスと
　　 福祉情報システム
　３ 国際福祉の現状と課題
　４ 福祉教育と社会福祉
　５ 住宅保障と社会福祉
　６ 医療福祉における
　　 ソーシャルワーカーの展望

ⅩⅢ　社会福祉を支える人たち
　１ 社会福祉専門職者の現状と
　　 課題
　２ 社会福祉士の成り立ちと現状
　３ 介護福祉士の成り立ちと
　　 今後の課題
　４ 社会福祉主事
　５ 民生委員・主任児童委員
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B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-08295-7　2018年4月刊行

初学者のために，流れのつかめる本文 + 的確な覚え
るべきポイント + 確認問題の三段階で学びやすく構
成。はじめて社会福祉に触れ，福祉って何？　基礎
の基礎から学びたいという人向けの入門テキスト。

◎ 社会福祉系以外の学生にも学びやすい基本的な内容
◎ 社会福祉士受験科目「現代社会と福祉」に対応
◎ これ 1 冊で社会福祉の基礎が学べる

新・基礎からの社会福祉 1

社会福祉
室田保夫／倉持史朗／蜂谷俊隆 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　社会福祉とは何かを学ぶ
第１章　現代社会の多様な問題に対応する福祉
　１ 高齢者の抱える問題とその取り組み
　２ 子どもと子育てをめぐる問題とその取り組み
　３ 施設で暮らす障害者の生活問題とその取り組み
　４ 貧困問題とその取り組み

第２章　社会福祉の歴史と思想：古代から近世
　１ 海外
　２ 日本

第３章　海外の社会福祉の歴史と思想：近代から現代
　１ 近代
　２ 現代

第４章　日本の社会福祉の歴史と思想：近代から現代
　１ 近代
　２ 現代

第５章　社会福祉を支える考え方
　１ 社会福祉と人権
　２ 現代の社会福祉を支える考え方

　第Ⅱ部　社会福祉のしくみを学ぶ
第６章　社会福祉と法制度の関係
　１ 家族をとり巻く社会の変化
　２ 社会福祉の対象とニーズ
　３ 社会福祉の政策と財政
　４ 社会福祉に関係する法律と制度の体系

第７章　社会福祉制度Ⅰ
　１ 社会福祉事業
　２ 貧困・低所得者に対する福祉
　３ 子ども家庭福祉

第８章　社会福祉制度Ⅱ
　１ 障害児・者福祉
　２ 高齢者福祉
　３ 関連法制度：所得保障，医療保障，権利擁護

　第Ⅲ部　社会福祉の実践を学ぶ
第９章　社会福祉の援助と方法
　１ ソーシャルワークの専門性と専門職倫理
　２ ソーシャルワークの援助方法とプロセス
　３ 社会福祉サービスの利用支援

第10章　社会福祉の実践現場Ⅰ
　１ 社会福祉の実践現場
　２ 措置による実践現場
　３ 利用契約等による実践現場

第11章　社会福祉の実践現場Ⅱ
　１ 医療提供施設
　２ 社会福祉行政機関
　３ 地域福祉関係機関等
　４ 関連行政機関等
　５ 学校

第12章　職種の名称からみた社会福祉の担い手
　１ 社会福祉の担い手とはだれなのか
　２ 社会福祉専門職の資格
　３ 社会福祉行政職員
　４ 行政協力委員等
　５ 関連専門職

第13章　働く場からみた社会福祉の担い手
　１ 老人福祉施設で働く社会福祉の担い手
　２ 障害者施設で働く社会福祉の担い手
　３ 児童福祉施設で働く社会福祉の担い手
　４ 保護施設，婦人保護施設で働く社会福祉の担い手
　５ 社会福祉協議会，医療機関で働く社会福祉の担い手

さくいん



A5判美装/202頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09395-3　2023年3月刊行

保育士養成課程の社会福祉のテキスト。保育士とし
て身に付けるべき社会福祉の基礎的内容をわかりや
すく解説。保育士が持つべき視点・考えに基づき学
びが深められる一冊。各章末に「コラム」「用語解説」
等を掲載。

◎  「各章のポイント」や「図表」を活用したわかりやす
　 いテキスト
◎  「コラム」「用語解説」「振り返り問題」も豊富に掲載
◎  児童福祉法等の法令改正を踏まえた最新版

子どもの未来を育む社会福祉

野島正剛／大塚良一／田中利則 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　現代社会における社会福祉の意義と
　　　　子ども家庭支援
　１ 現代社会における社会福祉の意義
　２ 保育士が社会福祉を学ぶ意義

第２章　社会福祉の歴史的変遷
　１ 西洋における社会福祉の発展
　２ 日本における社会福祉の発展

第３章　社会福祉の制度と行財政
　１ 社会福祉の制度・法体系および社会福祉行財政
　２ 児童福祉関連法と児童福祉の実施機関

第４章　社会福祉施設と専門性
　１ 社会福祉施設の展開
　２ 社会福祉施設従事者と専門性

第５章　ソーシャルワーク
　１ 保育士に求められる業務の拡充とソーシャル
　　 ワークを担う必要性
　２ 保育士が担うソーシャルワークの対象と
　　 展開過程・原則

第６章　社会福祉における利用者の保護
　１ 社会福祉における利用者の保護
　２ 契約関係と利用者
　３ 利用者の保護のための制度
　４ 利用者の権利擁護と苦情解決

第７章　社会福祉の動向と課題
　１ 少子・高齢化の進行と子育て家庭への支援
　２ 共生社会の実現と障害者施策
　３ 在宅福祉・地域福祉の推進
　４ 諸外国の動向
　　 ──各国のＳＤＧｓの取り組みと課題

あとがき
索　　引

コラム
　１ 資本主義の維持形態としての社会福祉
　２ 「懲戒権」の変遷
　３ ノーマライゼーション
　４ 他者に対する変わらぬ気持ち
　５ ヤングケアラー問題
　６ 人質児相？
　７ 新型コロナウイルスと施設クラスター
　８ 保育士さん笑顔で働いている？
　９ 児童発達支援責任者の実務の現状
　10 ソーシャルワーク実践と展開過程
　11 障害者施設と契約制度
　12 成年後見制度と医療同意
　13 子育ての風景
　14 障害は個性ではなく特性です
　15 民生委員による学習・就職支援
　16 新型コロナウイルスとＳＤＧｓ

社
会
福
祉
の
原
理
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B5判美装/220頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09105-8　2021年5月刊行

社会福祉の法・制度とソーシャルワークを学ぶこと
に主眼を置いた。子どもと子育て家庭を支援するに
あたっての様々な基礎的・専門的な知識や技術を網
羅して取り上げる。

◎ 子どもと子育て家庭を支援するための理論と実際を
　 わかりやすく解説
◎ 現場で求められる基礎的・専門的知識を網羅

社会福祉入門

芝野松次郎／新川泰弘／山縣文治 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

第１章　社会福祉の法・制度に基づいたソーシャルワーク
　１ ケースワーク，そしてソーシャルワーク
　２ 社会福祉士法，そしてソーシャルワークの特性
　３ 人と環境（法・制度）との接点で機能するソーシャルワーク
　　 （PEIM）

第２章　社会福祉の動向と子ども家庭福祉の課題
　１ 少子高齢社会の姿とその要因
　２ 現代社会における福祉問題
　３ 近年の社会福祉の動向

第３章　社会福祉専門職の倫理
　１ 専門職の特性と社会福祉専門職
　２ 社会福祉専門職の倫理綱領
　３ 倫理的ジレンマと支援体制

第４章　ソーシャルワークにおける対象理解とケースマネジメント
　１ ソーシャルワークの対象とは
　２ ソーシャルワーク対象の発見と援助の開始
　３ ケースマネジメント

第５章　ソーシャルワークの展開過程と評価
　１ ソーシャルワークの展開過程
　２ 子ども家庭福祉におけるソーシャルワークの評価
　３ 子ども家庭福祉サービス利用の効果測定

第６章　ソーシャルワークの方法
　１ ソーシャルワークの対象レベル
　２ 実践モデルとアプローチ
　３ 社会資源を活用したソーシャルワークの方法

第７章　援助関係とコミュニケーション技術
　１ 対人援助の専門職による援助関係の形成
　２ コミュニケーション技術
　３ 記録の技術

第８章　社会福祉六法と社会福祉制度
　１ 社会福祉法と生活保護法
　２ 児童福祉法と母子及び父子並びに寡婦福祉法
　３ 身体障害者福祉法・知的障害者福祉法・老人福祉法

第９章　社会福祉の実施機関と福祉施設
　１ 社会福祉の行政機関
　２ 子ども家庭福祉の行政と施設
　３ 社会福祉を支える民間人材

第10章　利用者保護に関わる社会福祉制度
　１ 福祉サービスの情報提供
　２ 福祉サービスの自己評価と第三者評価
　３ 利用者の権利擁護と苦情解決

第11章　共生社会の実現と障害者施策
　１ ノーマライゼーション・インクルージョンの理念と共生社会の実現
　２ 障害の定義とその理解
　３ 障害者施策の動向と展開

第12章　日本の社会福祉の歴史的変遷
　１ 明治から昭和までの制度的変遷
　２ 社会事業を行った篤志家たち
　３ 第二次世界大戦後の民主主義と社会福祉の成立

第13章　欧米の社会福祉の歩みと諸外国の動向
　１ イギリスの社会福祉の歴史
　２ アメリカの社会福祉の歴史
　３ 諸外国の動向

第14章　在宅福祉・地域福祉の推進
　１ 市町村の福祉計画
　２ 在宅福祉・地域福祉の推進
　３ 社会福祉法人・社会福祉協議会の今後の役割

第15章　社会保障
　１ 社会保障制度
　２ 社会保障の各制度
　３ 社会保障制度の費用と財源

人名索引／事項索引
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A5判美装/224頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-07543-0　2016年2月刊行

なぜ人間は赤の他人を助けるのだろうか。本書で
は，医療などに比べ「助ける」の意味がわかりに
くい社会福祉の援助を行う上で，理解しておくべ
き考え方を示す。これから学ぶ人向けにわかりや
すい内容。

◎ 社会福祉を学ぶ時，実践する時に，誰もが感じる疑
　 問「なぜ人を助けるのか？」に応える形でわかりや　
　 すく執筆
◎ 分量・内容ともに社会福祉の初学者に最適

MINERVA福祉ブックス 3

社会福祉の思想入門
―― なぜ「人」を助けるのか

秋山智久 著
ここが

ポイント
!!

はしがき――さまよう道とたどり着いた所

　第Ⅰ部　なぜ「人」を助けるのか
第１章　助ける必要はないという思想
　１ その必要はない――社会進化論の叫び
　２ なぜ人間だけが，他者を助けるのか

第２章　人間の本性
　１ 善か悪か
　２ 遺伝か環境か
　３ 利他主義と利己主義
　４ 互恵的利他行動
　５ 絶対的利他主義

第３章　助けることの思想と制度化
　１ 助けるとは何か――支援の概念
　２ 助ける必要がある理由――援助の思想
　３ 助けることを妨げるもの――差別
　４ 助けることの制度化――実現の手段

　第Ⅱ部　援助するために必要なもの
第４章　ソーシャルワーカーに求められるもの
　１ ソーシャルワーカーに必要な要素
　２ 社会福祉と価値
　３ ソーシャルワーカーの価値観を育てるもの
　　 ――感性と共感
　４ 社会福祉実践と愛
　５ 宗教における愛
　６ なぜ大学で「価値」が教えられないのか

第５章　社会福祉と宗教
　１ 社会福祉と宗教の関係
　２ 近代的社会福祉と国家
　３ 日本の政治と宗教および社会福祉
　４ 宗教多元主義における社会福祉の位置と内容

　第Ⅲ部　社会福祉とは何か
第６章　社会福祉の目的
　１ 社会福祉の目的／社会福祉実践の目的
　２ 社会福祉の理念と幸福
　３ 基盤としての平和

第７章　社会福祉実践の原理と原則
　１ 社会福祉実践方法の原理の性格
　２ 人間行動の法則性と行動予測不可能性

第８章　人間の苦悩と人生の意味
　１ 苦悩とは何か
　２ 人間の幸福と不幸
　３ 人生は無意味なのか
　４ 苦悩に意味はあるのか
　５ 超意味（究極の意味）

第９章　社会福祉哲学の必要性と独自性
　１ 社会福祉哲学の必要性
　２ 社会福祉哲学の独自性
　３ 社会福祉哲学の構造
　４ 社会福祉哲学の重要理念

第10章　望ましい社会福祉実践を目指して
　１ 共生への漸近線
　２ 望ましい五つの実践
　３ 立ち尽くす実践

初出一覧
参考文献
あとがき――「助ける」ことができるのか
人名索引
事項索引



A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09606-0　2023年9月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程「権利擁護を
支える法制度」の教科書。憲法・民法・行政法とい
った私たちの生活の基盤をなす法律や，福祉サービ
スの給付に関係する法律，権利擁護を支える具体的
な仕組みをわかりやすく解説。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　巻予定）
◎ 法律の知識のない初学者に向け，なぜソーシャルワーカー
　 が法制度を学ぶ必要があるのかという部分からわかりやす
　 く解説する。実践場面のイメージをたすけるコラムも掲載
◎ 各章では最後に「一問一答」を設け，学んだ内容を知識と
　 して定着させることができる構成としている

杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 19　

権利擁護を支える法制度
都村尚子 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　法の基礎
第１章　法の基礎知識
　１ 法と規範
　２ 法の分類と機能
　３ 法の基礎知識と法の解釈
　４ 裁判制度

第２章　ソーシャルワーカーはなぜ法を学ばねば
　　　　ならないのか
　１ 国家資格取得者としての法的責任
　２ 社会福祉制度の理解
　３ 相談援助場面でクライエントが直面する問題
　 　への対処

　第Ⅱ部　ソーシャルワークと法の関わり
第３章　憲　法
　１ 憲法の概要
　２ 基本的人権
　コラム　憲法改正

第４章　民　法
　１ 民法の構成
　２ 近代私法の三大原則
　３ 私権の享有主体と民法上の能力
　４ 債権債務および有効な債権債務の発生
　５ 契約の種類と分類
　６ 不法行為と損害賠償
　７ 親族編
　８ 相続編
　コラム　選択的夫婦別姓訴訟

第５章　行政法
　１ 行政法の概念
　２ 行政組織
　３ 行政の行為形式
　４ 行政上の義務履行確保
　５ 行政の事前手続
　６ 行政争訟制度
　７ 国家賠償法
　８ 地方自治

　第Ⅲ部　権利擁護の意義と権利擁護を支える
　　　　　仕組み
第６章　権利擁護の意義
　１ 権利擁護とは何か
　２ 人権とは何か
　３ 権利とは何か
　４ 権利擁護はなぜ必要か
　５ 権利擁護とソーシャルワーク

第７章　福祉サービスの適切な利用
　１ 社会福祉基礎構造改革と権利擁護
　２ 社会福祉法における
　 　「福祉サービスの適切な利用」
　３ 福祉サービスを自己選択・自己決定するため
　 　の支援

第８章　苦情解決の仕組み
　１ 苦情解決制度の背景
　２ 苦情解決に関する仕組みの概要
　３ 苦情解決に関する現状と課題
　コラム　福祉現場でできる「小さくて大きなこと」

第９章　高齢者にまつわる権利擁護の仕組み
　１ 高齢者虐待防止法の概要
　２ 高齢者虐待の近年の傾向と対応について
　コラム１　高齢者虐待の推移と身体的拘束に
　　　　　　ついて
　３ 意思決定支援とは何か
　４ 認知症の人への意思決定支援
　コラム２　実習生と認知症高齢者との
　　　　　　コミュニケーション

第10章　障害にまつわる権利擁護の仕組み
　１ 障害者福祉における権利擁護（アドボカシー）
　２ 障害者虐待防止法
　３ 障害者虐待防止法に基づく障害者虐待への
　 　対応
　４ 近年の障害者虐待の動向
　コラム　｢私たちのことを私たち抜きで決めないで」
　５ 障害福祉サービス利用にあたっての意思決定
　 　支援

第11章　子どもにまつわる権利擁護の仕組み
　１ 子どもの権利についての基本的理解
　２ わが国での子どもの権利の法体系
　３ 児童虐待・社会的養護における子どもの権利
　 　擁護
　４ 自治体レベルでの子どもの権利擁護の取り組み

　５ 子どもの権利擁護の今後の方向性について

第12章　医療現場における権利擁護の仕組み
　１ インフォームド・コンセントの概要と歴史
　２ 診療情報の提供等に関する指針
　３ 個人情報保護法
　４ 診療情報の提供とインフォームド・
　 　コンセントの具体的内容
　５ インフォームド・コンセントに関する判例

第13章　権利擁護に関わる専門職と団体
　１ 家庭裁判所
　２ 法務局
　３ 市町村
　４ 社会福祉協議会
　５ 弁護士
　６ 司法書士

　第Ⅳ部　成年後見制度と自立支援事業
第14章　成年後見制度の概要
　１ 成年後見制度とは
　２ 法定後見制度
　３ 任意後見制度
　４ 専門職後見人
　５ 一般市民が担う成年後見人

第15章　成年後見制度の最近の動向
　１ 成年後見制度の利用動向
　２ 成年後見制度利用促進法
　３ 成年後見制度利用促進基本計画

第16章　成年後見制度利用支援事業と成年後見制度
　　　　の課題
　１ 法定後見制度の申立ての流れ
　２ 成年後見制度利用支援事業の概要
　３ 成年後見制度を取り巻く課題
　コラム　専門職後見人として
　　　　　――初回訪問の不安と向き合う

第17章　日常生活自立支援事業
　１ 日常生活自立支援事業の仕組み
　２ 専門員の役割と生活支援員の役割
　３ 成年後見制度との連携
　コラム　支援の先に見える自分事に感じられる心

一問一答　解答と解説
おわりに
さくいん

権
利
擁
護
を
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え
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A5判美装/250頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09177-5　2021年5月刊行

社会福祉士養成課程「社会保障」の教科書。社会保
障制度の持続可能性を高めるための視座と社会構造
を掴むために求められる視点をわかりやすく解説し
た一冊。

◎ 2021年度から実施の新しい社会福祉士養成課程に
　 対応
◎ 日本の政治・経済・社会および福祉先進国である北
　 欧などの動向も見据えた内容
◎ 社会保障制度の持続可能性を高めるための視座を提
　 示

入門 社会保障

川村匡由 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　現代社会における社会保障制度の現状
　１ 人口動態の変化──少子高齢化と人口減少
　２ 家族の変化
　３ 経済環境の変化
　　 ──低成長社会と社会保障の持続可能性
　４ 労働環境の変化

第２章　社会保障の概念・理念と対象
　１ 社会保障の概念・理念と範囲
　２ 社会保障の役割と意義
　　 ──セーフティネットを中心に
　３ 社会保障の理念
　４ 社会保障制度の展開

第３章　社会保障と財政
　１ 社会保障の費用
　２ 社会保障の財源と国民負担率
　３ 社会保障における国と地方財政

第４章　社会保険と社会扶助の関係
　１ 社会保険と社会扶助
　２ 社会保険の概念と範囲
　３ 社会扶助の概念と範囲

第５章　公的保険と民間保険制度の関係
　１ 公的保険と民間保険の関係
　２ 民間保険の主な種類
　３ 公的年金制度を補完する私的年金

第６章　社会保障制度の体系
　１ 医療保険制度
　２ 介護保険制度
　３ 年金保険制度
　４ 労災保険制度・雇用保険制度
　５ 生活保護制度
　６ 社会手当制度
　７ 社会福祉制度

第７章　諸外国における社会保障制度
　１ 諸外国における社会保障制度の概要
　２ 社会保障制度の国際比較

第８章　社会保障の課題と展望
　１ 日本国憲法との関係重視
　２ 「社会保障体制の再構築（95年勧告）」の検証
　３ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への対応
　４ ベーシックインカム是非の論議
　５ 真の行財政改革の断行

あとがき
索　引
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B5判美装/284頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09049-5　2021年1月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「ソー
シャルワークの基盤と専門職」のテキスト。カリキ
ュラムを包含した内容を，学びやすく編成した。ソ
ーシャルワークとは何かから学び，実践力のある支
援者を養成する。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカ
　 リキュラムに準拠（60時間・共通科目）
◎ ソーシャルワークの基礎を学ぶのに最適な，わかり
　 やすい内容
◎ 科目「ソーシャルワークの理論と方法」（本シリーズ
　 ５，６巻）に無理なく繋がるように編集

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 4

ソーシャルワークの基盤と専門職
空閑浩人／白澤政和／和気純子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　社会福祉をとりまく状況と求められる
　　　　ソーシャルワーク
　１ ソーシャルワークが求められる時代
　２ 現代社会と人々が抱える生活課題へのまなざし
　３ 社会生活支援としてのソーシャルワークの役割
　４ 「地域共生社会」の実現を目指して

第１章　社会福祉士の役割と意義
　１ 社会福祉士とは
　２ 社会福祉士及び介護福祉士法成立の背景とその後の変遷
　３ 社会福祉士養成課程と国家試験
　４ 社会福祉士の専門性

第２章　精神保健福祉士の役割と意義
　１ 精神保健福祉士とは
　２ 精神保健福祉士法成立の背景とその後の変遷
　３ 精神保健福祉士養成課程と国家試験
　４ 専門職としての精神保健福祉士

第３章　ソーシャルワークの概念及び基盤となる考え方
　１ ソーシャルワークとは何か
　２ ソーシャルワークの基本構造
　３ ソーシャルワークの基盤となる原理
　４ ソーシャルワーク実践を支える理念

第４章　ソーシャルワークの形成過程
　１ ソーシャルワーク前史
　２ ケースワークの誕生および専門職化
　３ 精神分析の影響と論争
　４ ソーシャルワークへの批判期と昏迷
　５ ソーシャルワークの統合期
　６ ソーシャルワーク論の新たな胎動
　７ グループワーク，コミュニティワークの歴史
　８ 日本におけるソーシャルワークの歴史的展開

第５章　ソーシャルワークの倫理
　１ ソーシャルワークの価値および倫理原則
　２ ソーシャルワークの倫理基準
　３ ソーシャルワーカーの倫理的ジレンマ
　４ ソーシャルワーカーの倫理に対する社会状況

第６章　ソーシャルワークに係る専門職の概念と範囲
　１ ソーシャルワーク専門職とは何か
　２ 社会福祉士・精神保健福祉士の配置と職域
　３ 福祉行政における専門職
　４ 民間の施設・組織における専門職
　５ 社会福祉士・精神保健福祉士が就労する分野の現状と
　　 課題

第７章　諸外国におけるソーシャルワークの動向
　１ イギリス
　２ アメリカ
　３ カナダ

第８章　ミクロ・メゾ・マクロ・レベルにおけるソーシャルワーク
　１ 人をとりまく重層的な環境システム
　２ ミクロ・レベルにおけるソーシャルワーク
　３ メゾ・レベルのソーシャルワーク
　４ マクロ・レベルのソーシャルワーク
　５ ジェネラリスト・ソーシャルワークの実践

第９章　総合的かつ包括的な支援の意義と内容
　１ なぜ総合的かつ包括的な支援が求められるのか
　２ 地域におけるソーシャルサポートネットワーキング
　３ 総合的かつ包括的な支援の実際
　４ ジェネラリスト・ソーシャルワークと日本における展開

第10章　多職種連携とチームワークの意義と内容
　１ 多職種連携とチームアプローチが求められる時代
　２ 多職種連携とは何か
　３ 多職種連携・協働の事例：
　　 愛知県豊田市福祉事務所と消防本部の連携・協働

終　章　これからのソーシャルワークと社会福祉
　１ ソーシャルワーカーの業務とは
　２ ソーシャルワーカーが必要とされる社会状況

資　料　ソーシャルワーク専門職のグローバル定義
さくいん
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A5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09457-8　2022年9月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成カリキュラム「ソー
シャルワークの基盤と専門職」のテキスト。ソーシャ
ルワーカーの倫理綱領の解説や具体事例を用いた説
明により，専門職としての実践の基盤となる考え方
を基本から身につけられる。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23巻
　 予定）
◎ 社会福祉士および精神保健福祉士養成の共通科目「ソーシャ
　 ルワークの基盤と専門職」のテキストとして，さらに介護福
　 祉士養成の「人間関係とコミュニケーション」や保育士養成
　 の「子ども家庭支援論」等の講義（演習）にも活用できるテ
　 キスト
◎ 各章で重要語句を一覧にまとめ，国家試験の対策をサポート

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 7　

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ（基礎）
立花直樹／小口将典／竹下 徹／
九十九綾子／汲田千賀子 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　ソーシャルワークの基盤と専門職を学ぶ意義

　第Ⅰ部　ソーシャルワーカーという専門職
第１章　人々の暮らしとソーシャルワーク
　１ 現代社会の課題
　２ ソーシャルワークと社会資源の活用
　３ ソーシャルワークの支援と視点
第２章　ソーシャルワーカーの基本的視座
　１ ソーシャルワーク専門職のグローバル定義と倫理綱領
　２ 人権と権利擁護
　３ 生活モデル
　４ 自己決定と自己実現
第３章　社会福祉士の位置づけと役割
　１ 社会福祉士及び介護福祉士法における社会福祉士の定義と義務
　２ 社会福祉専門職の国家資格化の必要性
　３ 社会福祉士及び介護福祉士法の成立と改正
　４ 社会福祉士の養成
　５ 認定社会福祉士制度
第４章　精神保健福祉士の位置づけと役割
　１ 精神保健福祉士法による定義
　２ 精神保健福祉士法が成立した背景
　３ 精神保健福祉士の役割の明確化
　４ 精神保健福祉士が携わる分野と義務
第５章　福祉に携わるさまざまな専門職
　１ 福祉に携わるさまざまな専門職と国家資格
　２ 福祉に携わるさまざまな専門職と法定資格
　３ 福祉に携わるさまざまな専門職と任用資格
　４ 福祉に携わるさまざまな専門職と民間資格
　第Ⅱ部　ソーシャルワークの実践を支える理念・原理
第６章　ソーシャルワークの定義
　１ ソーシャルワークの構成概念とその背景
　２ ソーシャルワークの定義の変遷
　３ 実践に基づいた専門職であり学問であるために
第７章　ソーシャルワークの理念
　１ ソーシャルワークを支える理念
　２ 福祉の理念に影響を与えた考え方
　３ ソーシャルワークの理念の変遷

第８章　ソーシャルワークの原理
　１ ソーシャルワークにおける原理
　２ ソーシャルワーク専門職のグローバル定義における諸原理
　３ ソーシャルワークの原理を基盤とした実践に向けて
第９章　ソーシャルワークの原則
　１ ソーシャルワークにおける原則とは
　２ バイステックによるソーシャルワークの原則
　３ 援助関係を形成するための 7 つの原則
　４ バイステックの原則との付き合い方
第10章　ソーシャルワークの「芽生え」
　１ イギリスの慈善事業の歴史
　２ アメリカの慈善活動の起源
　３ リッチモンドの功業
　４ セツルメント運動
　５ アメリカのセツルメント運動
第11章　ソーシャルワークの「発展」
　１ ソーシャルワーカーの見方
　２ ジェネラリスト・ソーシャルワークへの注目
　３ 日本における［地域を基盤としたソーシャルワーク］
　第Ⅲ部　ソーシャルワークが拠り所とする考え方
第12章　専門職における倫理
　１ 専門職の特性と倫理
　２ 専門職における道徳と倫理
　３ 専門職に求められる自己覚知とジレンマ
第13章　ソーシャルワークにおける倫理
　１ 倫理とは何か
　２ ソーシャルワーカーの倫理綱領
　３ ソーシャルワーカーの倫理綱領の内容
　４ ソーシャルワーク倫理の重要性
　５ 社会福祉士の倫理綱領と精神保健福祉士の倫理綱領
第14章　専門職としての使命と倫理的ジレンマ
　１ ソーシャルワーカーの使命とジレンマ
　２ 臨床における倫理的ジレンマ
　３ ジレンマを乗り越える
エピローグ　ポストコロナ社会でのソーシャルワーク

巻末資料
あとがき
さくいん



A5判美装/予220頁　予価：2,640円（本体予価2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09689-3　2024年3月刊行予定

社会福祉士養成課程「ソーシャルワークの基盤と専
門職」に対応。ソーシャルワークを学びはじめた人
にとって親しみやすく，なおかつ国家試験に向けた
学習にも役立つテキストとなることを目指して内容
を構成する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）。わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 社会福祉士養成カリキュラム「ソーシャルワークの基盤と
 　専門職」の科目内容に対応したテキスト
◎ 社会福祉士の国家試験でのキーワードを一覧化して，各章
 　で学ぶ内容を整理して示す

杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 8　

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ（専門）
小口将典／木村淳也 編著

ここが

ポイント
!!

NOW
PRINTING

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　ソーシャルワークに係る専門職
　　　　　の概念と範囲
第１章　ソーシャルワーク専門職の概念と
　　　　範囲
　１ ソーシャルワーク専門職の成立条件
　２ ソーシャルワーク専門職の資格制度
　３ ソーシャルワーク専門職と職能団体
　４ 時代とともに成長するソーシャル
 　　ワーク専門職として

第２章　ソーシャルワーカーの職域
　１ 社会福祉士の職域と役割
　２ 精神保健福祉士の職域と役割
　３ ソーシャルワーカーのこれから

第３章　福祉行政等におけるソーシャル
　　　　ワーク専門職
　１ 地域住民の福祉をつかさどる
 　　福祉事務所
　２ 子どもの権利を守る児童相談所
　３ 身体障害者の自立と社会参加を
 　　支援する身体障害者更生相談 
　４ 知的障害者の自立と社会参加を
 　　支援する知的障害者更生相談所
　５ 婦人保護事業の中核を担う婦人相談所

第４章　民間の施設・組織における
　　　　ソーシャルワーク専門職
　１ 社会福祉領域に関わる資格の分類
　２ 民間の施設における主な福祉専門職
　３ 社会福祉協議会における
 　　主な福祉専門職
　４ 地域包括支援センターにおける
 　　主な専門職 
　５ 病院・学校における主な福祉専門職

第５章　諸外国の動向
　１ イギリス
　２ アメリカ
　３ その他の国々

　第Ⅱ部　ミクロ・メゾ・マクロレベルに
　　　　　おけるソーシャルワーク
第６章　ソーシャルワークの機能
　１ ソーシャルワークの機能とは何か
　２ ソーシャルワークに期待される機能
　３ ソーシャルワークの機能が発揮される
 　　実践の展開にあたって

第７章　ミクロ・メゾ・マクロレベルの
　　　　ソーシャルワークとは
　１ ソーシャルワーク専門職の固有の視点
 　　とは何か
 　２ ソーシャルワークにおける３つのレベル
 　　と５つのシステム
　３ ３つのレベルの対象を知る

第８章　ミクロ・メゾ・マクロレベルに
　　　　おけるソーシャルワーク
　１ ミクロ・メゾ・マクロレベルへの介入
　２ ミクロ・メゾ・マクロレベルの連関性

第９章　ソーシャルワークにおける
　　　　ソーシャルアクション
　１ ソーシャルアクションとは
　２ ソーシャルアクションのはじまりと
 　　理論展開
　３ ソーシャルアクションとアドボカシー
　４ ソーシャルアクションの展開過程
　５ ソーシャルアクションの実際

第10章　ミクロ・メゾ・マクロレベルの
　　　　ソーシャルワークの展開
　１ マクロレベルの支援とは
　２ マクロレベルの支援は何を変えることを
 　　目指すのか
 　　――社会を変えることとは
　３ マクロレベルの支援の展開

　第Ⅲ部　総合的かつ包括的な支援と
　　　　　多職種連携の意義と内容
第11章　総合的かつ包括的な支援の考え方
　１ 総合的かつ包括的な支援が求められる
 　　背景と体制の整備

　２ ソーシャルワークの統合化の流れと
 　　ジェネラリスト・ソーシャルワーク
　３ ジェネラリスト・ソーシャルワークの
 　　日本における展開

第12章　ソーシャルワークにおける
　　　　チームアプローチ
　１ チームアプローチが求められる社会的
 　　背景
　２ チームアプローチとは何か
　３ チームアプローチを推進するための
 　　コミュニケーション技術
　４ チームアプローチの先にあるもの

第13章　総合的かつ包括的な支援における
　　　　ネットワーク
　１ ネットワークとは何か
　２ ソーシャルワークサポートネット
 　　ワークの実際
　３ 総合的かつ包括的な支援における
 　　ネットワーキングとコーディネーション

第14章　ソーシャルワークにおける
　　　　社会資源との協働体制
　１ ソーシャルワークにおける社会資源
　２ 社会資源との協働体制
　３ 社会資源の開発

第15章　総合的かつ包括的なソーシャル
　　　　ワークの展開
　１ 地域を基盤としたソーシャルワーク
　２ ネガティブ・ケイパビリティ
　３ ジェネラル・ソーシャルワーク

資料
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A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09037-2　2021年5月刊行

ソーシャルワークの方法・技術の意味づけと位置づ
けを再考し，ソーシャルワーク実践をできるだけわ
かりやすく言語化することを試みる。「ソーシャル
ワークの基盤と専門職」「ソーシャルワークの理論
と方法」を学ぶ人に最初に手に取ってほしい入門書。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全　 
 　23巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応　 
　 した，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 若手研究者がそれぞれの問題意識を積極的に伝える
◎ 学習をより深める演習課題，福祉の仕事を志す学生への
　 メッセージとなるコラムも掲載

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 6　

ソーシャルワーク論
―― 理論と方法の基礎

小口将典／木村淳也 編著
ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　ソーシャルワークとは
第１章　ソーシャルワークが求められる社会
　１ 社会の変化とソーシャルワーク
　２ ソーシャルワークと私たちの暮らし
　３ 社会福祉とソーシャルワークの違い
　コラム　学問とは，問うことを学ぶこと
　　　　　である
　　　　　――ソーシャルワークを学び
　　　　　　　つづけて　

第２章　ソーシャルワークの専門職
　１ ソーシャルワーカーとはどのような
 　　専門職か
　２ ソーシャルワークの定義
　３ ソーシャルワークに用いられる技術の
 　　体系と視座
　コラム　当たり前のことを一生懸命する
　
第３章　ソーシャルワークの原則
　１ 人の生活とサポート
　２ ソーシャルワークの原則
　３ ソーシャルワークに共通すること
　コラム　“見た目の年齢”と“内側の年齢”
　　　　　は同じ？　

第４章　ソーシャルワークの歴史
　１ 萌芽期――ソーシャルワークの源泉
　２ 発展期――ソーシャルワークの専門職化
　３ 展開期
 　　――分化したソーシャルワークから
 　　　　統合へ
　コラム　仕事を続けている理由　

第５章　地域を基盤としたソーシャルワーク
　１ わが国における今日的な地域福祉課題
　２ 地域を基盤としたソーシャルワーク
　３ 地域を基盤としたソーシャルワークの
 　　実際と展開

　４ 地域を基盤としたソーシャルワーク
 　　実践における課題と展望
　コラム　複雑多様化するケース課題と　
　　　　　ソーシャルワーカーの役割　

　第Ⅱ部　ソーシャルワークの基礎技術
第６章　ソーシャルワークにおける援助関係
　１ ソーシャルワークにおける援助関係の
 　　意義
　２ ソーシャルワークにおける援助関係の
 　　形成方法
　３ 利用者本位のソーシャルワーク実践に
 　　向けて
　コラム　これからソーシャルワーカーを
　　　　　めざす人へ　

第７章　ソーシャルワークで用いられる
　　　　理論とアプローチ
　１ ソーシャルワーク理論の必要性と整理
　２ ソーシャルワークのアプローチ
　コラム　ソーシャルワークの理論と実践
　
第８章　ソーシャルワークの展開過程
　１ ソーシャルワークの展開過程とは
　２ 出逢いからプランニング
　３ インターベンションからアフターケア
　コラム　スクールソーシャルワーカー
　　　　　ならではの専門性　

第９章　ソーシャルワークの面接技術
　１ 面接の意義と目的
　２ 面接の場面と構造
　３ 面接の展開
　４ 面接の技法
　コラム　アセスメント
　　　　　――クライエントと共に歩む　

第10章　ソーシャルワークで用いられる技法
　１ 権利擁護とソーシャルアクション
　２ アウトリーチ
　３ ケアマネジメント

　４ ネットワーキング
　コラム　「共に学び」「共に育つ」
　　　　　ソーシャルワーク　

第11章　ソーシャルワーク教育における
　　　　体験的学び
　１ 実践の学問としてのソーシャルワーク
　２ 面接する技術
　３ 連携する技術
　４ スーパービジョン
　コラム　スクールソーシャルワーカーの
　　　　　現状と未来　

　第Ⅲ部　ソーシャルワークの活動
第12章　貧困とソーシャルワーク
　１ 貧困とは何か
　２ ソーシャルワークとは何か
　３ 貧困に対するソーシャルワーク実践
　コラム　ソーシャルワーカーの感性　

第13章　災害とソーシャルワーク
　１ 災害時における被災者の生活
　２ 災害時におけるソーシャルワーク
　３ 災害時福祉支援活動に関わる者
　４ 災害時福祉支援活動の特徴と課題
　コラム　ふくしの仕事をするうえで
　　　　　心がけていること　

第14章　多文化共生とソーシャルワーク
　１ 日本で暮らす外国人の現状
　２ 日本で暮らす外国人が抱える問題
　３ 外国人コミュニティと福祉的支援
　４ 地域での共生に向けた取り組み
　コラム　まだ見ぬ未来の他者につながる
　　　　　支援をめざして　

ソーシャルワーカーの倫理綱領
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B5判美装/280頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09095-2　2022年3月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「ソー
シャルワークの理論と方法」のテキスト。カリキュ
ラムを包含した内容を，学びやすく編成した。ソー
シャルワークとは何かから学び，実践力のある支援
者を養成する。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカ
　 リキュラム「ソーシャルワークの理論と方法」に準
　 拠（60時間・共通科目）
◎ 本シリーズ，４巻『ソーシャルワークの基盤と専門
　 職』，６巻『ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ』との
　 ３冊で，シームレスに学べるように編集

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 5

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ
空閑浩人／白澤政和／和気純子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　ソーシャルワークの理論と方法

第１章　人と環境の相互作用とソーシャルワークの射程
　１ エコシステム視点とソーシャルワーク
　２ 人の発達と環境
　３ 人と環境システムとの関係性

第２章　ソーシャルワークの過程１──導入期
　１ 導入期の意義と目的
　２ 導入期に必要な視点
　３ 導入期の展開
　４ 動機づけのレベルと導入期の課題
　５ 導入期の課題

第３章　ソーシャルワークの過程２──アセスメント
　１ アセスメントの定義と目的
　２ アセスメントにおける情報収集の原則と内容
　３ アセスメントのためのツール（道具）
　４ アセスメントにおけるニーズの定義ととらえ方
　５ アセスメントにおけるニーズ把握の具体的な展開
　６ アセスメントに必要とされるソーシャルワーカーの技能

第４章　ソーシャルワークの過程３──支援計画の作成と実施
　１ 支援計画の位置づけと定義，要素
　２ 支援計画の作成の 7 つの過程
　３ ミクロレベルでの支援計画の作成
　４ メゾレベルでの支援計画の作成
　５ マクロレベルでの支援計画の作成
　６ 支援計画の実施

第５章　ソーシャルワークの過程４
　　　　──モニタリング・終結とアフターケア
　１ 支援計画の実施とモニタリング
　２ 事後評価の意義と支援の終結・アフターケア
　３ 事後評価の方法──単一事例実験計画法

第６章　ソーシャルワークの実践モデルとアプローチ
　１ ソーシャルワークの発展と様々な理論
　２ 治療モデルと診断主義アプローチ
　３ 生活モデルと生態学的アプローチ
　４ ストレングスモデルとエンパワメントアプローチ

　５ その他の様々なアプローチ
　６ 実践モデル・アプローチの多様化と求められる共通基盤

第７章　ケアマネジメント
　１ ケアマネジメントの定義
　２ ケアマネジメントの機能と役割
　３ ケアマネジメントの構成要素
　４ ケアマネジメントの支援プロセス
　５ ソーシャルワークとケアマネジメント

第８章　グループとソーシャルワーク
　１ グループワーク
　２ セルフヘルプ・グループ

第９章　コミュニティとソーシャルワーク
　１ ソーシャルワークにおけるコミュニティのとらえかた
　２ ソーシャルワークとコミュニティワークの関係
　３ コミュニティワークの歴史と理論・理念
　４ コミュニティワークの定義と目標
　５ コミュニティワークの実践過程

第10章　ソーシャルワークの記録
　１ 記録とは
　２ 記録の目的
　３ 記録の内容
　４ 記録のフォーマット
　５ ＳＯＡＰノート

第11章　スーパービジョンとコンサルテーション
　１ スーパービジョンとは何か
　２ スーパービジョンの方法とプロセス
　３ コンサルテーションとは何か

第12章　総合的・包括的なソーシャルワークをめぐる課題
　１ 人間の「ライフ（Life）」とその尊厳を支える支援として
　２ ソーシャルワークの「共通基盤」の再構築と継承
　３ ソーシャルワークが展開できる社会環境を整備する

さくいん



A5判美装/266頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09520-9　2023年3月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成カリキュラムの共
通科目「ソーシャルワークの理論と方法」に対応。
ソーシャルワークの実践モデル，アプローチ，支援
の過程とそこで必要となる技術についてわかりやす
く解説する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）。わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 社会福祉士および精神保健福祉士養成の共通科目「ソーシャ
　 ルワークの理論と方法」のテキスト
◎ 学習課題や記入式のワークシートに取り組むことで，ソー
　 シャルワーク実践に必要な知識や考え方を基本から身につ
　 けられる

杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 9　

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ（共通）
立花直樹／小口将典／竹下 徹／
九十九綾子／汲田千賀子 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　ソーシャルワークの理論と方法を
　　　　　　学ぶ意義

　第Ⅰ部　ソーシャルワークの体系
第１章　ソーシャルワークの機能と枠組み
　１ ソーシャルワークとは何か
　２ ソーシャルワークの構成要素
　３ ソーシャルワークの機能
　４ ソーシャルワークの援助技術の体系
　５ ソーシャルワーカーとは

第２章　ソーシャルワーク固有の視点
　１ 人と環境との交互作用
　２ 生態学的理論と生活モデル
　３ ミクロ・メゾ・マクロレベルにおける
　　 ソーシャルワーク

　第Ⅱ部　ソーシャルワークの実践モデルと
　　　　　アプローチ
第３章　ソーシャルワークの実践モデルの変遷
　１ ソーシャルワークの萌芽
　　 ――慈善組織協会とセツルメント運動
　２ ケースワークの基盤の構築
　　 ――メアリー・リッチモンド
　３ 医学モデルとの統合
　４ 生活モデルへの変換
　５ エコロジカル・アプローチ
　６ ストレングスモデル
　７ ジェネラリスト・ソーシャルワーク

第４章　ソーシャルワークのアプローチ
　１ アプローチとは何か
　２ 心理社会的アプローチ
　３ 機能的アプローチ
　４ 問題解決アプローチ
　５ 課題中心アプローチ
　６ 危機介入アプローチ
　７ 行動変容アプローチ
　８ エンパワメントアプローチ
　９ ナラティブアプローチ
　10 解決志向アプローチ
　11 実存主義アプローチ

　第Ⅲ部　ソーシャルワークの支援過程
第５章　ソーシャルワークの過程①インテーク
　１ クライエントとの出会い
　２ インテーク

第６章　ソーシャルワークの過程②
　　　　アセスメント
　１ アセスメントの意義と目的
　２ アセスメントの方法
　３ アセスメントの留意点

第７章　ソーシャルワークの過程③
　　　　プランニング
　１ プランニングの意義と目的
　２ プランニングの方法
　３ プランニングの留意点
　４ 効果と限界の予測
　５ 支援方針
　６ 内容の説明と同意

第８章　ソーシャルワークの過程④
　　　　インターベンションとモニタリング
　１ インターベンション
　２ モニタリング

第９章　ソーシャルワークの過程⑤
　　　　終結とアフターケア
　１ ソーシャルワークの支援が終わる時
　２ 終結に向けての準備
　３ アフターケア

　第Ⅳ部　ソーシャルワークの支援過程に
　　　　　おいて必要な技術
第10章　ソーシャルワークにおける面接技術
　１ ソーシャルワークにおける面接とは
　２ 基本的なコミュニケーション
　３ 面接の環境づくり
　４ 具体的な面接技法

第11章　ソーシャルワークにおける記録
　１ ソーシャルワークにおける記録の意義と
　　 目的
　２ 記録の方法と実際

第12章　ケアマネジメント
　１ ケアマネジメントとは何か
　２ ケアマネジメントの原則
　３ 日本におけるケアマネジメントの展開
　４ ケアマネジメントの意義と構成要素
　５ ケアマネジメントの方法
　６ ケアマネジメントのモデル

第13章　グループワーク
　１ グループワークの意義と目的
　２ グループワークに必要な要素
　３ グループワークのプログラム
　４ グループワークの支援の流れ
　５ グループワークの事例
　６ グループワークの原則
　７ セルフヘルプグループ
　８ グループワークの理論モデル
　９ グループワークの歴史

第14章　コミュニティワーク
　１ コミュニティワークの意義
　２ コミュニティワークの展開
　３ 地域を基盤としたソーシャルワーク
　　 （コミュニティソーシャルワーク）へ

第15章　スーパービジョンとコンサルテーション
　１ スーパービジョンの意義と目的
　２ スーパービジョンの３つの機能とパラレル
　　 プロセス
　３ スーパービジョンの形態と方法
　４ コンサルテーションの意義・目的・方法

エピローグ　ソーシャルワーカーという専門職

ワークシートの解答・解答例
あとがき
さくいん
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B5判美装/260頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09096-9 　2022年6月刊行

社会福祉士養成課程の科目「ソーシャルワークの理
論と方法（専門）」のテキスト。カリキュラムを包
含した内容を，学びやすく編成した。より実践力が
あり，効果的なソーシャルワークを行える支援者を
養成する。

◎ 社会福祉士養成の2021年春からのカリキュラム，
 　「ソーシャルワークの理論と方法（専門）」に準拠
　 （60時間）
◎ 本シリーズ，第４巻『ソーシャルワークの基盤と
　 専門職』と第５巻『ソーシャルワークの理論と方法
　 Ⅰ』との３冊で，シームレスに学べるように編集

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 6

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ
空閑浩人／白澤政和／和気純子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　ソーシャルワークの機能とソーシャルワーカーの役割
　１ 個人や家族，地域を支えるソーシャルワークの機能
　２ 求められるソーシャルワークの機能とソーシャルワーカーの役割
　３ 支援が必要な個人や世帯及びニーズや課題を発見する機能
　４ 個人や世帯及び地域の現状把握のためのアセスメントの機能
　５ 課題解決のための支援と地域における社会資源の調整，
 　　開発の機能
　６ 分野横断的な連携・協働による包括的な支援体制を構築する機能
　７ 住民主体の地域課題解決体制の構築及び運営を促進する機能
　８ 包括的な相談支援や地域課題解決の実践力の向上や人材育成の
 　　機能

第２章　ソーシャルワークにおける面接
　１ 面接の意義，目的
　２ 面接の場面と構造
　３ 面接の技法
　４ 面接の展開過程

第３章　ソーシャルワークと援助関係
　１ ソーシャルワークにおける援助関係
　２ 援助関係の形成と活用
　３ 援助関係を形成するアウトリーチの方法と実際

第４章　社会資源の開発とソーシャルアクション
　１ ソーシャルワークにおける社会資源の位置づけ
　２ 社会資源の活用・調整・開発
　３ ソーシャルアクションの定義と変遷
　４ ソーシャルアクションの実際

第５章　ソーシャルワークの関連技術・方法
　１ ネットワーキングとコーディネーション
　２ ネゴシエーション
　３ ファシリテーションとプレゼンテーション

第６章　カンファレンスと事例分析
　１ 多様なカンファレンス
　２ 力動的・循環的プロセスとしてのカンファレンス
　３ 事例分析の方法
　４ ミクロ─メゾ─マクロをつなぐカンファレンス

第７章　ソーシャルワークにおけるＩＣＴと個人情報
　１ ＩＣＴとソーシャルワーク
　２ 福祉情報の種類
　３ ソーシャルワークにおける ICT 活用の課題
　４ 個人情報保護制度の概要

第８章　家族支援のソーシャルワーク
　１ 定義と意義
　２ 形成と内容
　３ 展開の実際
　４ 課題と展望

第９章　災害とソーシャルワーク
　１ 定義と意義
　２ 形成と内容
　３ 展開の実際
　４ 課題と展望

第10章　スピリチュアリティとソーシャルワーク
　１ 定義と意義
　２ 形成と内容
　３ 展開の実際
　４ 課題と展望

第11章　多文化主義とソーシャルワーク
　１ 定義と意義
　２ 形成と内容
　３ 展開の実際
　４ 課題と展望

第 12章　ソーシャルワークにおける総合的・包括的支援の実際
　１ 総合的・包括的な支援の考え方
　２ 総合的・包括的な支援の実際

終　章　ソーシャルワークの動向と課題

さくいん
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B5判美装/228頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09384-7　2022年5月刊行

実習の事前学習から事後学習までをノート感覚で書
き込みできるように構成。実習中に実習生が悩みそ
うなことへのアドバイスや，感染症対策のための有
効なツールを掲載。実習を通しての成長を形にでき
る一冊。

◎ 学生が自己学習を行いやすい構成
◎ 学生・教員・現場の実習担当者の三者が共通認識を
　 もつことに重点を置いた内容
◎ 感染症対策の解説，その対策に有効なツールを掲載

ソーシャルワーク実習ハンドブック
関西福祉科学大学社会福祉実習教育研究会 編
橋本有理子／家髙将明／柿木志津江／
小口将典／都村尚子 編集委員

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　ソーシャルワーク実習の
　　　　大切さを理解しよう
　１ ソーシャルワーク実習の意義
　２ ソーシャルワーク実習の目的

第２章　社会福祉士・精神保健
　　　　福祉士を理解しよう
　１ 社会福祉士
　２ 精神保健福祉士
　３ ソーシャルワーカーとしての
　　 倫理観の醸成

第３章　実習の流れを理解しよう
　１ ソーシャルワーク実習の基本的
　　 な流れ
　２ ソーシャルワーク実習の具体的
　　 な流れ

第４章　実習における事前学習の
　　　　大切さを理解しよう
　１ 事前学習の意義
　２ 施設見学や外部講師による
　　 講義の意義
　３ 問題意識・目的意識の明確化

第５章　実習前における準備の
　　　　内容を理解しよう
　１ 実習生としてのマナー・心構え
　２ 実習先への依頼
　３ 書類作成の意義と方法
　４ 実習計画書の作成
　５ 実習先におけるオリエンテーション
　６ リスクマネジメントとしての感染症
　　 対策

第６章　実習記録の作成方法を
　　　　理解しよう
　１ 実習記録を作成する意義
　２ 実習記録の書き方
　３ 実習記録等の提出と取り扱い
　４ 演習

第７章　支援記録の書き方を
　　　　理解しよう
　１ 支援計画の書き方

　２ 地域支援活動シートの書き方
　３ 演習

第８章　実習生に求められる
　　　　学びと姿勢を理解しよう
　１ 実習生と学生の違い
　２ 実習におけるコミュニケーション
　３ 巡回指導・帰校指導
　４ 学内実習プログラムへの取り組み

第９章　実習後にすべきことを
　　　　理解しよう
　１ 実習先へのお礼状の書き方
　２ 実習後にも求められる姿勢
　３ 実習先とのつながりを持つ意義

第10章　実習後における学習の
　　　　大切さを理解しよう
　１ 事後指導と事後学習の意義
　２ 事後指導と事後学習の進め方
　　 と演習
　３ 実習体験報告会の意義と進め方
　４ 実習報告書の作成

第11章　自分をふり返る必要性を
　　　　理解しよう
　１ 自己覚知の大切さ
　２ 自己評価の意義
　３ 実習生としてのあゆみ

おわりに
巻末資料
　実習関連シート
　　社会福祉士・精神保健福祉士の実習
　　　教育におけるコンピテンシーシート
　　コンピテンシーシートの記入後に用
　　いるふり返り用の目標設定シート
　　ソーシャルワーク実習Ⅰ  実習計画書
　　ソーシャルワーク実習Ⅱ  実習計画書
　　実習記録
　　ジェノグラム・エコマップ作成シート
　　ＩＣＦ分析シート
　　リフレーミング表
　　課題の整理表
　　支援計画
　　地域支援活動シート
　ソーシャルワーカーの倫理綱領

　大学等において開講する社会福祉に
　　関する科目の確認に係る指針につ
　　いて（抄録）
　大学等において開講する精神障害者
　　の保健及び福祉に関する科目の確
　　認に係る指針について（抄録）
　現場実習に役立つ主な社会福祉用語

索　引
ワンポイントアドバイス
　１　ソーシャルワーカーの仕事を教えて
　　  下さい
　２　現場実習で地域に目を向ける大切さ
　　  とは何ですか
　３　「倫理綱領」って何ですか
　４　精神保健福祉士と社会福祉士との
　　  違いは何ですか
　５　実習を上手に進めるためにはどうす
　　  ればよいですか
　６　施設見学のポイントを教えて下さい
　７　施設見学で意識した方がよいことは
　　  何ですか
　８　事前学習を行う際に資料をどこから
　　  集めればよいですか
　９　なぜ社会に関心や興味をもつことが
　　  大切なのですか
　10　なぜ実習に行くのかを改めて教えて
　　  下さい
　11　実習先から「困る」と思われる実習生
　　  の例を教えて下さい
　12　「報連相（ほうれんそう）は重要」と
　　  聞くけれど，それはなぜですか
　13　実習先へ依頼する時に具体的に気を
　　  つけた方がよい点は何ですか
　14　書類を作成する時に具体的に気をつ
　　  けた方がよい点は何ですか
　15　実習について何をテーマ（目標）に
　　  すればよいのかわかりません
　16　「利用者を理解する」とはどういうこ
　　  とですか
　17　実習中に「質問は？」と聞かれるけ
　　  れど，なかなか思いつきません
　18　実習先のオリエンテーションで具体的
　　  に気をつけた方がよいことはありますか
　19　体調管理をうまくできるか不安です
　20　実習に行くまでに身につけるべき技術
　  　（スキル）は何ですか
　21　実習記録で記入する目標や内容が毎
　　  日同じにならないか不安です

　22　実習記録がうまくまとめられず悪戦
　　  苦闘して睡眠不足になっています
　23　実習記録に質問を書いてもよいですか
　24　実習記録はまとめて提出してもよい
　　  ですか
　25　考察がただの感想文になりそうで
　　  不安です
　26　アセスメントってどうやってすれば
　　  よいですか
　27　利用者からうまく情報を聞き出せず
　　  アセスメントに困っています
　28　長期目標や短期目標の設定って
　　  どうすればよいですか
　29　実際の支援記録を書く時は「障害」
　　  「障がい」のどちらを使用したらよい
　　  ですか
　30　利用者とうまくコミュニケーションを
　　  とる方法を教えて下さい
　31　実習指導者とうまくコミュニケーショ
　　  ンをとるにはどうすればよいですか
　32　「主体的に取り組んで下さい」と言わ
　　  れるけれど，どうすればよいですか
　33　「積極的に関わる」って具体的には
　　  どういうことですか
　34　巡回指導や帰校指導までに何を準備
　　  しておけばよいですか
　35　現場を少しでも経験したいです
　36　手紙を書くのが苦手です
　37　実習先で出会った利用者の方と個人
　　  的に会ってもよいですか
　38　そもそも周りとの「つながり」って
　　  大切ですか
　39　事後面談で求められる姿勢とはどの
　　  ようなものですか
　40　グループの中で議論や意見交換を
　　  することが苦手です
　41　人前で上手に話せるようになるには
　　  どうすればよいですか
　42　実習報告書を実習先ではどのように
　　  活用していますか
　43　自分をふり返ると悪い所ばかりに目
　　  が向いて落ち込んでしまいます
　44　自己評価と他者評価をどのように活
　　  用すればよいですか
　45　自己評価は高く？  低く？  どのように
　　  評価すればよいですか
　46　定期的に自分をふり返る際のポイン
　　  トについて教えて下さい
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B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-08222-3　2018年4月刊行

「ソーシャルワーク演習」のテキスト。学生が身近
に感じられる事例を基に，様々な手法を解説。第４
章は，ワンストップサービスを体系的に理解できる
よう，複合課題を抱えた家族の事例を基にソーシャ
ルワークのプロセスを展開。

◎ 学生が身近に感じる事例を使用
◎ 著者たちが実際に模擬授業をして内容・構成を精査
◎ 第４章は，ワンストップサービスを体系的に理解で
　 きるよう，複合課題を抱えた家族の事例を基に展開

すぐに使える！ 学生・教員・実践者のための
ソーシャルワーク演習

ソーシャルワーク演習研究会 編
ここが

ポイント
!!

まえがき
オリエンテーション（契約）　

第１章　ソーシャルワークの価値と視点
　１ ソーシャルワーカーに求められる倫理
　２ 多様性の理解
　３ 人権と人間の尊厳・集団的責任
　４ 社会正義
　５ 自己覚知――自分の価値観を知る
　６ 感情理解と活用
　７ 個人の理解
　８ 家族の理解
　９ グループの理解
　10 基本的コミュニケーション

第２章　ソーシャルワークの技術
　１ 面接技術
　２ プレゼンテーション
　３ ネゴシエーション
　４ ファシリテーション
　５ マッピングツール
　６ 記録
　７ アドミニストレーション
　８ スーパービジョン

第３章　地域を基盤としたソーシャルワーク
　１ 地域の理解
　２ アウトリーチ
　３ ネットワーキング
　４ ソーシャルアクション
　５ 社会資源開発
　６ クロージング

第４章　事例でみるワンストップ型
　　　　ソーシャルワークプロセス
　学習のねらい
　１ インテーク
　２ アセスメント
　３ プランニング
　４ インターベンション
　５ モニタリング
　６ エバリュエーション
　７ ターミネーション
　８ エピローグ
　９ 人物紹介――第４章事例（多坂家）の登場人物
　10 ワークシート解答例

あとがき
巻末資料
索　引　

コラム
　　１ 「多様性の理解」について考える
　　２ 人を理解するということ
　　３ ソーシャルワーク・マインド　
　　４ 「基本」
　　５ ソーシャルワークとネゴシエーション
　　６ 「わからない」ことを「わかる」
　　７ 「見ようとする」こと
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A5判美装/300頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09119-5　2021年3月刊行

ソーシャルワーク演習のテキスト。学生がソーシャ
ルワーカーらしい思考を主体的に身に付けられるよ
うな実践事例等を掲載。ソーシャルワーク実践に必
要とされるジェネリックな実践基盤の形成と個別特
性の開発に役立つ一冊。

◎ 2021年度より実施のカリキュラムに対応
◎ 学生が，自身の学びを個別化できるように配慮され
　 た構成

学びが深まるソーシャルワーク演習

　「学びが深まるソーシャルワーク演習」編集委員会 編
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　ソーシャルワーク演習の学び方
　１ なぜソーシャルワークを演習で学ぶのか
　 　──人に関わる力を身に付ける
　２ ソーシャルワーク演習という授業
　３ ソーシャルワーカーになるということ
　４ 社会福祉士の資格とソーシャルワーク
　５ ソーシャルワーカーってこんな専門職

第２章　ソーシャルワークを体験する
　１ なぜソーシャルワーカーには体験学習
　 　が必要なのか
　２ ソーシャルワークや社会福祉士の役割
　 　を学ぶ
　３ 人権・権利を考える
　４ 社会福祉士の倫理綱領を学ぶ
　５ 自分の価値観と他者の価値観の違いを
　 　考える──価値観①
　６ ソーシャルワークにおける価値を考える
　 　──価値観②
　７ 言葉を中心にしたコミュニケーション
　 　を考える──コミュニケーション①
　８ 非言語コミュニケーション
　 　（面接での座る位置）を考える
　 　──コミュニケーション②
　９ グループワークの展開過程
　 　──準備期・開始期・作業期・終結
　10 ロールプレイの展開過程
　11 ロールプレイを通して考える
　 　──クライエントを理解する①
　12 地域における支援事例を通して考える
　 　──クライエントを理解する②
　13 個人と制度を考える
　14 記録の技法を学ぶ
　 　──面接場面の逐語記録を基にした
　 　　　相談票の作成
　15 導入期のソーシャルワーク演習
　 　──振り返りとまとめ

第３章　クライエントとの出会いと支援の
　　　　始まり
　　　　──ソーシャルワークの支援過程
　　　　　　を体験的に学ぶ①
　１ インタビューから他者を知る
　 　──他者理解
　２ 援助関係を作る
　３ 手紙による相談への対応
　 　──対象者の理解①
　４ 手紙の返事にみる理解の多様性
　 　──対象者の理解②
　５ 専門職としての聴く・話す体験
　 　──面接技術①
　６ 受容的な関わり
　 　──面接技術②
　７ 日常生活から面接への展開
　 　──生活場面面接①
　８ 言葉だけでなく話す人を理解する
　 　──生活場面面接②
　９ 生活場面のグループワーク
　 　──生活場面面接③
　10 福祉事務所における面接
　11 婦人相談所における面接
　12 障害者相談支援事業所における面接
　13 病院における面接
　14 社会福祉協議会における面接
　15 自らの成長を確認する──自己評価

第４章　支援の展開と評価
　　　　──ソーシャルワークの支援過程
　　　　　　を体験的に学ぶ②
　１ ソーシャルワークの始まり
　２ 問題の発見
　３ アウトリーチ
　４ インテーク
　５ 面接記録の技法
　６ 情報収集──アセスメント①
　７ 面接の実際──アセスメント②
　８ 情報分析とニーズ把握
　 　──アセスメント③

　９ 記録作成──アセスメント④
　10 ニーズを支援につなげる
　 　──プランニング①
　11 支援計画を立てる──プランニング②
　12 誰にどのような点をどのタイミングで
　 　確認するのか
　 　──モニタリング①
　13 面接をしてクライエントの生活の経過
　 　観察を行う
　 　──モニタリング②
　14 評価と終結
　 　──支援関係の終了：別れへの準備
　15 自己覚知の体験──全体の振り返り

第５章　メゾ・マクロレベルへの展開
　　　　──視点・問題意識とアプローチ
　　　　　　の方法
　１ ソーシャルワークの新たな課題への支援
　 　を学ぶ
　 　──実習の事前学習を兼ねて
　２ 実習の事前課題──演習課題①
　３ 実習の事後課題──演習課題②

第６章　専門職の機能と役割
　　　　──ソーシャルワークの実際を学ぶ
　１ 災害におけるソーシャルワーク
　２ ホームレスへの生活支援
　３ 建設現場の宿舎で生活する胃がん患者
　 　──入院と退院の支援
　４ ひきこもりへの支援
　５ 認知症の可能性のある人へのアウト
　 　リーチ
　６ 孤立化する人々
　 　──孤独死対策から考える
　７ 若者の孤立と自死
　８ 終末期医療・看取り

あとがき
索　引



学びが深まるソーシャルワーク演習 実践編

「学びが深まるソーシャルワーク演習」編集委員会 編
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新　刊

A5判美装/192頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09566-7　2023年4月刊行

地域アセスメントや評価等の仕組みを実践的に理解
するための演習や，実習を通じて体験した事例を活
用した事例研究を理解するための演習等を掲載。ジ
ェネリックな実践基盤の形成と個別特性の開発に役
立つ一冊。

◎ 学生が，自身の学びを個別化できるように配慮された
　 構成
◎ ソーシャルワーカーらしい思考を身に付けられる演習
　 を掲載
◎ 「です・ます」調にするとともに，極力平易な用語を使用

ここが

ポイント
!!

まえがき
本書の活用方法

　第Ⅰ部　地域を基盤としたソーシャルワーク
第１章　地域住民に対するニーズ把握
　　　　──被災した家族への支援から考える 
　１ 災害直後の医療機関──ＭＳＷの役割（演習 1）
　２ 避難所での困難と支援──インテーク面接（演習 2）
　３ 避難所での災害支援
　　 ──コンフリクトと支援会議の準備（演習 3）
　４ 支援会議の運営（演習 4）
　５ 支援計画の作成（演習 5）

第２章　個と地域の一体的支援
　１ 住民の生活問題の把握（演習 6）
　２ 地域アセスメント①──地域の状況を把握（演習 7）
　３ 地域アセスメント②
　　 ──社会踏査による生活課題の把握（演習 8）
　４ 地域アセスメント③
　　 ──住民座談会による生活課題の把握（演習 9）
　５ 地域福祉計画（演習10）

第３章　社会資源の開発
　１ 社会資源の開発①
　　 ──個別課題から地域課題を抽出（演習11）
　２ 社会資源の開発②──ファシリテーション（演習12）
　３ 社会資源の開発③──プログラムの立案（演習13）
　４ 社会資源の開発と調整──プレゼンテーションの準備
　　 （演習14）
　５ 社会資源の開発と調整──地域の組織化（演習15）

　第Ⅱ部　ソーシャルワークアプローチと事例検討
第４章　ソーシャルワークの価値と倫理を学ぶ
　１ 子どもの終末期に直面する両親の支援（演習16）
　２ ヤングケアラーと呼ばれる不登校児童の支援
　　 （演習17）
　３ ＬＧＢＴに起因する生きづらさを抱えるクライエントの
　　 支援（演習18）
　４ 知的障がい者の自立支援と意思決定支援（演習19）
　５ 知的障がい者の希望と施設コンフリクト（演習 20）

第５章　事例を活用したソーシャルワークアプローチの試行
　１ 危機介入アプローチを活用した支援関係の形成
　　 （演習 21）
　２ 心理社会的アプローチからクライエントの理解を深める
　　 （演習 22）
　３ 行動変容アプローチを活用した介入方法（演習 23）
　４ ナラティブアプローチの活用（演習 24）
　　 ──クライエントの語りに耳を傾ける 
　５ 事例を活用して支援過程のモニタリングを学ぶ
　　 （演習 25）

第６章　実習体験をもとにした演習
　１ 実習体験の振り返りと事例検討の活用
　　 ──第６章を学ぶにあたって
　２ 実習体験を整理して事例を作成する（演習 26）
　３ 実習体験の整理をふまえて自験事例を作成する
　　 （演習 27）
　４ 事例検討の方法を体験的に学ぶ（演習 28）
　５ 自分たちの事例を素材に事例検討を体験する
　　 （演習 29）
　６ 専門職としての実践基盤の構築（演習 30）
　　 ──ソーシャルワーク演習の振り返り 

索　　引
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A5判美装/224頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09120-1　2021年3月刊行

ソーシャルワーク実習のテキスト。実習の準備から
実習終了後の振り返りまでの一連の流れと，学生が
準備すべきこと・心構え・マナー，実習中の学びの
ポイント，実習後の留意点等を系統立てて理解でき
る一冊。

◎ 2021年度より実施のカリキュラムに対応
◎ 実習の一連の流れを摑みやすい構成
◎ 実習前の準備段階や実習後の留意点等を網羅

学びが深まるソーシャルワーク実習

「学びが深まるソーシャルワーク実習」編集委員会 編
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　ソーシャルワークとは
　１ ソーシャルワークを学び実践するために
　２ 基本となる利用者の理解と尊厳 

第２章　実習先を決めるまで──実習先を決めよう
　１ 実習希望先を選ぶ
　２ 実習施設・機関の特徴
　３ 社会福祉に関わる専門職資格 
　４ あなたの希望を明確にしよう

第３章　実習の前に考えること・学ぶこと 
　１ 何のために実習するのか
　　 ──日々の学生生活から「社会福祉」を考える
　２ 実習で求められる基本的態度
　３ 実習先について調べる 
　４ 実習に係る書類を学ぶ
　５ 事例にみる事前学習による学生の気づき

第４章　実習に向けて考えるべきこと・実習を
　　　　通して深めるべきこと 
　１ 事前学習と実習との「連続性」を意識化すること
　２ 実習体験を「次」に繫げるためにすべきこと
　　 ──実習中のエピソードをどう活かすか・
　　 　　そこから何を学ぶか
　３ 実習を終えて自分を振り返る

第５章　実習を終えて考えるべきこと・
　　　　今後の学びにつなげること
　１ 実習が終わったら
　２ 実習後の学び方
　３ 実習後の実習成果の報告と分かち合い
　　 ──仲間とともに

第６章　次のステップに向けて 
　１ 実習の学びを活かす
　２ 実習で職業人としての基礎的職業能力を培う

あとがき
巻末資料
索　引
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B5判美装/236頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09377-9 　2022年3月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「社会
福祉調査の基礎」のテキスト。カリキュラムを包含
した内容を，学びやすく編成した。標準的な方法で，
データの収集と解析ができるソーシャルワーカーの
養成をめざす。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカリ
　 キュラムに準拠（30時間・共通科目）
◎ 実践現場で，社会調査の標準的な方法に基づくデー
 　タの収集と解析が行えるソーシャルワーカーの養成
　 をめざす

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 7　　　　

社会福祉調査の基礎
潮谷有二／杉澤秀博／武田 丈 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　社会福祉調査の意義と目的
　１ 社会福祉における社会福祉調査の意義
　２ 社会福祉士・精神保健福祉士と社会福祉調査
　３ 社会福祉調査における科学的認識と実践
　４ 社会福祉調査における倫理と個人情報保護
　５ 統計法の概要

第１章　社会福祉調査のデザイン
　１ 問いの設定と調査の流れ
　２ 調査における考え方・論理
　３ 調査の種類
　４ 社会調査のプロセス

第２章　調査対象者の選定
　１ 調査目的にふさわしい分析単位の選択
　２ 量的調査における標本抽出の考え方
　３ 量的調査における標本抽出の種類と方法
　４ 質的調査における標本抽出の方法

第３章　測定
　１ 基本的な考え方
　２ 尺度として備えておくべき条件：妥当性と信頼性
　３ 質問紙の作成方法と留意点

第４章　データ収集の方法
　１ データ収集の方法
　２ 質問紙法
　３ 質問紙調査の実施
　４ 質的調査法で使用するデータ収集の方法
　５ 調査の倫理

第５章　量的データの整理と分析
　１ データ分析のための基礎的作業

　２ 調査データの特徴を知る
　３ 集計・分析の方向性
　４ 度数分布表
　５ 基本統計量
　６ ２変数間の関連
　７ ３つ以上の変数間の関連：多変量解析
　８ データから推測する

第６章　質的データの整理と分析
　１ 質的調査の特徴
　２ 質的調査方法論の主なアプローチ
　３ 質的データの整理
　４ データ分析法

第７章　ニーズ調査
　１ ニーズ調査の必要性
　２ ニーズ調査の主体と対象
　３ 質的調査によるニーズ把握
　４ 量的調査によるニーズ把握

第８章　プログラム評価
　１ プログラム評価の必要性
　２ プログラム評価の種類
　３ 質的手法によるプログラム評価
　４ 量的手法によるプログラム評価

第９章　実践評価
　１ 実践評価の必要性
　２ 質的方法による実践評価
　３ シングル・システム・デザインに基づく評価

終　章　社会福祉調査の展望
　１ ソーシャルワークの分野における新しい調査手法
　２ ソーシャルワークの現場で調査を普及させるために

さくいん
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A5判美装/232頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09160-7　2021年5月刊行

社会福祉分野の専門職には，複雑多岐にわたるニー
ズに立ち向かうため，調査の視点と力量をもつこと
が求められている。調査の意義を理解し，活用でき
るようになるための一冊。社会福祉士・精神保健福
祉士養成の「社会福祉調査の基礎」に対応。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全　 
　 23巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応し　 
　 た，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ データ集計と分析の練習問題を豊富に掲載。一つずつ取　 
　 り組むことで確かな力をつけられる

杉本敏夫 監修
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社会福祉調査の基礎
橋本有理子 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　社会福祉調査とは
第１章　社会福祉調査の意義と目的
　１ 社会福祉調査とは何か
　２ 社会福祉調査の意義
　３ 社会福祉調査の目的
　コラム　統計資料の読み方
　　　　　――あなたは，資料提供者の
　　　　　　　思惑どおりになっていないか

第２章　社会福祉調査の変遷
　１ 近代以前
　２ 近代以降

第３章　統計法
　１ 統計法改正までの経緯と改正の
　　 ポイント
　２ 基幹統計と一般統計

第４章　社会福祉調査における倫理と
　　　　個人情報保護
　１ 社会福祉調査と倫理との関係性
　２ 社会福祉調査における倫理的配慮
　３ 社会福祉調査における個人情報保護

第５章　社会福祉調査の流れ
　１ 社会福祉調査を実施する前に
　２ 社会福祉調査の展開
　３ 社会福祉調査の実際
　コラム　帰納法は必要か？

　第Ⅱ部　量的調査とは
第６章　量的調査の意義と目的
　１ 量的調査とは
　２ 量的調査の目的と留意点
　コラム　調査の意図が伝わる項目作成を
　　　　　目指して

第７章　量的調査の種類と方法
　１ 調査の方法
　２ 調査の対象

第８章　質問紙の作成方法と留意点
　１ 質問紙の作成方法
　２ 測定と尺度
　３ 尺度の信頼性と妥当性
　コラム　クロンバックのα係数

第９章　質問紙の配布と回収
　１ 配布・回収方法の種類
　２ 回収後の作業
　コラム　欠損値の扱い

第10章　量的調査の集計と分析
　１ データ分析までの流れ
　２ データの集計――単純集計
　３ データの集計――記述統計
　４ データの視覚化
　コラム　なぜ，散布度を導入するのか？
　５ 統計的検定
　６ 基本的な検定手法
　コラム　第１種の過誤と第２種の過誤
　練習問題の解答・解答例

　第Ⅲ部　質的調査とは
第11章　質的調査の意義と目的
　１ 質的調査とは何か
　２ 質的調査の意義と目的
　コラム　インタビューガイドを作成して
　　　　　みよう

第12章　観察法と面接法
　１ 観察法
　２ 面接法

第13章　質的調査のデータ整理と分析
　１ 質的調査のデータ整理と分析
　２ 記録

　コラム　ブレーンストーミングを用いた
　　　　　ゲームをやってみよう

　第Ⅳ部　ソーシャルワークにおける評価
第14章　評価の意義と対象
　１ ソーシャルワーク実践における評価
　　 の意義
　２ ソーシャルワーク実践に必要な評価
　　 の対象
　３ ソーシャルワーク実践に必要な評価
　　 の枠組み
　コラム　SDGs（持続可能な開発目標）に
　　　　　注目してみよう

第15章　評価の方法
　１ 実験計画法
　２ シングル・システム・デザイン
　３ 質的研究の評価
　コラム　スケーリングクエスチョンを
　　　　　使った支援の方法の見直し

　第Ⅴ部　社会福祉調査の実践
第16章　放課後等デイサービスにおける
　　　　発達障害児支援に関する実践例
　１ 放課後等デイサービスにおける
　　 取り組みと調査
　２ 実践例
　コラム　ひきこもりだった若者の声から
　　　　　生まれた新たなサービス

第17章　地域福祉計画の「住民参加の
　　　　方法」に関する実践例
　１ 地域福祉計画とは
　２ 地域福祉計画策定における住民参加
　　 の方法
　３ 実践例

巻末資料
おわりに
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A5判美装/232頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09299-4　2022年5月刊行

社会福祉士養成の新カリキュラムに対応したテキス
ト。福祉分野における経営や人材育成などのマネジ
メントに関する内容をわかりやすく解説する。キー
ワード一覧や一問一答など，国家試験の勉強をサポ
ートする工夫も満載。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
 　23巻予定）。社会福祉士の新カリキュラムに対応した，わ
 　かりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 学生が難しいと感じがちな科目内容を，短く要点をまとめ
 　ながら，図表を多く用いて解説
◎ 各章でキーワード一覧，一問一答を掲載し，国家試験に向
 　けてのポイントをまとめた。学習した内容を定着させるた
 　めの工夫が満載

杉本敏夫 監修
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福祉サービスの組織と経営
小口将典 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　福祉サービスの仕組み
第１章　福祉サービスの制度改革と経営
　１ 社会福祉サービスの歴史
　２ 社会福祉基礎構造改革
　３ 社会福祉事業の「運営」から「経営」への転換

第２章　法人の基本形態と社会福祉
　１ 法人とは
　２ 法人の基本形態
　３ さまざまな法人設立の方式
　４ 社会福祉事業の概要

第３章　福祉サービスを提供する組織や団体
　１ 社会福祉法人
　２ 特定非営利活動法人
　３ 医療法人

第４章　福祉サービスを提供する組織の設置基準
　１ 社会福祉施設（福祉サービス事業所）を開設するということ
　２ 社会福祉施設設置基準
　３ 社会福祉施設の運営費用の内訳と負担割合
　４ 社会福祉施設における監査
　５ 持続可能な社会福祉施設の運営

　第Ⅱ部　福祉サービスに関する基礎理論
第５章　福祉サービスの運営と経営に関する基礎理論
　１ 福祉サービスの経営と組織とは
　２ 社会福祉法人の経営体制の見直しと強化
　３ 組織が機能していくための構造

第６章　福祉サービスの組織に関する基礎理論
　１ 組織に関する基礎理論
　２ 集団力学に関する基礎理論
　３ リーダーシップに関する基礎理論

　第Ⅲ部　福祉サービスの管理に関する基礎理論
第７章　福祉サービスの運営と経営管理に関する基礎理論
　１ サービスマネジメントの考え方
　２ 福祉サービスの質を支える評価と情報公開
　３ 中長期計画の策定

第８章　福祉サービスの危機管理に関する基礎理論
　１ 福祉サービスにおける危機管理（リスクマネジメント）
　２ 苦情解決と情報管理
　３ 危機管理としての業務継続計画（ＢＣＰ）

第９章　福祉サービスの人事管理に関する基礎理論
　１ 福祉サービスにおける人事管理とは
　２ 福祉人材の確保
　３ 福祉人材の評価
　４ 福祉人材の育成
　５ 福祉人材の育成とキャリアパス

第10章　福祉サービスの労務管理に関する基礎理論
　１ 労務管理の概要
　２ 労働法と労務管理
　３ 子育て・介護と労務管理
　４ メンタルヘルスおよびハラスメント対策と労務管理

第11章　福祉サービスの会計・財務管理に関する基礎理論
　１ 福祉サービスの会計の基本
　２ 社会福祉事業における資金の確保
　３ 社会福祉法人における会計基準
　４ 福祉サービスにおける財務管理

　第Ⅳ部　福祉サービスの実際と課題
第12章　福祉サービスにおける人材育成の実際
　１ キャリアを重ねる
　２ 福祉現場で活用されている多様な人材育成の方法
　３ ＰＤＣＡを活用した人材育成
　４ スーパービジョンを用いた人材育成の実際

第13章　福祉サービスの現状と課題
　１ 社会福祉関連分野の法人数の推移
　２ 労働課題に関する状況
　３ 虐待関係の状況と対策
　４ 福祉サービスのマンパワーに関する課題

一問一答　解答と解説
おわりに
さくいん



地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制

A5判美装/244頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09298-7　2022年2月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成のカリキュラム「地
域福祉と包括的支援体制」のテキスト。地域福祉の
概要を成立の背景とともに解説し，事例をまじえ
て実践での具体的なポイントとイメージも示しなが
ら，今後のあり方を考える。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全　 
　 23巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応し
　 た，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 事例をまじえ，実践でのポイントも提示
◎ 学びをより深める学習課題，福祉の取り組みや実際がイ
　 メージできるコラムも掲載

杉本敏夫 監修
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地域福祉と包括的支援体制
橋本有理子／家髙将明／種村理太郎 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに
　第Ⅰ部　地域福祉とは
第１章　地域社会の変化
　１ 地域社会の概念
　２ 地域社会の理論
　３ 地域社会における人々の生活の変化
第２章　地域生活課題の現状
　１ 地域生活で直面する障壁
　２ 多様化・複雑化した地域生活課題の現状
　３ 地域生活課題に関連する支援上の課題
第３章　地域福祉の歴史と概念の変化
　１ 欧米と日本の地域福祉の源流
　２ 地域福祉の概念化・理論化の系譜
　３ 地域福祉の視点の変化
　４ 新たな地域福祉の動向
第４章　地域福祉を取り巻く人々や組織
　１ 地域福祉における主体
　２ 地域福祉の推進主体
　３ 地域福祉の主体形成
第５章　地域福祉実践の方法
　１ 地域福祉実践の形態
　２ 地域福祉実践の支援方法
　３ 地域福祉実践の姿勢
　４ 地域福祉実践の実際
　第Ⅱ部　地域共生社会の実現に向けた取り組み
第６章　地域共生に向けた包括的支援体制
　１ 地域包括ケアシステムとは何か
　２ 地域共生社会の実現に向けて
　３ 包括的な支援体制とは何か
　４ 地域における重層的な支援体制の構築を目指して
　コラム　なんかおかしいかな，の次に……　
第７章　地域共生に向けた低所得者支援
　１ 地域生活と生活困窮者問題
　２ 低所得者支援の体系
　３ 生活困窮者自立支援制度
　４ これからの低所得者支援に求められること
　コラム　本人に寄り添い続けることの重要性　

第８章　地域共生に向けた多職種連携
　１ 多職種連携と個人情報保護
　２ 組織的な地域福祉実践の仕組み
　３ 地域福祉実践の取り組み
　コラム　多職種連携で求められる能力
　　　　　（多職種連携コンピテンシー）とは　
第９章　多様な機関協働の実際
　１ 地域の社会課題
　２ 社会的企業
　３ ＮＰＯ法人
　４ 農福連携
　コラム　ＮＰＯなどでボランティアをするには　
第10章　災害時における包括的支援体制
　１ 災害対策と福祉の接点
　２ 災害対策に関わる法制度
　３ 被災者の避難生活と被災者支援
　４ 災害時に備えた平常時の取り組み
　コラム　福祉施設を襲う自然災害について考える　
　第Ⅲ部　地域福祉に関する政策と今後の展望
第11章　福祉行財政システムと地域福祉
　１ 国と地方の関係
　２ 行政事務における重要な概念
　３ 福祉行政の組織及び専門職の役割
　４ 福祉における財源
第12章　福祉計画策定の意義・目的と種類
　１ 福祉計画の意義とその変遷
　２ 福祉分野に関連する行政計画
　３ 地域福祉計画とは
　コラム　大阪市港区における小地域福祉活動計画の実際　
第13章　福祉計画の策定と運用
　１ 福祉計画の策定・運用過程と留意点
　２ 福祉計画における課題把握・分析
　３ 福祉計画の推進と評価
第14章　地域福祉ガバナンスとは
　１ 地域福祉推進の中で求められるガバナンス
　２ 地域福祉ガバナンスの基軸
　３ 地域福祉ガバナンスの展開
　４ これからの地域福祉ガバナンス
　コラム　地域における子どもの居場所を通じた連携支援体制の構築
おわりに
さくいん
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A5判美装/274頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09124-9　2021年5月刊行

社会福祉士養成課程の「地域福祉と包括的支援体制」
の教科書。地域福祉の持続可能性を高めるための手
法と社会構造を掴むために求められる視点をわかり
やすく解説した一冊。

◎ 2021年度から実施の新しい社会福祉士養成課程に 
 　対応
◎ 日本の政治・経済・社会および福祉先進国である 　 
　 北欧などの動向も見据えた内容
◎ 地域福祉の持続可能性を高めるための視座を提示

入門 地域福祉と包括的支援体制

川村匡由 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　地域福祉の基本的な考え方
　１ 地域福祉の概念と理論
　２ 地域福祉の歴史
　３ 地域福祉の動向
　４ 地域福祉の推進主体
　５ 地域福祉の主体と形成

第２章　福祉行財政のシステム
　１ 国の役割
　２ 都道府県の役割
　３ 市町村の役割
　４ 国と地方の関係
　５ 福祉行政組織・専門職の役割
　６ 福祉における財源

第３章　地域福祉計画の意義と種類，策定と運用
　１ 福祉計画の意義，目的と展開
　２ 市町村地域福祉計画・都道府県地域福祉支援計画
　　 の内容
　３ 福祉計画の策定過程と方法
　４ 福祉計画の実施と評価

第４章　地域社会の変化と多様化・複雑化した
　　　　地域生活課題
　１ 地域社会の概念と理論
　２ 地域社会の変化
　３ 多様化・複雑化した地域生活課題の現状とニーズ
　４ 地域福祉と社会的孤立

第５章　地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制
　１ 包括的支援体制
　２ 地域包括ケアシステム
　３ 生活困窮者自立支援の考え方
　４ 地域共生社会の実現に向けた施策
　５ 包括的支援体制の展開と地域福祉の推進

第６章　地域共生社会の実現に向けた多機関協働
　１ 多機関協働を促進する仕組み
　２ 住民の身近な圏域における諸団体・機関との協働
　３ 市町村の圏域における多機関との協働
　４ 多職種協働
　５ 福祉以外の分野との機関協働

第７章　災害時における総合的かつ包括的な支援体制
　１ 災害時における法制度
　２ 災害時における総合的かつ包括的な支援

第８章　地域福祉と包括的支援体制の課題と展望
　１ 地域福祉ガバナンス
　２ 地域共生社会の構築
　３ 住宅および住環境対策の強化
　４ 利用者の権利擁護と従事者の待遇改善
　５ 分権国家と国際地域福祉への地平

あとがき
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B5判美装/180頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
ISBN 978-4-623-08592-7　2019年4月刊行

初学者向けのテキストとして好評を博してきた既刊
の『よくわかる地域福祉』（初版2004年）を，変化
が激しい地域福祉の分野にあわせ，項目，内容とも
に全面的に改変。地域福祉とは何か，から展望まで
わかりやすく解説。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページで説明
◎ 興味のあるページから読める
◎ 地域福祉に関する基本的な知識から，最新の情報まで
　 をわかりやすく説明
◎ 好評であった前著の全面改訂版

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

新版 よくわかる地域福祉
上野谷加代子／松端克文／永田 祐 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　地域福祉とは
　１ 地域福祉という考え方
　２ 地域福祉推進における２つの機能と
　　 専門性
　３ 地域福祉の改革
　４ 松江市（地域組織化の事例）
　５ 西宮市社協「青葉園」
　　 （福祉組織化の事例）
　６ 宝塚市社協「ふれあい鹿塩の家」
　　 （コミュニティケアの事例）
　７ 名張市「まちの保健室」
　　 （予防的福祉の事例）

Ⅱ　地域福祉の理念と概念
　１ 地域福祉の理念
　２ 地域福祉の理論
　３ 地域福祉の構成要素
　４ 社会的包摂
　５ ボランタリズム
　６ 協働・パートナーシップ
　７ エンパワメント
　８ アドボカシー
　９ 地域自立生活支援

Ⅲ　地域福祉の発展
　１ イギリスにおける地域福祉の発展
　２ アメリカにおける地域福祉の発展
　３ 北欧における地域福祉の発展
　４ 戦前の日本の地域福祉の展開
　５ 戦後の日本の地域福祉の展開
　６ 90年代以降の日本の地域福祉の展開

Ⅳ　地域福祉の政策展開
　１ 地域福祉の政策展開・
　　 地域共生社会づくり
　２ 地域福祉と包括的な支援体制

　３ 地域特性に応じた地域福祉の展開
　４ 地域福祉と生活困窮者自立支援
　５ 地域福祉と地域生活移行
　６ 地域福祉と共生型サービス
　７ 地域福祉と居住支援
　８ 地域福祉と権利擁護

Ⅴ　地域福祉の推進方法
　１ 地域福祉の方法
　２ ニーズキャッチ
　３ アセスメント・プランニング
　４ ソーシャルサポートネットワーク
　５ 組織化
　６ 組織間連携と協働
　７ 多職種連携とネットワーキング
　８ ソーシャルアクション
　９ 方法としての福祉教育

Ⅵ　地域福祉の推進主体①
　　地域福祉を推進する人々
　１ 地域福祉の主体・担い手
　２ 専門職と地域福祉
　３ コミュニティワーカー
　４ コミュニティソーシャルワーカー
　　 （ＣＳＷ）
　５ ボランティアコーディネーター
　６ 地域住民とボランティア
　７ 民生委員・児童委員

Ⅶ　地域福祉の推進主体②
　　地域福祉を推進する団体／組織
　１ 社会福祉協議会
　２ 地域福祉推進基礎組織
　　 （自治会・町内会）
　３ 社会福祉施設
　４ ボランティア・ＮＰＯ
　５ 当事者組織・セルフヘルプグループ
　６ 社会的企業

　７ 共同募金会
　８ 生活協同組合・農業協同組合

Ⅷ　子どもと地域福祉
　１ 子育て支援と地域福祉
　２ 社会的養護と子どもたち
　３ 子どもの居場所
　４ 貧困と子ども
　５ スクールソーシャルワーカーと子ども

Ⅸ　災害と地域福祉
　１ 災害ソーシャルワークとは
　２ 災害支援のプロセスと支援方法
　３ ボランティアの参加と災害支援
　４ 災害時における医療ソーシャルワーク

Ⅹ　地域福祉計画とその実際
　１ 地域福祉計画とは
　２ 地域福祉計画の策定手法と
　　 そのプロセス
　３ 地域福祉計画の策定主体と役割
　４ 地域福祉計画の内容
　５ 地域福祉計画の実際①　都道府県
　６ 地域福祉計画の実際②
　　 政令指定都市
　７ 地域福祉計画の実際③　市町村

Ⅺ　地域福祉と評価手法
　１ 地域福祉と評価
　２ 活動（プログラム）評価
　３ 地域福祉計画の評価
　４ 地域福祉の評価手法

さくいん
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B5判美装/216頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
ISBN 978-4-623-08293-3　2018年4月刊行

多様な対象や職種，また様々な施策が複雑に関係し
て，理解しにくい地域包括ケアの，最低限共通して
理解しておきたい知識を厳選。100前後のトピック
にわけて，多角的に解説していく。

◎ それぞれの職種からの視点だけでなく，俯瞰して
　 地域包括ケアがわかる
◎ 各職種の共通理解となる知識をわかりやすく解説

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ　　

よくわかる地域包括ケア
隅田好美／藤井博志／黒田研二 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　地域包括ケアとは何か
　１ 地域包括ケアについて
　２ 地域包括ケアが必要となる背景
　３ 地域包括ケアの政策の変遷
　４ 医療政策の変遷と課題
　５ 介護政策の変遷と課題
　６ 医療と介護の一体化
　７ 地域医療体制の構築と地域包括ケア
　８ 保健・医療・福祉が追求する価値
　９ 地域包括ケアの概念の広がり

Ⅱ　地域包括ケアと地域福祉
　１ 地域福祉の考え方と地域包括ケア
　２ 地域包括ケアにおける地域づくりと地域福祉
　３ 社会福祉協議会と地域包括支援センター
　　 の連携
　４ 住民主体の小地域福祉活動の展開
　５ ネットワーキングと社会資源開発
　６ 地域包括ケアシステムと
　　 地域包括支援体制づくり
　７ 当事者組織活動と居場所づくり
　８ 地域密着型サービス・地域共生ケアと
　　 地域福祉
　９ 災害時における地域包括ケア体制

Ⅲ　地域包括ケアを支える制度
　１ 地域支援事業
　２ 介護予防・日常生活支援総合事業
　３ 包括的支援事業
　４ 任意事業
　５ 地域包括支援センター
　６ 介護保険と地域包括ケア
　７ 福祉用具・住宅改修支援事業
　８ 高齢者の住まいの現状と政策
　９ 特定施設入居者生活介護
　10 成年後見制度と日常生活自立支援事業
　11 高齢者虐待と高齢者虐待防止法

Ⅳ　社会福祉の基本理念と生活支援
　１ 福祉の基本理念
　　 ――ノーマライゼーション・インテグレーション
　２ 福祉の基本理念
　　 ――エンパワメント・ストレングス

　３ 福祉の基本理念――自立支援
　４ ソーシャルワークの援助過程と生活支援
　５ 利用者本位の支援

Ⅴ　地域包括ケアを支える専門職
　１ 保健・医療・福祉の各専門職の連携
　２ 医師・看護師・保健師の役割
　３ 歯科医師・歯科衛生士の役割
　４ 理学療法士・作業療法士・言語聴覚士の役割
　５ 社会福祉士・精神保健福祉士の役割
　６ 介護福祉士・その他の介護職
　７ 介護支援専門員（ケアマネジャー）
　８ 管理栄養士・薬剤師

Ⅵ　在宅療養生活と医療・介護
　１ 地域包括ケアにおける医療の役割
　２ 在宅生活を支える医療サービス
　３ 在宅生活を支える介護サービス
　４ 病院と地域の連携における地域連携室の役割
　５ 在宅療養者の緊急時の対応
　６ 食べることを支える多職種連携（NST）
　７ エンドオブライフ・ケア
　８ 情報の共有と仕組み
　９ 個人情報の保護

Ⅶ　保健予防と介護予防
　１ 介護予防の概念
　２ 介護予防の医学的知識とケアの視点
　３ フレイル・ロコモ・サルコペニアと介護予防
　４ 介護予防と歯科保健
　５ 介護予防と地域保健活動

Ⅷ　認知症の人を支える地域包括ケア
　１ 地域包括ケアの実践
　　 （多角的視点からの課題抽出と支援）
　２ 認知症の人が主体的に生きるための支援
　３ 認知症の人を支えるための政策
　４ 認知症の医学的知識の概要
　５ 認知症の人へのケア
　６ 認知症初期支援と重度化の予防
　７ 認知症の人の生活支援
　８ 認知症の人を支えるための地域づくり
　９ 認知症予防のための地域づくり
　　 （専門職と行政の連携）
　10 認知症予防のための地域づくり
　　 （住民への啓発）

　11 認知症の人への支援事例

Ⅸ　脳卒中の人を支える地域包括ケア
　１ 急性期から慢性期へ，病院から在宅への支援
　２ 脳卒中の医学的知識の概要
　３ 脳卒中の人へのケア
　４ 摂食嚥下の医学的知識の概要
　５ 摂食嚥下の機能が低下した人へのケア
　６ 継続的なリハビリテーション
　７ 脳卒中の人への退院支援と多職種連携
　８ 脳卒中による片麻痺の人への支援事例

Ⅹ　難病の人を支える地域包括ケア
　１ 医療処置が必要な人への支援
　２ 難病の人を支えるための政策
　３ 難病の医療的知識の概要
　４ 医療処置が必要な人のケア
　５ リハビリテーションとコミュニケーション支援
　６ 誤嚥性肺炎の予防と口腔ケア
　７ 地域における難病のための相談窓口
　８ 医療処置が必要な人の退院支援
　　 （在宅生活の構築と連携）
　９ 難病支援の地域包括ケア体制の構築と
　　 緊急時の支援体制
　10 医療処置が必要な人を支える多職種連携と
　　 地域づくり
　11 難病の人のための就労支援（行政との連携）
　12 ALS（人工呼吸器装着者）への支援事例

Ⅺ　がんの人を支える地域包括ケア
　１ がんとともに生きるための支援
　２ がんの人を支えるための政策
　３ がんの医学的知識の概要
　４ がんの人へのケア
　５ がんの人へのリハビリテーション
　６ がん治療と生活支援
　７ 在宅エンドオブライフ・ケアを支える
　　 地域連携体制の構築
　８ がん終末期の支援事例

さくいん
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B5判美装/248頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09050-1　2020年12月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「高齢
者福祉」のテキスト。該当カリキュラムを包含した
内容を，学びやすく編成した。高齢者とは誰か，か
ら丁寧に説明し，高齢者を取り巻く状況と法制度を
最新情報で解説。

◎ 社会福祉士の 2021年春からのカリキュラムに準拠
　 （30時間）
◎ 高齢者を取巻く状況と制度を最新情報で解説
◎ 対象者の知識や法制度を実際の現場でどう生かす
　 かを学ぶため，実際の現場での支援を，事例を題材　 
　 にくわしく紹介

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 10　　

高齢者福祉
大和三重／岡田進一／斉藤雅茂 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　社会福祉士と高齢者福祉
　１ 高齢者福祉での学び
　２ 高齢者支援における基本的な考え方
　３ 高齢者支援のあり方

第１章　高齢者の特徴とその理解
　１ 高齢者の定義
　２ 高齢期の特徴

第２章　高齢者の生活実態と社会環境
　１ 日本における高齢化の特徴と今後
　２ 高齢者の生活実態
　３ 高齢者を取り巻く社会環境

第３章　高齢者福祉とその歴史的変遷
　１ 高齢者福祉の考え方（高齢者福祉の理念）
　２ 高齢者観とその考え方
　３ 高齢者福祉制度の発展過程

第４章　高齢者の生活を支える制度と施策
　１ 介護保険制度
　２ 老人福祉制度
　３ 高齢者の医療の確保に関する法律
　４ 新オレンジプランと認知症施策推進大綱

第５章　高齢者の生活環境を整える制度と施策
　１ 年金制度
　２ 高齢者虐待防止法
　３ 成年後見制度と日常生活自立支援事業
　４ バリアフリー新法
　５ 高齢者住まい法

第６章　高齢者と家族の雇用を安定させる制度と
　　　　施策
　１ 高年齢者雇用安定法
　２ 育児・介護休業法

第７章　高齢者の支援機関と支援を行う人たち
　１ 支援機関とその役割
　２ 支援を行う専門職とその役割
　３ 支援を行う専門職以外の人々とその役割

第８章　高齢者と家族等に対する支援の実際
　１ 高齢者領域における社会福祉士の役割
　２ 支援の実際①地域包括ケアシステム
　３ 支援の実際②ケアマネジメント（退院事例）
　４ 支援の実際③就労支援
　５ 支援の実際④低所得高齢者支援
　６ 支援の実際⑤認知症ケア
　　 （在宅ケアにおける権利擁護）
　７ 支援の実際⑥終末期ケア

終　章　高齢者福祉の課題
　１ 主な分野別将来予測からみた高齢者福祉の課題
　２ 今後の取り組みへの提言

さくいん



高
齢
者
福
祉

A5判美装/218頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09458-5　2022年9月刊行

社会福祉士養成カリキュラム「高齢者福祉」のテキ
スト。高齢者の福祉にかかわる主要な法律の概要と
その変遷，介護保険制度や要介護認定，介護報酬な
ど，複雑な内容を初学者向けにわかりやすく解説す
る。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
　 23巻予定）。社会福祉養成の新カリキュラムに対応した，
　 わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 社会福祉士養成カリキュラム「高齢者福祉」の科目内容に
　 対応したテキスト
◎ 高齢者の福祉にかかわる法律や制度などの複雑な内容を初
　 学者向けにわかりやすく解説

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 14　

高齢者福祉
家髙将明／秦 康宏／杉本敏夫 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　高齢者福祉を学ぶにあたって

　第Ⅰ部　高齢者を取り巻く社会環境と高齢者の生活についての理解
第１章　高齢者を取り巻く社会環境
　１ 高齢者の定義
　２ 超高齢社会の到来と将来
　３ 近年注目される社会的課題
　コラム 現代の高齢者福祉の理念　
第２章　高齢者の特性と生活ニーズ
　１ 高齢者の身体的特性と変化
　２ 高齢者の心理・精神的特性と変化
　３ 高齢者の社会生活の状況
第３章　高齢者福祉の歴史
　１ 第二次世界大戦前の高齢者福祉
　２ 第二次世界大戦後の高齢者福祉
　３ 平成以降の高齢者福祉
　第Ⅱ部　高齢者の生活にかかわる法制度の仕組み
第４章　介護保険法
　１ 介護保険制度の目的と基本理念
　２ 介護保険制度の具体的内容
　３ 保険給付と介護保険事業計画
　コラム 介護保険施行20年からケアマネジメントを考える　
第５章　介護保険法における地域支援事業
　１ 地域支援事業の概要
　２ 包括的支援事業について
　３ 包括的支援事業の方向性
　コラム これまでとこれからの地域包括支援センター　
第６章　老人福祉法
　１ 老人福祉法の目的と基本理念
　２ 老人福祉法の実施体制
　３ 老人福祉法に基づく措置
第７章　高齢者に関する医療保障制度
　１ 高齢者に対する医療を取り巻く環境
　２ 高齢者医療確保法の概要
　３ 高齢者に対する医療保障制度の課題
　コラム 高齢者の医療費はどれくらいかかるの？　
第８章　高齢者虐待を防止するための法制度と取り組み
　１ 高齢者虐待の現状

　２ 高齢者虐待防止法の概要
　３ 高齢者虐待の予防・防止に向けた取り組み
　コラム 養護者の想いにどれだけ寄り添えるか　
第９章　高齢者の社会参加を促進するための法制度
　１ 高齢者の社会参加の現状
　２ バリアフリー法の概要
　３ 高齢者の社会参加を促進するための諸施策における課題
　コラム 誰もが暮らしやすいまちづくりを目指して　
第10章　高齢者の住まいを保障するための法制度
　１ 高齢者の生活と住まい
　２ 高齢者の住まいを取り巻く動向
　３ 高齢者の住まいに関する法制度の概要
　４ 高齢者のための居住支援における課題
　コラム 高齢者にとって安心な住まいの確保と生活支援　
第11章　高齢者と家族の雇用を支えるための法制度
　１ 高齢者と家族の雇用環境を取り巻く現状
　２ 高齢者と家族の雇用にかかわる法制度
　３ 高齢者と家族における雇用対策の課題
　コラム 介護離職によって生じる生活上の課題　
　第Ⅲ部　高齢者と家族を支える支援体制の実際
第12章　高齢者と家族を支える関係機関
　１ 介護保険法の関係機関
　２ 老人福祉法の関係機関
　３ その他の関係機関
第13章　高齢者と家族を支える専門職
　１ 福祉分野の専門職の役割
　２ 保健・医療分野の専門職の役割
　３ その他の活動者
　４ チームケア
第14章　高齢者と家族を支援するためのソーシャルワーク
　１ 高齢者領域におけるソーシャルワーカー（社会福祉士）の役割
　２ 認知症高齢者を支えるソーシャルワークの実際
　３ 家族を支えるソーシャルワークの実際
エピローグ　これからの高齢者福祉
　１ 高齢者福祉施策の今後の動向
　２ 地域包括ケアシステムから地域共生社会へ
　３ これからの高齢者福祉の課題と展望
あとがき
さくいん
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日本の政治・経済・社会および福祉先進国である北
欧などの動向も見据えた上で，高齢者のための福祉
サービス制度の持続可能性を高めるための手法と社
会構造を掴むために求められる視点を解説。章末に
は福祉現場の実態が掴める事例等を掲載した。

◎ 日本の政治・経済・社会および福祉先進国である北欧
　 などの動向も見据えた内容
◎ 高齢者のための福祉サービス制度の持続可能性を高め
　 るための視座を提示

ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　高齢者の定義と特性
　１ 高齢者の定義と高齢期の特性
　２ 身体的側面からみた高齢者の特性
　３ 心理・精神的側面からみた高齢者の特性

第２章　高齢者の生活実態と社会環境
　１ 人口・生活
　　 ──各種統計にみる高齢者の生活実態と動向①
　２ 健康・疾病・自殺
　　 ──各種統計にみる高齢者の生活実態と動向②
　３ 介護
　　 ──各種統計にみる高齢者の生活実態と動向③
　４ 交通・犯罪
　　 ──各種統計にみる高齢者の生活実態と動向④
　５ 介護をめぐる社会・環境的課題
　６ 高齢者の社会環境からみた生活課題と支援者の
　　 留意点

第３章　高齢者福祉の歴史
　１ 高齢者福祉の理念
　２ 高齢者福祉制度の発展過程

第 4 章　高齢者に対する法制度
　１ 介護保険法
　２ 老人福祉法
　３ 高齢者の医療の確保に関する法律
　　 （高齢者医療確保法）
　４ 高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する
　　 支援等に関する法律

　５ 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に
　　 関する法律（バリアフリー新法）
　６ 高齢者の居住の安定確保に関する法律
　　 （高齢者住まい法）
　７ 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律
　　 （高年齢者雇用安定法）
　８ 育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う
　　 労働者の福祉に関する法律（育児・介護休業法）

第５章　高齢者と家族等の支援における関係機関と  
　　　　専門職の役割
　１ 高齢者と家族等の支援における関係機関の役割
　２ 関連する専門職などの役割
　３ 家族・住民・ボランティア

第６章　高齢者と家族等に対する支援の実際
　１ 高齢者支援における社会福祉士の役割
　２ 支援の実際──多職種連携

第７章　高齢者福祉の課題と展望
　１ 高齢者の概念・定義の整理
　２ 「高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴールド
　　 プラン）」の検証
　３ 第２号被保険者への対応の見直し
　４ 介護保険上の家族給付金是非の論議
　５ ケアマネジメントの公平中立化

あとがき
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A5判美装/予248頁　予価：2,860円（本体予価2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09648-0　2024年3月刊行予定

社会福祉士養成カリキュラム「高齢者福祉」のテキ
スト。高齢者福祉政策の変遷や介護保険制度を正し
く理解できるよう社会的背景や社会情勢をくわしく
説明する。政策が変遷する過程で議論された考え方
や思想なども紹介。

◎ 社会福祉士養成のカリキュラムに対応
◎ 高齢者福祉政策の全体像をつかめる
◎ 高齢者福祉を学ぶにあたって大切な視点や考え方を伝
　 える

高齢者福祉政策論

坂本 勉 著
ここが

ポイント
!!

NOW
PRINTING

はじめに

第１章　日本の老人福祉の歴史
　１ 前近代の高齢者
　２ 恤救規則と養老法案
　３ 大正期の救済事業と養老事業
　４ 昭和初期における政策

第２章　戦後日本における高齢者福祉政策
　１ 第二次世界大戦終結と社会福祉定礎期
　２ 老人福祉法の制定と基盤整備――1960年代における政策変遷
　３ 福祉見直しと老人福祉政策――1970年代における政策変遷

第３章　福祉政策の転換と福祉社会
　１ 高齢化社会問題と日本型福祉社会論
　　 ――1980年代における政策変遷
　２ 第二次臨時行政調査会と民間活力導入
　３ 福祉社会論への世界的動向
　４ 福祉国家の危機と高齢者福祉

第４章　高齢者福祉政策の発展
　１ 高齢社会と高齢者保健福祉推進十カ年戦略
　　 ――1990年代前半の政策変遷
　２ 新たな高齢者介護システムと介護保険制度の創設
　　 ――1990年代後半の政策変遷
　３ 介護保険制度の導入と社会福祉基礎構造改革
　　 ――2000年代における政策

第５章　介護保険の法制度
　１ 介護保険法の成立
　２ 理念と目的
　３ 介護保険制度の概要
　４ 費用負担内容と財源構成
　５ 介護保険制度の施行状況

第６章　介護保険制度におけるサービス
　１ 居宅サービスと施設サービス
　２ 施設サービス
　３ 地域密着型サービス
　４ 介護予防・日常生活支援総合事業
　５ その他のサービス（市町村特別給付）

第７章　認知症の基礎的理解とその対策
　１ 認知症の種類と医学的所見
　２ 認知症の早期発見と簡易検査
　３ 認知症高齢者数の推計および対策

第８章　認知症への非薬物療法及び概念
　１ さまざまな非薬物療法（認知症セラピー）
　２ パーソンセンタード・ケア
　３ バリデーション
　４ ユマニチュード

第９章　高齢者福祉に関連する法制度
　１ 老人福祉法
　２ 高齢社会対策基本法および高齢社会対策大綱
　３ 国際高齢者年
　４ 高齢者医療確保法
　５ 高齢者虐待防止法
　６ 高齢者住まい法
　７ 孤独・孤立対策推進法

第10章　高齢者を支える権利擁護
　１ 成年後見制度
　２ 日常生活自立支援事業
　３ 意思決定支援

第11章　終末期におけるケア、看取り支援
　１ ターミナルケアからスピリチュアルケアへ
　２ グリーフケアとそのサポート
　３ 看取り介護

第12章　高齢者支援の方法
　１ ケースワークの原則と高齢者支援
　２ ケアマネジメントと高齢者支援

第13章　地域包括ケアシステム
　１ 地域包括ケアシステム構想
　２ 地域包括支援センター

おわりに
さくいん

近　刊
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B5判美装/248頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09097-6　2021年4月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「障害
者福祉」のテキスト。該当カリキュラムを包含した
内容を，学びやすく編成した。世界規模で変化して
いく障害の概念を知り，常に柔軟に支援できるワー
カーを養成する。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカ
 　リキュラムに準拠（30時間・共通科目）
◎ ソーシャルワーカーとして必要な知識を，最新情報
 　でわかりやすく説明

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 11　　　　　

障害者福祉
岩崎 香／小澤 温／與那嶺 司 編著

ここが
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はじめに

序　章　障害者福祉における社会福祉士・精神保健福祉士の役割

第１章　障害の概念と構造的な理解
　１ 障害者福祉とは何か
　２ 国際障害分類から国際生活機能分類へ
　３ 障害者の定義の特徴：法制度における考え方の理解

第２章　障害者の生活実態
　１ 地域移行
　２ 居住
　３ 就学
　４ 就労
　５ 高齢化
　６ 介護需要
　７ 障害者の芸術
　８ 障害者のスポーツ

第３章　障害者を取り巻く社会環境
　１ バリアフリー
　２ コンフリクト
　３ 障害者虐待
　４ 親なき後の支援／きょうだいへの支援

第４章　障害者福祉の理念と変遷
　１ ノーマライゼーション
　２ ソーシャル・インクルージョン
　３ 偏見と差別
　４ 障害者権利条約
　５ 障害者基本法

第５章　障害者福祉制度の歴史
　１ 戦前・戦中までの障害者対策
　２ 戦後における障害者福祉施策のはじまりと展開
　　 （1945～1980年まで）
　３ 障害者運動の高まりと障害者福祉施策の展開（1960～1990年）
　４ 社会福祉基礎構造改革と障害者福祉施策の展開（1990年～現在）

第６章　障害者に対する法制度⑴
　１ 障害者総合支援法
　２ 身体障害者福祉法
　３ 知的障害者福祉法
　４ 精神保健福祉法

　５ 児童福祉法（障害児）
　６ 発達障害者支援法

第７章　障害者に対する法制度⑵
　１ 障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等に関する
　　 法律（障害者虐待防止法）
　２ 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律
 　　（障害者差別解消法）
　３ 障害者の雇用の促進等に関する法律（障害者雇用促進法）
　４ 国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に
　　 関する法律（障害者優先調達推進法）
　５ 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律
　　 （バリアフリー法）

第８章　障害者福祉における関係機関の役割
　１ 国，都道府県，市町村
　２ 障害者に対する法制度にもとづく施設・事業所
　３ 特別支援学校
　４ ハローワーク

第９章　障害者福祉における専門職の役割
　１ 医師，看護師，保健師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，
　　 公認心理師
　２ 介護福祉士，保育士
　３ 相談支援専門員，サービス管理責任者，居宅介護従業者
　４ ピアサポーター
　５ 養護教諭，スクールソーシャルワーカー
　６ 家族，住民・ボランティア

第10章　障害者福祉における相談支援の実際
　１ 地域における相談支援事例：虐待
　２ 地域における相談支援事例：就労支援
　３ 地域における相談支援事例：居住支援

終　章　これからの障害者福祉
　１ これからの障害者福祉を考える：「障害者権利条約」批准を
　　 めぐる制度改革の議論をもとに
　２ 障害者権利条約の批准に至るまでの歩み
　３ 骨格提言の内容と障害者福祉の課題

さくいん



A5判美装/208頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09504-9　2023年1月刊行

社会福祉士および精神保健福祉士養成カリキュラ
ム「障害者福祉」のテキスト。障害の捉え方や定義，
障害者福祉の歴史や理念，障害者福祉にかかわる主
要な制度や法律の概要などを初学者向けに丁寧に解
説する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）。わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 社会福祉士および精神保健福祉士養成カリキュラム「障害
　 者福祉」の科目内容に対応したテキスト
◎ 各章のコラムでは，これから障害者福祉を学ぼうとする読
　 者へ，執筆者が事例や自身の経験にもとづくメッセージを
　 寄せる

杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 15　

障害者福祉
柿木志津江／清原 舞 編著
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シリーズ刊行によせて
プロローグ　障害者福祉を学ぶに
　　　　　　あたって

第１章　障害とは
　１ 障害とは何か
　２ 障害分類の歴史
　３ 障害者の定義と特性
　コラム　障害者福祉を学んで活きて
　　　　　いること　

第２章　障害者福祉の基本理念
　１ 障害観の変遷と基本理念
　２ ノーマライゼーション理念
　３ リハビリテーションの理念
　４ 自立生活運動と自立生活思想
　５ インテグレーションと
　　 インクルージョンの理念
　６ ソーシャル・インクルージョンから
　　 共生社会の構築へ
　コラム　スウェーデンの障害者支援
　　　　　～人間としての尊厳を活かす

第３章　障害者福祉のあゆみ
　１ 戦前から戦後にかけての障害者福祉
　２ 高度経済成長期以後の障害者福祉
　３ 障害者福祉の転換と国際的動向
　コラム　障害学と障害者運動　

第４章　障害者の生活実態とニーズ
　１ 障害者の生活実態
　２ 障害者のニーズ
　３ 親ときょうだいの生活実態とニーズ
　４ 障害者の生活を支援する視点
　コラム　私と障害者福祉の出会い　

第５章　障害者の社会参加
　１ アクセシビリティとバリア
　２ 障害者の社会参加の基盤となる
　　 理念・法律
　３ 障害者の社会参加を支える法律
　４ これからの障害者の社会参加に
　　 おける課題
　コラム　災害対策に障害の強みを
　　　　　活かす⁉　

第６章　障害者福祉に関する制度や法律
　１ 障害者基本法
　２ 各種障害に関する法律
　３ 児童福祉法における障害児
　コラム　障害のある人の自立をどう
　　　　　考えるか　

第７章　障害者総合支援法
　１ 障害者総合支援法とは
　２ 障害者総合支援法における障害福祉
　　 サービス及び相談支援
　３ 障害福祉サービスの支給決定の
　　 プロセス
　４ 自立支援医療
　５ 補装具
　６ 地域生活支援事業
　７ 障害福祉計画
　８ 児童福祉法に基づく障害児福祉
　　 サービス
　９ 障害者総合支援法のサービスと介護
　　 保険制度の関係
　コラム　住居は福祉　

第８章　障害者の雇用
　１ 障害者雇用の現状
　２ 障害者雇用の課題

　３ 障害者雇用促進法
　４ 障害者優先調達推進法
　コラム　ハイブリッド教員をめざして
　
第９章　障害者の権利擁護
　１ 障害者の権利擁護とその背景
　２ 障害者の権利擁護に関する事業と
　　 制度
　３ 障害者虐待防止法
　４ 障害者権利条約と障害者差別解消法
　コラム　障害者の権利擁護を地域の
　　　　　連帯で　

第10章　障害者と家族などの支援に
　　　　おける関係機関と専門職の役割
　１ 障害者と家族などの支援における
　　 関係機関の役割
　２ 関連する専門職などの役割
　コラム　障害のある人の暮らし
　　　　　～実践からの経験　

第11章　障害者と家族などに対する支援
　　　　の実際
　１ 障害者領域における社会福祉士及び
　　 精神保健福祉士の役割
　２ 障害者と家族などに対する支援の
　　 実際
　コラム　「しあわせ」方程式について
　　　　　私が懸念していること　

エピローグ　これからの障害者福祉と
　　　　　　課題

あとがき
さくいん
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B5判美装/204頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08972-7　2020年4月刊行

厳選されたトピックを専門家が１つずつ見開きで解
説するスタイルで，わかりやすいと好評だった第 6
版の制度・統計をアップデートし，全面見直しした。
現行のカリキュラムと，2021年からのカリキュラム
両方に対応。

◎ 第６版の制度・統計をアップデート
◎ 2021年春からのカリキュラム「障害者福祉」と現行
　 カリキュラム「障害者に対する支援と障害者自立支
　 援制度」の両方に対応
◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページで説明
◎ 興味のあるページから読める

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる障害者福祉［第７版］

小澤 温 編
ここが

ポイント
!!

第７版の刊行にあたって
はじめに

Ⅰ　思想，理念・概念について考える
　１ サービス提供者中心からサービス利用者
　 　中心への転換
　２ アドボカシーの意味と方法
　３ ＱＯＬ：サービス評価の新たなものさし
　４ インクルージョン：
　 　インテグレーションを越えて
　５ エンパワメント：
　 　パワレスな状態からエンパワーへ
　６ 機会平等：どうして機会が開かれないのか
　７ 障害者の人権：蹂躙してきた歴史と反省
　８ ノーマライゼーション：
　 　障害者福祉を突き動かしてきた思想
　９ リハビリテーションの発展と限界
　10 自己決定：意義と限界
　11 発達・発達保障：意義と課題
　12 社会モデル：医学モデルとの葛藤
　13 障害者権利条約：条約の趣旨と条約批准

Ⅱ　障害について考える
　１ 障害は個性か，社会福祉の対象か
　２ 国際生活機能分類
　３ 身体障害
　４ 知的障害
　５ 発達障害
　６ 精神障害
　７ 難病
　８ 高次脳機能障害
　９ 重度重複障害，重症心身障害，全身性障害
　10 早期発見，障害児スクリーニングの
　 　意義と倫理
　コラム：全ての住民が手話で話をした島
　コラム：制度の谷間とは

Ⅲ　施設論について考える
　１ 入所施設のなにが問題なのか
　２ 障害者の理想の村：
　 　コロニー，コロニー政策
　３ 施設化政策，脱施設化政策
　４ 精神科病院の展開と改革
　５ 入所施設の実態と今後のあり方
　６ 就労継続支援事業の実態と今後のあり方
　７ 障害児支援施設の実態と今後のあり方

Ⅳ　地域生活支援について考える
　１ 地域生活支援の歩み：
　 　障害者総合支援法に至るまでの展開
　２ 共同作業所の始まりとその後の展開
　３ 相談支援事業について（その１）：
　 　ケアマネジメントの多様性
　４ 相談支援事業について（その２）：
　 　基本相談・計画相談を中心として
　５ 相談支援事業について（その３）：
　 　退院促進・地域移行を中心として
　６ 更生相談所と障害者総合支援法
　７ 精神保健福祉センターと障害者総合支援法
　８ 保健所，市町村保健センターと
　 　障害者総合支援法
　９ 日常生活自立支援事業の考え方と
　 　その流れ
　10 ホームヘルプサービス：
　 　地域生活支援の要
　11 グループホームの展開と課題
　12 障害児の地域生活を支える事業
　13 特別支援学校，統合教育：
　 　これまでの論争と今後の課題

Ⅴ　自立生活と就労支援について考える
　１ 障害者運動の発展と転換点
　２ 自立生活運動の問いかけたもの：
　 　専門職への懐疑
　３ 自立生活運動，自立生活思想の歴史と
　 　展望
　４ セルフヘルプグループ：
　 　福祉援助へのカウンター
　５ ピア・カウンセリングの意味と課題
　６ ピープルファースト：
　 　知的障害者の自立生活への道
　７ 社会生活力の理念と実際
　８ 障害者雇用促進法の展開
　９ 福祉的就労：福祉支援か就労支援か
　10 障害者就業・生活支援センター：
　 　就労支援と生活支援をつなぐもの
　11 障害者職業センターの意義と役割
　12 ジョブコーチの活動と役割

Ⅵ　家族支援について考える
　１ 障害者個人支援か家族支援か
　２ 家族会，親の会，きょうだいの会の
　 　展開と運動の意味するもの

　３ 保護者（知的障害，精神障害）規定の
　 　意味と課題
　４ 性教育，結婚支援：
　 　障害者問題で無視されてきた深刻な問題
　５ レスパイトサービス，ファミリーサポート：
　 　家族支援の施策化は可能か

Ⅶ　環境，社会意識について考える
　１ 障害者への理解は進んだのか，
　 　進んでいないのか
　２ 障害者差別解消法の意義
　３ 偏見，スティグマ，差別：
　 　表面的な啓発活動ではすまない
　 　深刻な課題
　４ 社会的距離：偏見を測定するには
　５ 施設コンフリクト：
　 　なぜ繰り返し全国的に起こるのか
　６ ソーシャル・サポート：福祉援助の相対化
　７ 福祉教育：社会への啓発とその課題
　８ ボランティア：その固有な意義と課題
　９ バリアフリー法の意義
　10 住宅を保障するための取り組み
　11 社会参加を促進する事業
　12 障害者とスポーツ

Ⅷ　政策・制度，計画づくりについて考える
　１ 障害者総合支援法への歩みとその概要
　２ 介護保険制度と障害者福祉制度の関係
　３ 社会福祉法が障害者福祉に与えた影響
　４ 障害者基本法：その意義と課題
　５ 障害者プラン以降の展開
　６ 障害基礎年金，厚生年金，無年金障害者
　 　問題
　７ ソーシャルプランニング：
　 　計画を評価するには
　８ ニーズ調査の意味と限界
　９ 障害者手帳制度の転換点
　10 オンブズパーソン：
　 　障害者施設での人権侵害は防止できるのか
　11 成年後見制度の概要と課題

さくいん
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B5判美装/予210頁　予価：2,860円（本体予価2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09686-2　2023年12月刊行予定

変化の激しい障害者を取り巻く状況と制度を最新情
報に基づき解説。また，随所に掲載したチェックポ
イントや国試で確認し，理解の定着を図ることがで
きる構成。近年の法令改正と最新のデータを反映し
た改訂版。

◎ 各段階別チェックポイントと，例題や実際の国試等で
　 確認する２段階で確実に必要事項を記憶できる
◎ 一歩先を学ぶための材料，演習問題で多角的に理解で
　 きる
◎ 最新のデータや法改正を反映し，現状に合った理解が
　 できる好評書籍の改訂版

新・基礎からの社会福祉 4　　　　

障害者福祉［第４版］

山下幸子／竹端 寛／尾㟢剛志／圓山里子 著
ここが

ポイント
!!

第４版はじめに

　第Ⅰ部　障害者福祉の理念と歴史
第１章　障害者福祉とは何か
　１ 「障害」の定義をめぐって　　　　
　２ なぜ障害者を支える必要があるのか　　　　
　３ 障害者の生活実態・社会環境

第２章　障害者福祉の理念
　１ ノーマライゼーションとソーシャルインクルージョン
　２ 障害者の自立と自立生活運動
　３ エンパワメントとアドボカシー
　４ 権利保障と障害者権利条約・障害者差別解消法
　５ 脱施設と意思決定支援

第３章　障害者福祉の歴史的展開
　１ 2000年までの障害者福祉の歴史的展開
　２ 社会福祉基礎構造改革から支援費へ
　３ 自立支援法から障がい者制度改革，障害者総合支援法
　　 への展開

　第Ⅱ部　障害者を支える法制度の現状と課題
第４章　障害者総合支援法の体系と概要
　１ 障害者総合支援法の全体像
　２ 支給決定と障害支援区分
　３ 障害者総合支援法の概要

第５章　年齢 ･ 障害種別に対応した法律
　１ 障害者基本法
　２ 身体障害者福祉法
　３ 知的障害者福祉法
　４ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律
　５ 発達障害者支援法
　６ 児童福祉法
　７ 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律

第６章　障害者福祉の関連分野
　１  障害者虐待の防止，障害者の養護者に対する支援等
　 　に関する法律
　２ 障害児と特別支援教育
　３ 障害者と雇用・就労
　４ 障害者の所得保障と障害者年金　
　５ バリアフリーと生活環境

　第Ⅲ部　障害者支援とソーシャルワーク
第７章　障害分野におけるソーシャルワーク
　１ ソーシャルワークの特徴
　２ 援助活動の焦点
　３ 援助プロセス

第８章　事例から考える障害者支援の実態
　１ 地域相談支援：精神科病院からの退院を目指す
　２ 就労支援：自閉スペクトラム症をもちながらの就職活動
　３ 居住支援：在宅療養のために転居したＡＬＳ患者

第９章　障害者福祉の担い手
　１ 相談支援事業の実施枠組み
　２ 相談支援の体系
　３ 協議会
　４ 様々な専門職と連携
　５ 当事者団体など

さくいん

コラム　ソーシャルワーク再考
　　　　――反抑圧的実践と障害者福祉
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特別支援教育と障害児の保育・福祉
―― 切れ目や隙間のない支援と配慮
立花直樹／中村明美／松井剛太／
井上和久／河﨑美香 編著
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A5判美装/336頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09570-4　2023年5月刊行

多様化・複雑化する現代社会においては，総合的な
視点をもって障害児支援に対応することが求められ
ている。障害児に対する教育・保育・福祉を一体的
に学ぶことができ，保育者・学校教諭等の専門職の
実践力養成に役立つテキスト。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」シリーズ『障害児の保育・福
 　祉と特別支援教育』をリニューアル。法律・制度や情勢の
 　変化を反映した改訂版
◎ 幼稚園教諭・小学校教諭・保育士・社会福祉士等の養成課
 　程の授業や演習で活用可能なテキスト
◎ 教育・保育・福祉の各領域から「障害児支援」を総合的な
 　視点で理解できる

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　障害児の特別支援教育・
　　　　　　保育・福祉の概観
　第Ⅰ部　障害児支援の意義と役割，
　　　　　制度と体系
第１章　障害児支援の定義と理念
　１ 「障害をもつ」のか，「障害がある」のか
　２ 障害児を有能な学び手と見るために
　３ 障害児支援の基本的な理念と方法
第２章　インクルーシブな教育・保育・
　　　　福祉システムの実現
　１ 新たな障害観の潮流
　２ 障害者福祉観の歴史的変遷
　３ インクルージョンの誕生と変遷
　４ すべての人がよりよく生きていく
 　　ための社会
第３章　障害児への教育・保育・福祉の
　　　　歴史
　１ 障害児と教育
　２ 障害児と保育
　３ 障害児と福祉
　４ 近年の障害児に関する動向
第４章　障害児への教育・保育・福祉の
　　　　法律と制度
　１ 障害者権利条約の理念と意義
　２ 障害児施策に関する法律と制度
第５章　障害児に対する権利擁護
　１ 人権とは何か
　２ 子どもの権利
　３ 障害のある子どもの権利
　４ 様々な子どもの人権を守るために
第６章　障害児支援に必要な連携・協働
　　　　と計画
　１ 子どもを支える計画
　２ 個別の教育支援計画
　３ 個別の指導計画
　４ 切れ目や隙間のない支援のための
 　　その他の計画
第７章　家庭・自治体・関係機関との連携
　１ 障害のある子どもの保護者の理解
 　　と支援
　２ 障害のある子どもを支える自治体・
 　　関係機関
　３ 専門職の役割と連携

第８章　特別な支援や配慮を要する
　　　　児童・保護者に対する心理的
　　　　支援
　１ 障害の理解と受容
　２ 障害者の権利とその保障
　３ 心理的支援の方法
　４ ともに支え合える社会の実現に
 　　向けて
第９章　特別な支援や配慮を要する
　　　　乳幼児への教育・保育・福祉に
　　　　関する現状と課題
　１ インクルーシブ保育・教育の
　　 現状と課題
　２ 基本的生活習慣と生活援助
　３ 個別の指導計画・教育支援計画
　４ 保育所・幼稚園内での連携，
　　 地域の関係機関，特別支援学校・ 
 　　特別支援学級との連携
第10章　特別な支援や配慮を要する
　　　　児童・生徒への教育・保育・福祉
　　　　に関する現状と課題
　１ ライフステージを見通した要支援児
　　 等の支援
　２ 保健医療分野の支援
　３ 福祉・教育分野の支援
　４ 地域社会における自立を目指して
第11章　特別支援学校・特別支援学級・
　　　　通級による指導等での特別支援
　　　　教育に関する現状と課題
　１ 特別支援学校
　２ 小中学校等における特別支援教育
　３ 個別の教育支援計画と個別の
 　　指導計画，就学移行期での引継ぎ
　４ 特別支援教育推進のための校内の
 　　支援体制の構築と関係機関連携
　５ 障害のある児童生徒にかかる
　　 感染症への対応
　６ すべての学びの場における
　　特別支援教育の推進
　第Ⅱ部　障害児や特別な支援・配慮を
　　　　　要する児童に関する現状と
　　　　　課題
第12章　病弱の児童や肢体不自由の
　　　　児童に対する理解と支援
　１ 病弱児の理解
　２ 肢体不自由児の理解
　３ 病弱児や肢体不自由児に対する
 　　保育・教育での支援

　４ 病弱児や肢体不自由児が関わる
 　　機関と求められる「連携」
　コラム　子どもたちの未来の可能性を
　　　　　広げるＩＣＴ機器への注目
第13章　視覚・聴覚・言語障害の児童に
　　　　対する理解と支援
　１ 視覚障害児への理解と支援
　２ 聴覚障害児への理解と支援
　３ 言語障害児への理解と支援
　コラム　共生社会の具現化を目指す
　　　　　中学校の取り組み（聴覚障害）
第14章　知的障害の児童に対する理解
　　　　と支援
　１ 知的障害とは
　２ 知的障害のある子どもへの保育，
 　　支援の実際
　３ 知的障害のある子どもと家族，
 　　仲間関係
　４ 知的障害のある子どもへの教育
　コラム　トイレトレーニングと
　　　　　日常の関わり
第15章　重症心身障害の児童や医療的
　　　　ケアを要する児童に対する理解
　　　　と支援
　１ 重症児から医療的ケア児までの
 　　名称の歴史
　２ 必要な社会環境と「支援」のあり方
　３ 教育・地域生活を支える社会資源 
　　 とネットワークのあり方
　コラム　医療的ケア児の就学時の壁・
　　　　　卒業後の壁
第16章　発達障害の児童に対する理解
　　　　と支援
　１ 発達障害の定義と種類
　２ 発達障害の特性
　３ 発達障害への支援
　コラム　認知カウンセリングで様々な
　　　　　学習特性をもつ子どもを支援
　　　　　する
第17章　情緒障害・精神障害の児童に
　　　　対する理解と支援
　１ 情緒障害児の種類と概要
　２ 精神障害児の種類と概要
　３ 情緒障害児と精神障害児への支援
　コラム　ポケット心理学者
　　　　　――アメリカのインスタグラム
　　　　　　　による親支援

第18章　ＤＶ家庭の児童や被虐待児童
　　　　に対する理解と支援
　１ ＤＶ家庭の児童の理解と支援
　２ 被虐待児童への理解と支援
　３ ＤＶ家庭の児童や被虐待児童と
 　　その保護者への支援の課題
　コラム　児童虐待の発生を予防する
　　　　　ために
第19章　不登校の児童やいじめ被害者
　　　　の児童に対する理解と支援
　１ 障害と不登校の関係
　２ 障害と不登校・いじめに対する
 　　配慮と援助
　３ 児童期の社会資源
　４ 問題解決と支援，関係機関・
 　　専門職との連携

　コラム　2
トゥーイー

E の児童生徒と不登校問題
第20章　非行児童に対する理解と支援
　１ 非行児童の実態
　２ 障害と非行の関係
　３ 学童期・生徒期における支援
　コラム　デンマークにおける非行少年
　　　　　への支援
第21章　外国籍の児童や生きづらさを
　　　　かかえる児童に対する理解と
　　　　支援
　１ 外国籍の児童や日本語指導の
 　　必要な児童の実態
　２ 外国籍の児童や日本語指導の
 　　必要な児童の支援
　３ 性に関係する生きづらさを感じる
 　　児童の実態
　コラム　性の多様性について絵本で
　　　　　考えよう！
エピローグ　共生社会の実現に向けた
　　　　　　教育・保育・福祉の実践
　１ ノーマライゼーションと
 　　インクルージョンの国際的背景
　２ 教育・保育・福祉を学ぶうえで
 　　重要な視点
　３ 尊厳を尊重した教育・保育・福祉
 　　の支援のあり方
　４ 共生社会の実現に向けての展望
資　　料
あとがき
さくいん
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社会福祉士養成課程の科目「児童・家庭福祉」のテ
キスト。該当カリキュラムを包含した内容を，学び
やすく編成した。子どもとは誰か，から丁寧に説明
し，子どもや家庭を取り巻く状況と法制度を最新情
報で解説。

◎ 社会福祉士の2021年春からのカリキュラムに準拠
　 （30時間）
◎ 子どもと家庭を取巻く状況と制度を最新情報で解説
◎ 対象別に知識や法制度を学んだあと，事例を題材に
　 実際の現場でどう生かすかを学ぶ

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 12　　　　　

児童・家庭福祉
林 浩康／山本真実／湯澤直美 編著

ここが
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はじめに
序　章　児童・家庭福祉の意義と社会福祉士の役割

第１章　子ども観・子どもの権利と児童・家庭福祉の理念
　１ 子ども観の変遷と子どもの権利
　２ 子どもの権利と児童・家庭福祉の理念
第２章　児童・家庭福祉の史的展開
　１ 日本──明治期以降
　２ 欧米──救貧法から児童保護事業へ
第３章　現代社会における子ども・家庭の状況
　１ 現代の家庭をめぐる社会状況
　２ 子育て環境の変化
　３ 乳幼児期の子どもの育ちの状況
　４ 学童期以降の子どもの育ちの状況
第４章　児童・家庭福祉を支える法制度
　１ 児童・家庭福祉を支える児童福祉法
　２ 児童・家庭福祉の基本的関連法
第５章　児童・家庭福祉の実施体制
　１ 行政の責務と公私の役割分担
　２ 実施機関・施設
　３ 利用方式
　４ 関連専門職
　５ 財源
第６章　子ども・子育て支援
　１ 子ども・子育て支援を取り巻く状況
　２ 子ども・子育て支援の体系
　３ 子ども・子育て支援のサービス
　４ 子ども・子育て支援の課題
第７章　母子保健
　１ 母子保健を取り巻く状況
　２ 母子保健の体系とサービス
　３ 母子保健の役割と支援
　４ 母子保健の課題
第８章　ひとり親家庭
　１ ひとり親家庭を取り巻く状況
　２ ひとり親家庭施策の体系
　３ ひとり親家庭施策のしくみ
　４ ひとり親家族への支援と課題

第９章　社会的養護
　１ 社会的養護を取り巻く状況
　２ 社会的養護の体系
　３ 社会的養護の現状
　４ 社会的養護の支援と課題
第10章　非行
　１ 非行を取り巻く現状
　２ 非行と犯罪の定義
　３ 非行への対応のしくみ
　４ 非行への支援と課題
第11章　子ども虐待
　１ 子ども虐待を取り巻く状況
　２ 子ども虐待の要因と影響
　３ 子ども虐待対応のしくみ
　４ 子ども虐待への支援と課題
第12章　ドメスティック・バイオレンス
　１ ドメスティック・バイオレンスを取り巻く状況
　２ ドメスティック・バイオレンスとは何か
　３ ドメスティック・バイオレンスへの対応策
　４ ドメスティック・バイオレンス被害者への影響と
 　　支援の課題
第13章　実践事例
　１ 市区町村要保護児童対策地域協議会での支援事例
　２ 子ども虐待に伴い親子分離されたケースが家族再統合に
　　 至る事例
　３ 未就学の障害児への支援事例
　４ 貧困家庭への支援事例
　５ 特定妊婦の支援事例
　６ 女性支援の事例
終　章　これからの児童・家庭福祉

さくいん
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杉本敏夫 監修
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児童・家庭福祉
―― 子どもと家庭の最善の利益

立花直樹／渡邊慶一／中村明美／鈴木晴子 編著

児童・家庭福祉の制度や法体系を，歴史的経緯も踏
まえて解説。子どもの貧困や障がい，虐待に関連す
ることなど，今後さらに重要となるトピックの現状
と課題を整理する。社会福祉士，保育士をめざす人
のための入門テキスト。

ここが

ポイント
!!

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
　 23巻予定）。社会福祉士・精神保健福祉士養成の新カリ
　 キュラムに対応した，わかりやすく，読みやすく，理解
　 しやすい基本書
◎ 社会福祉士養成課程の「児童・家庭福祉」，保育士養成課程
　 の「子ども家庭福祉」の講義テキストとして使用できる
◎ 現場の実際をイメージできるコラムを掲載

シリーズ刊行によせて
プロローグ　児童・家庭福祉を学ぶ意義
　第Ⅰ部　児童・家庭福祉の定義，制度と体系
第１章　児童・家庭福祉の定義と社会背景
　１ 児童および家庭の定義と児童の権利
　２ 現代の児童・家庭を取り巻く環境
　３ 児童と家庭を支援するこれからの社会の
　　 あり方
第２章　児童・家庭福祉の歴史的展開
　１ イギリスにおける児童・家庭福祉成立まで
　　 の歴史的展開
　２ 日本における児童・家庭福祉前史と
　　 児童福祉法の成立
　３ 現代社会の課題への対応と子どもの権利の
　　 保障
　４ 児童・家庭福祉の特質と現代社会における
　　 課題
第３章　児童の人権擁護
　１ 子どもの権利とは
　２ 子どもの権利に関する国際的な動向
　３ 子どもの権利を守る取り組み
第４章　児童・家庭福祉の法体系と制度
　１ 児童福祉法
　２ 児童・家庭福祉に関連する法律
　３ 各種手当法
第５章　児童・家庭福祉の行財政と専門機関
　１ 行政の役割
　２ 児童・家庭福祉における財政
　３ 地方公共団体における児童・家庭福祉に
　　 関わる様々な機関
　４ 児童・家庭福祉の行財政に関する論点と
　　 課題
第６章　児童・家庭福祉の施設と専門職
　１ 児童・家庭福祉を支える児童福祉施設
　２ 児童福祉施設の運営
　３ 児童福祉施設の専門職と実施者
　第Ⅱ部　児童・家庭福祉の課題と対策
第７章　幼保一体化と教育・保育施設の現状と
　　　　課題
　１ 幼保一体化にまつわる制度・議論の変遷
　２ 子ども・子育て支援新制度
　３ 多様な保育ニーズに応じた保育サービス
　コラム１ 保幼小連携とスクールソーシャルワーク
　

　コラム２ 幼保一元化議論と子どもに関わる
　　 　　　私たちの役割　
第８章　子育て支援サービスの現状と課題
　１ 少子化と子ども・家庭を取り巻く現状
　２ 次世代育成支援施策
　３ 子育て支援サービスの現状
　４ 子ども・子育て支援の課題
　コラム 子どもと家庭に笑顔を！
　　 　　地域一体の子育て支援　
第９章　母子保健に関する支援と対策
　１ 母子保健の概要
　２ 子ども・母親・父親への保健サービス
　３ 母子保健に関する今後の展望
　コラム フィンランドの母子健康のサービス
　　 　　（ネウボラ）　
第10章　女性への支援と対策
　１ 女性福祉の全体像を知る
　２ 保護対象としての女性福祉
　３ 援護対象としての女性福祉
　４ 支持対象としての女性福祉
　５ 新たなフェーズの女性福祉へ
　コラム グローカルな女性福祉が，持続可能な
　　 　　社会を開発する　
第11章　ひとり親家庭への支援と対策
　１ ひとり親家庭の現状
　２ 母子及び父子並びに寡婦福祉法
　３ ひとり親家庭への支援
　４ ひとり親家庭への特別な措置
　５ ひとり親家庭への福祉サービスの展望
　コラム 肉と魚を食べることができない
　　 　　子ども，食べることを我慢する親　
第12章　社会的養護の課題と対応
　１ 社会的養護とは何か
　２ 家庭養護における支援と課題
　３ 施設養護における支援と課題
　コラム 世界の潮流は家庭養護　
第13章　児童虐待の防止と対策
　１ 児童虐待とは
　２ 児童虐待件数の推移と現状
　３ 児童虐待を防ぐ手立て
　４ 児童虐待防止対策の課題
　コラム１ LINEを活用した児童相談所の見守り
　コラム２ 児童相談所でＡＩを活用し電話対応
　　 　　　を効率化　

第14章　ＤＶの防止と対策
　１ ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
　２ ＤＶ 件数の推移と現状
　３ ＤＶを防ぐ手立て
　４ ＤＶ対策の課題
　コラム１ 公立中学校で“デートＤＶ防止講座”
　　 　　　を開催　
　コラム２ ＤＶ加害者更生プログラムの受講が
　　　　　 人生転機のカギを握る　
第15章　障がいのある児童への対応と支援
　１ 各法律における障害の定義
　２ 健診と早期発見・支援
　３ 障がい児支援
　４ 児童相談所の役割
　５ 児童福祉法および障害者総合支援法に
　　 おける障がい児支援
　６ 切れ目のない支援とこれからの展望
　コラム 知的障がい者スポーツ　
第16章　少年非行等の防止と対策
　１ 少年非行とは
　２ 少年非行への支援とその課題
　３ 少年非行の動向と社会的背景
　４ 少年非行の背景への対応
　５ 少年非行の対応に関する今後の論点
　コラム１ いじめの対応と課題について　
　コラム２ 性犯罪と青少年保護育成条例の
　　 　　　制定について　
第17章　児童の貧困問題の改善と対策
　１ 日本社会と貧困
　２ 子どもの貧困に対する施策と取り組み
　３ 子どもの貧困対策に関する法制度等の動向
　４ 子どもの貧困の解決に向けた専門職の役割
　コラム 子どもと家族に「関わり続ける」支援
第18章　子ども・若者の健全育成と
　　　　いじめ防止対策
　１ わが国の児童健全育成施策
　２ いじめ防止への取り組み
　コラム１ 子ども・若者支援地域協議会の
　　 　　　取り組み　
　コラム２ 「修復的対話」～コンフリクトに
　　 　　　対する問題解決方法　
エピローグ　今後の児童・家庭福祉の動向と展望
あとがき／さくいん
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近年の児童福祉法改正等を踏まえ，「こども家庭セ
ンター」「里親支援センター」等に関する項目を新
たに設けるなど，より詳しく・わかりやすくした全
面改訂版。重要トピックを見開きで解説しており，
子ども家庭福祉の要点を網羅的に理解できる。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きでわかりやすく解説
◎ 「こども家庭センター」「里親支援センター」等の項目
 　を新たに掲載
◎ 近年の児童福祉法改正等を踏まえた最新の内容

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ　　　　

新版 よくわかる子ども家庭福祉［第２版］

吉田幸恵／山縣文治  編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　子ども家庭福祉の状況と基本的考え方
　１ 少子高齢社会の姿と子どもの育ち
　２ 現代社会における多様な子ども
　　 家庭福祉問題
　３ 子ども家庭福祉の理念
　４ 子ども家庭福祉の意義と基本的枠組み

Ⅱ　子どもの権利と子ども観
　１ 子どもとは何か
　２ 子ども観の変遷と子どもの権利保障の
　　 あゆみ
　３ 児童の権利に関する条約
　４ 子どもの権利保障に関する取り組み

Ⅲ　子ども家庭福祉の展開
　１ 欧米の子ども家庭福祉の展開
　２ 明治期に子どもを支えた民間活動
　３ 第二次世界大戦以前の子ども関連施策
　　 の展開
　４ 戦後混乱期と児童福祉法の成立
　５ 子ども家庭福祉法制の整備
　　 （1950～1980年代）
　６ 子ども家庭福祉法制の改革
　　 （1990～2000年代）
　７ 子ども家庭福祉法制の展開
　　 （2010年代以降）
　８ 社会福祉の計画的推進
　９ 社会福祉改革と子ども家庭福祉
　10 子ども・子育て支援新制度

Ⅳ　子ども家庭福祉の制度
　１ 子ども家庭福祉を支える主要な法律１
　　 ──児童福祉法
　２ 子ども家庭福祉を支える主要な法律２
　　 ──児童福祉法以外の児童福祉 6法
　３ 子ども家庭福祉に関連する法律
　４ 子ども家庭福祉の行政
　５ 子ども家庭福祉の審議機関
　６ 子ども家庭福祉の財政
　７ 子ども家庭福祉の費用負担

Ⅴ　子ども家庭福祉の実施機関
　１ 児童相談所
　２ 福祉事務所・家庭児童相談室
　３ 児童家庭支援センター
　４ こども家庭センター
　５ 保健所・市町村保健センター
　６ 要保護児童対策地域協議会
　７　家庭裁判所

Ⅵ　子ども家庭福祉の施設及び里親制度
　１ 子ども家庭福祉に関わる施設の種類と
　　 類型
　２ 子ども家庭福祉に関わる施設の運営
　３ 子ども家庭福祉に関わる施設の
　　 権利擁護
　４ 保育所
　５ 幼保連携型認定こども園
　６ 児童厚生施設
　７ 児童発達支援センター・障害児入所施設
　８ 乳児院
　９ 児童養護施設
　10 母子生活支援施設
　11 児童自立支援施設
　12 児童心理治療施設
　13 自立援助ホーム
　14 里親・特別養子縁組制度
　15 里親支援センター
　16 子ども家庭福祉に関連する施設
　17 子ども家庭福祉に関わる施設及び里親
　　 制度の課題と展望

Ⅶ　子ども家庭福祉の援助
　１ 社会福祉の援助の基本と
　　 子ども家庭福祉の特性
　２ 子ども家庭福祉を支える人々に
　　 求められる倫理
　３ 児童相談所の専門職
　４ 福祉事務所及び家庭児童相談室の
　　 専門職
　５ 施設に配置される職員
　６ 児童委員・主任児童委員

　７ スクールカウンセラーと
　　 スクールソーシャルワーカー
　８ その他の専門職等

Ⅷ　在宅児童を対象にした子ども家庭福祉
　　の実際
　１ 母子保健
　２ 子ども・子育て支援の位置づけと考え方
　３ 就学前教育・保育施設の現状とあゆみ
　４ 保育所・幼稚園・認定こども園
　５ 地域型保育・病児保育・認可外保育施設
　６ 利用者支援事業
　７ 地域子育て支援拠点事業
　８ さまざまな訪問支援事業
　９ 子育て援助活動支援事業
　　 （ファミリー・サポート・センター事業）
　10 子どもの健全育成
　11 放課後等デイサービス
　12 子ども家庭福祉に関連する地域活動
　13 在宅児童を対象にした子ども家庭福祉
　　 の課題

Ⅸ　さまざまな状況にある子どもを支える  
　　子ども家庭福祉の実際
　１ 子どもの貧困とひとり親家庭への支援
　２ 外国籍等の子どものいる家庭への支援
　３ 障害のある子どもへの支援
　４ 虐待を受けている子どもへの支援
　５ 社会的養護経験者への支援
　６ 心理的な課題を抱える子どもへの支援
　７ 非行等の問題行動のある子どもへの
　　 支援
　８ さまざまな状況にある子どもを支える
　　 子ども家庭福祉の課題
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A5判美装/248頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09496-7　2022年11月刊行

近年の児童福祉法改正などの法令改正や今後の動向
など，最新の内容を掲載したテキスト。子どもの人
権擁護に関する内容を充実させるとともに，現代社
会に生きる子どもと家庭等への支援の現状と問題点
も解説。

◎ 法令改正に深く関わった著者による高校生から読める
　 入門書
◎ ここ数年大きく変化した子ども家庭福祉をわかりやす
 　く解説
◎ 近年の児童福祉法改正等を踏まえた最新の内容

シリーズ・福祉を知る 3　　

子ども家庭福祉論［第３版］

山縣文治 著
ここが

ポイント
!!

第３版はじめに／第２版はじめに
はじめに

　第Ⅰ部　子ども家庭福祉とは何かを知る
第１章　少子高齢社会と子ども家庭福祉
　　　　問題
　１ 少子高齢社会の姿
　２ 少子高齢社会を促進している要因
　３ 子どもの育ちと環境
　４ 現代社会における子ども家庭福祉問題

第２章　子ども家庭福祉の基本的考え方
　１ 児童福祉から子ども家庭福祉へ
　２ 子ども家庭福祉の意義と基本的枠組み
　３ 子ども家庭福祉の基本理念
　４ 子ども家庭福祉と保育

第３章　子どもという存在と子ども家庭福祉
　１ 子どもおよび保護者という存在の特性
　２ 子ども観の変遷
　３ 子どもの人権・権利保障

第４章　子ども家庭福祉の展開
　１ 社会福祉の原初形態
　２ 日本における子ども家庭福祉の展開
　３ 欧米の子ども家庭福祉のあゆみ
　４ 特徴的な世界の就学前施策

第５章　子ども家庭福祉の制度
　１ 子ども家庭福祉の法律
　２ 子ども家庭福祉の行政機構・審議会・
　　 実施機関
　３ 子ども家庭福祉の財政
　４ 子ども家庭福祉施策の体系と類型
　５ 子ども家庭福祉施設

　第Ⅱ部　子ども家庭福祉の実際
第６章　子ども家庭福祉の援助
　１ 社会福祉の援助の基本と
　　 子ども家庭福祉の特性

　２ 子ども家庭福祉を支える人々
　３ 子ども家庭福祉を支える人々に
　　 求められる倫理

第７章　母子保健・子どもの健全育成と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 母子保健と子ども家庭福祉
　２ 子どもの健全育成と子ども家庭福祉

第８章　地域子育て支援と子ども家庭福祉
　１ 地域子育て支援の位置づけ
　２ 地域子育て支援の考え方
　３ 代表的な地域子育て支援施策
　４ 地域子育て支援の課題

第９章　就学前の拠点型保育・教育と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 就学前の拠点型保育・教育の現状
　２ 就学前の拠点型保育・教育のあゆみ
　３ 代表的な拠点型保育・教育施設
　４ 就学前の拠点型保育・教育における課題

　第Ⅲ部　さまざまな状況にある子どもを
　　　　　支える子ども家庭福祉
第10章　社会的養護と子ども家庭福祉
　１ 社会的養護の現状
　２ 社会的養護改革への取り組み
　３ 社会的養護の基本理念と原理
　４ 代表的な社会的養護サービス
　５ 社会的養護施策の課題

第11章　虐待を受けている子どもと子ども
　　　　家庭福祉
　１ 子ども虐待の現状
　２ 子ども虐待とは何か
　３ 子ども虐待への対応
　４ 子ども虐待支援の課題

第12章　心理的支援の必要な子ども・少年
　　　　非行と子ども家庭福祉
　１ 心理的支援の必要な子どもと
　　 子ども家庭福祉
　２ 少年非行と子ども家庭福祉

第13章　子どもの貧困・ひとり親家庭と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 子どもの貧困と子ども家庭福祉
　２ ひとり親家庭と子ども家庭福祉

第14章　障がいのある子どもと子ども家庭
　　　　福祉
　１ 障がいのある子どもの状況
　２ 障がいのとらえ方
　３ 障がい福祉施策の動向と新たな
　　 福祉理念
　４ 障がいのある子どもに対する主な
　　 福祉施策
　５ 障がいのある子どもに対する福祉施策
　　 の課題

終　章　子ども家庭福祉サービスの動向と
展望
　１ 社会福祉改革の展開
　２ 社会福祉改革と子ども家庭福祉
　３ 子ども家庭福祉の課題
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ISBN 978-4-623-09293-2　2022年5月刊行

倉石哲也／伊藤嘉余子 監修

MINERVAはじめて学ぶ子どもの福祉 1

子ども家庭福祉［第２版］

伊藤嘉余子／澁谷昌史 編著

「授業に合わせた30レッスン形式，初学者にも親し
みやすく，わかりやすい」というコンセプトはその
ままに，法律や制度，ガイドラインの改訂に対応し
た保育士養成課程テキストの最新版。現代的な諸問
題やトピックについての解説を加えた

ここが

ポイント
!!

◎ 子ども家庭福祉の分野における新進気鋭の研究者が
　 執筆
◎ 法律や制度，ガイドラインの改訂に対応した
◎ 現代的な諸問題やトピックを加筆

はじめに

第１章　現代社会と子ども家庭福祉
　レッスン１　なぜ子ども家庭福祉を学ぶのか
　　①子どもの幸せを守る社会
　　②保育だけでは子どもの幸せは守れない
　レッスン２　子ども家庭福祉とは何か
　　①子どもをどのように理解するか
　　②子ども家庭福祉を理解する
　　③子ども家庭福祉の体系
　レッスン 3　現代社会と子ども家庭福祉
　　　　　　 ニーズ
　　①少子化
　　②子育てにかかる負担感
　　③子育て・子育ちの失調
　レッスン４　保育と子ども家庭福祉
　　①乳幼児の発達保障と保育
　　②子ども家庭福祉が求める保育士
　コラム　見逃されたＳＯＳ

第２章　子ども家庭福祉の歴史的展開
　レッスン５　子ども家庭福祉の歴史⑴
　　　　　 　古代～大正
　　①古代における子どもの救済
　　②中世における子どもの救済
　　③近世における子どもの救済　
　　④明治期における子どもと家庭に
　　　対する社会事業
　レッスン６　子ども家庭福祉の歴史⑵
　　　　　 　昭和以降
　　①昭和前期
　　②第二次世界大戦後の混乱と
　　　子どもの福祉　
　　③「児童福祉法」の制定　
　　④「児童憲章」の制定　
　　⑤児童福祉の整備拡充　
　　⑥オイルショックから平成まで
　レッスン７　子ども家庭福祉に関わる
　　　　　 　国の施策
　　①「児童福祉法」の改正の経緯　
　　②「少年法」の改正
　　③「児童虐待の防止等に関する法律」の
　　　制定と改正
　　④「ＤＶ防止法」の制定と改正
　　⑤「次世代育成支援対策推進法」の制定
　　⑥「少子化対策」から
　　   「子ども・子育て支援」へ
　レッスン８　近年の子ども家庭福祉の課題
　　①「子ども・子育て支援新制度」の創設
　　②「子ども・子育て支援新制度」のポイント

　　②子どもの権利擁護に関する
　　　地方自治体の取り組み　
　　③子どもの権利擁護と児童福祉施設
　コラム　現物給付と現金給付

第４章　子ども家庭福祉施策の現状と課題
　レッスン16　少子化と子育て支援サービス
　　①少子化の現状と子育て支援の意義
　　②地域子育て支援サービスの概要
　レッスン17　多様な保育ニーズへの対応
　　①「子ども・子育て支援新制度」の概要
　　②施設型給付
　　③地域型保育事業
　　④地域子ども・子育て支援事業
　　⑤仕事・子育て両立支援事業
　　⑥認可外保育施設
　レッスン18　母子保健サービス
　　①母子保健の現状　
　　②「健やか親子 21」　
　　③母子保健サービスの体系　
　　④その他の母子保健施策
　レッスン19　障害のある子どもへの支援
　　①障害のある子どもの現状　
　　②障害のある子どもへの福祉施策の
　　　動向 
　　③障害児通所支援
　　④障害児入所支援　
　　⑤経済的支援
　レッスン 20　健全育成
　　①子どもの健全育成　
　　②児童厚生施設　
　　③放課後児童健全育成事業
　　④新・放課後子ども総合プラン
　レッスン 21　子ども虐待対策
　　①子ども虐待の定義　
　　②子ども虐待の実態　
　　③子ども虐待が起こる背景
　　④子どもを虐待から保護するしくみ
　レッスン 22　ＤＶへの対応
　　①日本におけるＤＶの現状
　　②「配偶者からの暴力の防止及び
　　　被害者の保護等に関する法律」
　レッスン 23　社会的養護
　　①社会的養護の体系　
　　②社会的養護の原理　
　　③社会的養護の充実のための取り組み
　　④里親委託の推進
　　⑤里親制度

　　③給付の全体像と新たな事業
　　④認定こども園
　　⑤利用者支援事業
　　⑥「子ども・子育て支援新制度」の課題
　コラム　日本における「子ども観」
　　　　　「子育て観」の変遷

第３章　子ども家庭福祉に関する
　　　　法制度と実施体制
　レッスン９　子ども家庭福祉の制度と法体系
　　①子ども家庭福祉の法体系
　　②児童福祉六法
　　③子ども家庭福祉を支える法律
　レッス10　子ども家庭福祉を実施する
　　　　　 　行政機関
　　①国の子ども家庭福祉行政のしくみ
　　②地方の子ども家庭福祉行政のしくみ
　　③児童相談所
　　④福祉事務所，家庭児童相談室
　　⑤その他の関連機関
　レッスン 11　児童福祉施設等
　　①児童福祉施設とは　
　　②社会的養護の施設等　
　　③障害児施設
　　④その他の児童福祉施設
　　⑤児童福祉施設以外の施設
　レッスン12　子ども家庭福祉の費用
　　①子ども家庭福祉を推進するための財源
　　②児童福祉施設の整備にかかる費用
　　③児童福祉施設等の運営にかかる費用
　　④利用者負担
　レッスン13　子ども家庭福祉の専門職
　　①子ども家庭福祉の関係機関の専門職
　　②子ども家庭福祉の関係施設の専門職
　　③その他の専門職等
　レッスン14　子ども家庭福祉のネットワーク
　　①子ども家庭福祉におけるネットワークの
　　　意義　
　　②子ども虐待に対応するための
　　　ネットワーク　
　　③障害のある子どもの支援のための
　　　ネットワーク
　　④子ども・若者支援のための
　　　ネットワーク　
　　⑤子どもの貧困対策のための
　　　ネットワーク
　レッスン15　子ども家庭福祉と権利擁護
　　①子どもの権利擁護に関する国の
　　　取り組み　

　レッスン 24　ひとり親家庭福祉サービス
　　①ひとり親家庭への支援の必要性
　　②ひとり親家庭への支援施策　
　　③ひとり親家庭を支援する施設
　レッスン 25　少年非行への対応
　　①少年非行の現状　
　　②少年非行への福祉的対応
　　③児童自立支援施設
　　④少年院，少年鑑別所，保護観察所
　レッスン 26　貧困家庭の子どもと
　　　　　　　その家族への対応
　　①子どもの貧困をめぐる問題　
　　②「子どもの貧困対策法」の内容　
　　③「子どもの貧困対策に関する大綱」の
　　　内容
　　④子どもの貧困がもたらすもの　
　　⑤子どもの貧困への具体的支援
　レッスン 27　外国籍の子どもとその家族
　　　　　　　への対応
　　①わが国における国際化の動向　
　　②外国籍の子どもの受け入れ状況　
　　③保育所等での受け入れの課題
　　④保育所等における支援
　　⑤地域における支援
　コラム　支援を必要としている子どもとは
　　　　　誰か

第５章　子ども家庭福祉の援助活動
　レッスン 28　諸外国の動向
　　①諸外国の動向を知る意義
　　②デンマーク
　　③韓国
　　④オーストラリア
　レッスン 29　子どもの発達・成長と
　　　　　　　 保育者に求められる視点
　　①学校と家庭をとりまく問題
　　② 10代の自殺
　　③性的マイノリティの子どもたちへの支援
　レッスン 30　これからの子ども家庭福祉
　　　　　　　の展望
　　①つながることの大切さ 
　　②すべての人が個人として尊重される
　　　社会へ　

　コラム　専門職連携のために
　　　　　――保育士の専門性とは
　　　　　　　何か，考えよう
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社会福祉士養成課程の科目「貧困に対する支援」の
テキスト。該当カリキュラムを包含した内容を，学
びやすく編成した。貧困の概念や実態，生活保護制
度を中心とする公的扶助制度，貧困状態にある人へ
の支援等を学ぶ。

◎ 社会福祉士の2021年春からのカリキュラムに準拠
　 （30時間）
◎ 貧困の状況と支援する制度を最新情報で解説
◎ 「人権」「権利」「尊厳」に基づく支援ができるソー
 　シャルワーカーの養成をめざす

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修
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貧困に対する支援
岩永理恵／後藤広史／山田壮志郎 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　貧困問題とソーシャルワーカー

第１章　貧困とは何か
　１ 貧困の概念
　２ 貧困の測定

第２章　貧困状態にある人を取り巻く社会環境と
　　　　生活実態
　１ 貧困状態にある人を取り巻く社会環境
　２ 貧困状態にある人の生活実態

第３章　福祉国家と貧困対策・公的扶助
　１ 福祉国家と公的扶助の位置
　２ 公的扶助の誕生
　３ 日本の公的扶助の歴史
　４ 諸外国の公的扶助（社会扶助）１ 韓国
　５ 諸外国の公的扶助（社会扶助）２ ドイツ
　６ 諸外国の公的扶助（社会扶助）３ アメリカ

第４章　生活保護制度
　１ 生活保護制度の原理と原則
　２ 保護の動向
　３ 保護の種類・範囲・方法と基準
　４ 福祉事務所の機能，生活保護の費用・財政
　５ 保護の申請・決定・支援の流れ
　６ 被保護者の権利および義務，不服の申立，
　　 行政訴訟
　７ 保護施設

第５章　多様化する貧困・生活困窮者支援制度
　１ 生活困窮者自立支援法制定の背景と理念
　２ 子どもの貧困対策の推進に関する法律
　３ さまざまな貧困・生活困窮者に対する支援制度

第６章　貧困・生活困窮者に対する支援の実際
　１ 支援の主体とそれぞれの役割
　２ さまざまな支援のありよう①
　　 ──生活保護を利用する母子世帯への支援
　３ さまざまな支援のありよう②
　　 ──ひきこもり状態にある人々への支援
　４ さまざまな支援のありよう③
　　 ──ホームレス状態にある人々への地域支援
　５ さまざまな支援のありよう④
　　 ── 8050問題に対する支援
　６ さまざまな支援のありよう⑤
　　 ──触法・司法福祉

終　章　これからの貧困・生活困窮者問題と
　　　　ソーシャルワーカー

さくいん
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A5判美装/248頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09381-6　2022年5月刊行

社会福祉士養成の新カリキュラムに対応したテキス
ト。貧困に関連する各種制度の理念や考え方，貧困
や公的扶助を取り巻く社会情勢，歴史等の事柄につ
いて，それらを学び理解することの重要性を示しな
がら丁寧に解説する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
　 23巻予定）
◎ 社会福祉士養成の新カリキュラム科目「貧困に対する支
　 援」に対応した，わかりやすく，読みやすく，理解しや
　 すい基本書
◎ エンパワメントの視点をもつ支援者を育成することを意
　 図し，社会福祉士養成や社会福祉分野の業務に携わる執
　 筆陣がそれぞれの問題意識を積極的に伝える

杉本敏夫 監修
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貧困に対する支援
金子 充／田中秀和／中村 健／立花直樹 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて 

プロローグ　貧困に対する支援を学ぼうと
　　　　　　している方々へ 

　第Ⅰ部　貧困状態にある人の理解，
　　　　　支援の意義・理念・歴史 
第１章　貧困の概念と公的扶助の意義・範囲
　１ 貧困・低所得・生活困窮とは何か
　２ 貧困の概念 
　３ 公的扶助の意義と範囲 
　４ 貧困や公的扶助をめぐる課題 

第２章　貧困状態にある人と社会環境
　１ 貧困の現実を切り取る 
　２ 就労の状況と背景 
　３ 住居の状況と背景 
　４ 家族の状況と背景 
　５ 健康の状況と背景 
　６ 教育の状況と背景 
　７ 負債の状況と背景 

第３章　貧困状態にある人に対する
　　　　福祉の理念
　１ 貧困と福祉 
　２ 貧困と資本主義社会 
　３ 福祉の理念 
　４ 基本的人権の尊重と貧困の解消

第４章　貧困観とスティグマ 
　１ 貧困観とは何か 
　２ 公的扶助におけるスティグマ 
　３ 貧困観と貧困意識 
　４ 貧困観の転換と貧困の発見 

第５章　世界における貧困に対する制度の
　　　　歴史 
　１ エリザベス救貧法の誕生 
　２ 改正救貧法成立への展開 
　３ ｢貧困の発見」以降の貧困に対する制度
　４ 福祉国家の成立と展開 

第６章　日本における貧困に対する制度の
　　　　歴史 
　１ 第二次世界大戦以前の救貧制度
　２ 生活保護法と憲法第25条の制定
　３ 生活保護法の運用と法律改正に向けた
　　 準備 
　４ 新しい生活保護法の制定 

　第Ⅱ部　貧困に対する支援の制度と体系
第７章　生活保護法の概要と役割 
　１ 生活保護の基本 
　２ 被保護者の権利と義務 
　３ 保護の種類・内容，その他の給付
　４ 保護施設 
　５ 生活保護の動向 
第８章　生活困窮者自立支援制度の概要と
　　　　役割 
　１ 生活困窮者自立支援制度創設の背景
　２ 生活困窮者自立支援制度の理念
　３ 支援対象者の考え方 
　４ 制度の概要 
第９章　低所得者対策の概要と役割 
　１ 生活福祉資金貸付制度 
　２ 低所得者支援に関連する制度 
　３ 低所得者対策の課題 
第10章　ホームレス対策の概要と役割
　１ ｢ホームレス」とはどのような「状態」を
　　 意味しているか 
　２ ホームレス対策の概要 
　３ ホームレス対策の現状と課題 
　４ ホームレス対策における今後の展望
　５ ホームレス支援におけるソーシャルワーク
　　 の可能性 
第11章　貧困に対する支援における関係機関
　　　　の役割 
　１ 国と自治体の役割関係 
　２ 福祉事務所 
　３ 自立支援組織 
　４ その他の関係機関 
　５ 貧困に対する支援における関係機関の
　　 課題 
第12章　貧困に対する支援における専門職の
　　　　役割 
　１ 貧困問題に関わる専門職等 
　２ 貧困問題における専門職としての
　　 ソーシャルワーカー 
　３ 生活保護訴訟運動と専門職 

　第Ⅲ部　貧困に対する支援の実際 
第13章　生活保護制度における専門職の役割
　　　　と自立支援 
　１ 生活保護制度における専門職 
　２ 生活保護制度における自立支援
　コラム１ 福祉事務所以外の支援機関・
　　　　　  支援者 
　コラム２ 各地の自主勉強会 
第14章　生活困窮者自立支援制度における
　　　　専門職の役割と自立支援 
　１ 生活困窮者を支える自立相談支援機関
　２ 専門職に期待される役割 
　３ 生活困窮者自立支援制度における
　　 自立支援 
　コラム ｢民から公へ」制度をいかすために
 
第15章　生活福祉資金貸付制度にみる専門職
　　　　の役割と自立支援 
　１ 生活困窮者に対する援助・救済における
　　 専門職の役割 
　２ 低所得者支援における専門職の役割
　３ 生活福祉資金貸付制度の課題と対策
　コラム１ 教育格差をなくすための取り組み
　コラム２ より身近に相談できる場所づくり
第16章　多機関および多職種，住民，企業等の
　　　　協働による地域づくり
　１ 貧困に対する民間支援活動とは
　２ 貧困に対する民間支援活動における
　　 ソーシャルワーカーの役割 
　３ 貧困に対する地域福祉活動の具体例１
　　 ――子ども食堂 
　４ 貧困に対する地域福祉活動の具体例２
　　 ――ホームレス・簡易宿泊所街の支援活動
　５ 貧困に対する民間支援活動のこれから
　コラム１ 簡易宿泊所街の精神科デイケアの
　　　　　 グループワーク実践 
　コラム２ フードパントリーと生活困窮
　　　　　 シングルマザー等支援 
エピローグ　貧困に対する支援の動向と展望
　１ わが国における貧困の動向
　　 ――新型コロナウイルスの影響を
　　　　 題材として 
　２ わが国における貧困に対する支援の動向
あとがき／さくいん
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保健医療と福祉［第２版］
小原眞知子／今野広紀／竹本与志人 編著

保
健
医
療
と
福
祉

新　刊

B5判美装/240頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09572-8　2023年4月刊行

社会福祉士の活躍する現場に密接な関係にある保
健・医療制度に関する知識を，わかりやすく解説。
具体的な医療ソーシャルワークの事例も収録。近年
の診療報酬改正，医療法改正を踏まえ改定した最新
版。

◎ 社会福祉士の仕事をしていく上で，どの分野でも密接
　 にかかわる保健医療制度の知識をわかりやすく解説
◎ 近年の診療報酬改正，医療法改正を踏まえ改定した最
　 新版

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　保健医療の動向と社会福祉
　１ 人口構造と疾病構造の変化
　２ 医療施設から在宅医療へ
　３ 保健医療における福祉的課題
　４ 保健医療の政策の動向
　５ 保健医療サービスと
　　 医療ソーシャルワーカー

第１章　医療保険制度
　１ 医療保険制度のしくみ
　２ 医療保険制度の沿革
　３ 医療保険制度の特徴と種類
　４ 医療保険の給付と負担
　５ 高齢者の医療制度

第２章　公費負担医療制度
　１ 公費負担医療制度のしくみ
　２ 公費負担医療の種類とその概要

第３章　医療費に関する政策動向
　１ 国民医療費の動向
　２ 今後の医療費政策の動向

第４章　診療報酬
　１ 保険診療のしくみ
　２ 診療報酬制度と改定の概要
　３ 介護報酬との関係
　４ 高齢者のケアを支援する診療報酬制度
　５ 社会福祉士と診療報酬制度

第５章　保健医療サービスと医療施設
　１ 保健医療サービスの歴史的変遷
　２ 日本における医療給付体制
　３ 医療施設のしくみ
　４ 政策医療

第６章　保健医療サービスと保健医療対策
　１ 第一次～第四次医療法改正の概要

　２ 第五次医療法改正と患者視点の
　　 医療体制の構築
　３ 第五次医療法改正以後の保健医療対策
　　 の動向
　４ 地域医療計画の概要
　５ 薬剤耐性（ＡＭＲ）対策
　６ 保健所と保健センターの役割

第７章　保健医療にかかる倫理
　１ 医療現場における倫理的課題
　２ 意思決定支援
　３ 倫理のあり方
　４ 臨床倫理の原則と検討法

第８章　保健医療サービスにおける専門職
　　　　の役割
　１ 保健医療従事者と医療行為
　２ 医療情報と医療安全
　３ 医療従事者と国家資格
　４ 医師・歯科医師・薬剤師の役割と養成
　５ 保健師・助産師・看護師の役割と養成
　６ その他の医療関係職種の役割と養成

第９章　疾病にともなう生活課題と
　　　　医療ソーシャルワーカー
　１ 医療ソーシャルワークとは
　２ 医療ソーシャルワークの特徴
　３ 医療ソーシャルワーカーの役割

第10章　医療ソーシャルワーカーの歴史
　１ イギリスにおける医療ソーシャルワーカー
　　 の歴史
　２ アメリカにおける医療ソーシャルワーカー
　　 の歴史
　３ 日本における医療ソーシャルワーカー
　　 の歴史

第11章　医療ソーシャルワーカー業務指針
　　　　とソーシャルワーク実践
　１ 医療ソーシャルワーカー業務指針
　２ 医療ソーシャルワーカーの主な業務

第12章　保健医療関係者との連携と実際
　１ 保健医療領域における連携，協働の意義
　２ 医療ソーシャルワーカーと医師・保健師・
　　 看護師等との連携の方法と実際
　３ 医療チームアプローチの方法と実際
　４ 医療ソーシャルワーカーと保健医療
　　 従事者との連携の方法と実際
　５ 救急・災害医療の現場における連携の
　　 方法と実際

終　章　保健医療における福祉の未来と
　　　　展望
　１ 保健医療における福祉の必要性
　２ 保健医療における
　　 医療ソーシャルワーカーの必要性と危機
　３ 保健医療における
　　 医療ソーシャルワーカーへの期待

資料１　医療政策動向の年表
資料２　医療ソーシャルワーカー業務指針

さくいん

●コラム
　１ 療養中の心理的・社会的問題の解決，
 　　調整援助
　２ 退院援助
　３ 社会復帰援助
　４ 受診・受療援助
　５ 経済的問題の解決，調整援助
　６ 地域活動
　７ 患者の精神的不調への支援における
 　　医療ソーシャルワーカーの役割
　８ アルコール依存症治療におけるSBIRTS
　９ 医療ソーシャルワーカーと救急隊員の
 　　連携による早期介入システム
　10 災害時における医療ソーシャルワーカー
 　　の役割
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A5判美装/236頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09459-2　2022年9月刊行

社会福祉士養成カリキュラム「保健医療と福祉」の
テキスト。保健医療に関係する政策や制度の動向，
現代の保健医療領域においてソーシャルワーカーに
どのような働きが求められているのかをわかりやす
く示す。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
　 23巻予定）。わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基
 　本書
◎ 社会福祉士養成カリキュラム「保健医療と福祉」の科目内
 　容に対応したテキスト
◎ 事例やコラムで保健医療分野におけるソーシャルワーク実
　 践のイメージをもてる

杉本敏夫 監修
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保健医療と福祉
中島 裕／坂本雅俊 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　保健医療の動向と政策，制度
第１章　保健医療の動向
　１ 国民医療費の推移
　２ 疾病構造の変化
　３ わが国の医療体制
　４ 保健医療における福祉的課題
　コラム 生活を分断しない医療へ

第２章　保健医療の制度
　１ 医療保険制度
　２ 労働者災害補償保険
　３ 公費負担医療制度
　４ 無料低額診療事業
　５ 診療報酬制度
　６ 保健医療の制度とソーシャルワーカー
　コラム 保険の給付とならない診療とは

第３章　保健医療の政策とサービス
　１ 医療法の概要
　２ 医療提供施設
　３ 保健医療対策
　コラム クライエントの生きてきた世界を
 　　　　見つめる

　第Ⅱ部　保健医療の倫理と専門職
第４章　医療ソーシャルワークの倫理
　１ 医療分野における倫理綱領
　２ 医療ソーシャルワーカーの倫理
　３ 医療ソーシャルワーカーの利用者に
　　 対する倫理責任
　コラム 事例検討や実習における患者情報
 　　　　の扱い

第５章　医療専門職
　１ 医療専門職とは
　２ 医師
　３ 看護師
　４ コメディカルという言葉の変遷

　コラム 原点に還る
 　　　　――ＢＰＳモデルとソーシャルワーク

第６章　社会福祉専門職
　１ 社会福祉専門職とは
　２ 社会福祉士
　３ 精神保健福祉士
　４ 介護福祉士
　５ ３福祉士の就労状況
　６ ３福祉士と診療報酬
　７ ボランティア
　コラム 今後の福祉現場における
　　　　 人材確保の課題

第７章　施設内連携
　１ 保健医療サービスとＩＰＷ・ＩＰＥ
　２ 地域連携パスにおけるＩＰＷ
　３ 地域連携とソーシャルワーク
　コラム 医療と社会福祉の専門職文化の
 　　　　違いを越えて

第８章　地域医療連携
　１ 日本の医療保障における地域医療連携
　２ 地域医療連携の歴史的経緯
　３ 地域医療における連携
　４ 地域医療連携における在宅医療
　５ 地域医療と地域住民をつなぐ
 　　ソーシャルワーカー
　コラム 連携は何のため？

第９章　地域包括ケアシステム
　１ 地域包括ケアシステムの理解
　２ 地域医療とケアシステムの連携
　コラム 会議を単発イベントで終わらせ
 　　　　ないために

　第Ⅲ部　保健医療領域における
　　　　　社会福祉士の役割と実践
第10章　医療ソーシャルワークの専門性
　１ 医療ソーシャルワークのジェネリック
　　 とスペシフィック

　２ 専門的価値と倫理
　３ 専門的知識と技能
　コラム ミクロ・メゾ・マクロの
 　　　　ソーシャルワーク実践

第11章　医療ソーシャルワークのあゆみ
　１ イギリスとアメリカにおける医療
 　　ソーシャルワークの起源
　２ 日本の医療ソーシャルワークのあゆみ
　コラム 医療ソーシャルワークの起源と
 　　　　現状を比較して

第12章　保健医療領域における社会福祉士
　　　　の役割と機能
　１ 医療ソーシャルワーカー業務指針策定の
　　 経緯
　２ 医療ソーシャルワーカーの業務の範囲
　３ 医療ソーシャルワーカーの業務の方法等
　４ 医療ソーシャルワーカー業務に必要な
　 　環境整備
　５ 医療ソーシャルワーカーの役割と機能
　コラム 終末期医療におけるＭＳＷの
　　　　 役割と機能

第13章　保健医療領域における社会福祉士
　　　　の実践
　１ 入院中の支援の実際
　２ 退院支援の実際
　３ 認知症患者への支援の実際
　４ 看取り支援の実際
　５ 災害支援の実際
　コラム 省察学習のすすめ

巻末資料
おわりに
さくいん



A5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09552-0　2023年3月刊行

政治・経済・社会および福祉先進国である北欧など
の動向も見据えた上で，保健医療制度の持続可能性
を高めるための手法と社会構造を掴むために求めら
れる視点をわかりやすく解説。章末には福祉現場の
実態が掴める事例等を掲載。

◎ 日本の政治・経済・社会および福祉先進国である北欧
　 などの動向も見据えた内容
◎ 保健医療サービス制度の持続可能性を高めるための視
 　座を提示

入門 保健医療と福祉

川村匡由 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　保健医療の動向
　１ 疾病構造の変化
　２ 医療施設から在宅医療へ
　３ 保健医療における福祉的課題

第２章　保健医療に係る倫理
　１ 自己決定権の尊重
　２ 保健医療に係る倫理
　３ 倫理的課題

第３章　医療保険制度
　１ 医療サービス──国民医療費の内訳とその動向
　２ 医療保険制度の仕組み
　３ 労働者災害補償保険，傷病手当金，
　 　特定疾患医療費助成制度

第４章　診療報酬制度の概要
　１ 診療報酬制度の概念
　２ 診療報酬制度の体系
　３ 関連制度

第５章　医療施設
　１ 病院（特定機能病院・地域医療支援病院）
　２ 医療提供施設開設の手続き
　３ 病院や病床の機能分化

第６章　保健医療対策
　１ 保健所の役割
　２ 医療計画──地域医療の指針
　３ ５疾病（がん，脳卒中，心筋梗塞等の心血管疾患，
　　 糖尿病，精神疾患）
　４ ５事業（救急医療，災害時における医療，へき地
　 　の医療，周産期医療， 小児医療）
　５ 薬剤耐性（AMR）対策

第 7 章　保健医療領域における専門職の役割と連携
　１ 保健医療領域における専門職
　２ 保健医療領域における連携

第８章　保健医療領域における支援の実際
　１ 保健医療領域におけるソーシャルワーカーの役割
　２ 保健医療領域における支援の実際

第９章　保健医療と福祉の課題と展望
　１ 社会福祉士・医療ソーシャルワーカーなどの
　　 業務独占化
　２ 保険医療機関のガバナンス（院内協治）の重視
　３ 保健医療圏域の普及・啓発
　４ ケアコーディネーションの復活
　５ 無医地区の解消

あとがき
索　　引
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A5判美装/228頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09343-4　2022年1月刊行

保健医療福祉行政論の教科書。最新の動向を押さえ
つつ，これまでの制度の変遷ならびに制度の基盤と
なる理論について丁寧に解説。改訂版では，新型コ
ロナウイルス感染症をめぐる動向などを加筆。

◎ 保健医療福祉行政論での使用を念頭においた教科書
◎ 制度の変遷ならびに制度の基盤となる理論について
　 丁寧に解説
◎ 改訂版では，新型コロナウイルス感染症をめぐる動
　 向などを加筆

保健医療福祉行政論［改訂版］

府川哲夫／磯部文雄 著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　衛生サービス
　１ 保健医療福祉行政の仕組み
　２ 保健衛生行政
　３ 公衆衛生
　４ 地域保健

第２章　医療サービス
　１ 医療サービスと財政
　２ 医療提供体制
　３ 高齢者医療
　４ 日本の医療サービスの特徴と課題

第３章　介護サービス
　１ 介護保険成立の背景
　２ 介護保険制度と財政
　３ 介護提供体制
　４ 介護マンパワー
　５ これからの高齢者介護

第４章　社会福祉サービス
　１ 現在の社会福祉
　２ 生活保護
　３ 高齢者福祉
　４ 障害者福祉
　５ 児童家庭福祉
　６ 地域福祉
　７ 貧困問題

第５章　保健医療福祉財政
　１ 国の保健医療福祉予算
　２ 日本の社会保障の規模
　３ 地方財政
　４ 地方の衛生・福祉財政
　５ 利用者負担
　６ 民間社会福祉事業

第６章　保健医療福祉の計画と評価
　１ 地方自治体の保健医療福祉計画
　２ 計画策定のプロセス
　３ 計画の推進と評価

終　章　保健医療福祉行政の今後の展望
　１ 欧米５カ国との対比でみる日本の医療・介護の状況
　２ 今後求められる保健医療福祉行政
　３ 読者へのメッセージ

索　引

［コラム］
　　　食中毒の被害防止
　　　国立公衆衛生院（現・国立保健医療科学院）
　　　健康寿命
　　　ＷＨＯたばこ規制枠組条約
　　　ライシャワー事件
　　　医療 coverage
　　　医薬品被害と保険
　　　厚生労働省の危機管理
　　　医薬品被害の防止
　　　胃ろうと終末期医療
　　　評価される日本の医療費の仕組み
　　　ドイツの公的介護保険――日本との類似点・相違点
　　　イギリスのケアマネジメント
　　　朝日訴訟（生活保護）
　　　認知症高齢者数
　　　各国の児童手当
　　　1.57 ショック
　　　生活保護と暴力団
　　　国柄が感じられる財源
　　　社会保障と経済成長
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B5判美装/216頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09051-8　2020年12月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「刑事
司法と福祉」のテキスト。該当カリキュラムを包含
した内容を，学びやすく編成。刑事司法への職域の
広がりに対応し，的確な社会復帰支援を行うための
知識を学ぶ。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からの
　 カリキュラムに準拠（30時間・共通科目）
◎ 刑事司法を取巻く状況と制度を最新情報で解説
◎ 刑事司法分野への職域の広がりに対応した内容
◎ 実際の職場や職種の紹介をコラムで行う

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 15

刑事司法と福祉
蛯原正敏／清水義悳／羽間京子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　刑事司法と福祉

第１章　刑事司法における近年の動向とこれを
　　　　取り巻く社会環境
　１ 刑事司法における近年の動向
　２ 刑事司法を取り巻く社会環境
　３ 社会福祉士及び精神保健福祉士の役割

第２章　刑事司法
　１ 刑法とは
　２ 刑事事件の手続，処遇

第３章　少年司法
　１ 少年法とは
　２ 少年事件の手続・処遇

第４章　更生保護制度の概要
　１ 制度の概要　
　２ 仮釈放等
　３ 保護観察
　４ 生活環境の調整
　５ 更生緊急保護
　６ 犯罪予防活動

第５章　更生保護の担い手
　１ 保護観察官
　２ 保護司
　３ 更生保護事業の担い手としての更生保護施設
　４ 民間協力者
　５ 関係機関・団体との連携

第６章　医療観察制度
　１ 制度の概要
　２ 処遇の流れと内容
　３ 関係機関・団体との連携

第７章　犯罪被害者支援
　１ 犯罪被害者の法的地位
　２ 犯罪被害者支援に関する制度
　３ 更生保護における犯罪被害者支援
　４ 団体・専門職等の役割と連携

終　章　刑事司法における福祉の役割と今後の展望

さくいん

●コラム
　１ 恩赦と社会復帰支援
　２ 就業支援センター
　３ 薬物依存者の回復支援
　４ 地域生活定着支援センター
　５ 保護観察官
　６ 保護司
　７ 更生保護施設
　８ ＢＢＳ活動とユースボランティア
　９ 就労支援
　10 社会復帰調整官
　11 犯罪被害者支援



A5判美装/264頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09554-4　2023年3月刊行

社会福祉士および精神保健福祉士養成カリキュラム
「刑事司法と福祉」のテキスト。刑事司法と福祉の
一層の連携のための学びを，初学者から実践者・専
門家まで幅広い読者が得ることができる。2022年の
刑法等改正を反映した最新の内容。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）。社会福祉士および精神保健福祉士養成カリキュラ
　ム「刑事司法と福祉」の科目内容に対応したテキスト
◎ 実務に精通する執筆陣による詳細かつわかりやすい解説
◎ 2022年の刑法等改正を反映した最新の内容

杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 20　

刑事司法と福祉
相谷 登／今福章二／椿 百合子 編著

ここが
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!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　犯罪や非行をした人が抱える
　　　　　問題と社会
第１章　犯罪や非行の動向
　１ 犯罪の動向
　２ 少年非行の動向
　３ 再犯・再非行の動向
　コラム１ 日本の治安は悪くなっているのか　

第２章　再犯・再非行を防止するための近年の取組
　１ 再犯防止推進施策の経緯
　２ 再犯防止推進法と再犯防止推進計画
　３ 再犯・再非行防止に向けた社会復帰支援
　コラム２ 修復的司法　

第３章　社会福祉士・精神保健福祉士の役割
　１ 刑事司法と福祉の連携
　２ 社会福祉士・精神保健福祉士の業務
　３ 刑事司法関係機関の職員等との協働
　コラム３ 多重な生きにくさを理解する　

　第Ⅱ部　犯罪や非行に関する法制度の基本
第４章　刑事事件に関する法制度
　１ 刑　法
　２ 刑事事件
　３ 刑事施設での処遇

第５章　少年事件に関する法制度
　１ 少年法とその基本的な考え方
　２ 少年事件の手続
　３ 非行少年に対する処分（処遇）
　コラム４ 少年審判と試験観察

　第Ⅲ部　犯罪や非行をした人に対する施設内処遇
　　　　　や児童福祉支援
第６章　矯正施設における処遇
　１ 刑事施設
　２ 少年院
　３ 少年鑑別所
　４ 婦人補導院
　コラム５ 塀の中の福祉的支援　

第７章　児童相談所・児童福祉施設における支援
　１ 児童福祉法と非行少年への対応
　２ 児童相談所の役割と責務
　３ 児童相談所における非行児童とその家族への
　　 支援
　４ 児童相談所運営指針にみる非行相談の特徴
　５ 少年非行と児童自立支援施設
　６ 児童自立支援施設における支援
　７ 児童自立支援施設の現在的課題
　８ 「新しい社会的養育ビジョン」のもとの
　　 児童自立支援施設とは
　コラム６ 社会的養護の中での児童自立支援施設
　　　　　 の役割　

　第Ⅳ部　犯罪や非行をした人に対する更生保護
　　　　　制度
第８章　更生保護制度の概要
　１ 更生保護とは
　２ 更生保護制度の成り立ち
　３ 更生保護の基本法制
　４ 更生保護の組織
　コラム７ 更生保護行政の組織理念　

第９章　生活環境の調整・仮釈放等
　１ 矯正施設収容中の者に対する生活環境の調整
　２ 仮釈放等
　コラム８ 保護観察所における職員の意識改革と
　　　　　 体制の整備　

第10章　保護観察
　１ 保護観察のあらまし
　２ 事例でみる保護観察
　コラム９ 保護司の仕事　

第11章　更生緊急保護・更生保護施設
　１ 更生緊急保護
　２ 更生保護事業
　３ 更生保護法人と更生保護施設
　コラム10 息の長い支援　

第12章　関係機関・団体との連携
　１ 関係機関・団体との連携の意義・必要性
　２ 就労支援が必要な者への支援
　３ 住居支援が必要な者への支援
　４ 修学支援が必要な者への支援
　５ 保健・医療・福祉的支援が必要な者への支援

　６ 嗜癖や依存の問題を抱える者に関する連携
　７ その他の連携
　８ 関係機関・団体との連携の実践
　コラム 11 地域再犯防止推進モデル事業　

第13章　民間協力者と犯罪予防活動
　１ 更生保護における民間協力者
　２ 犯罪予防活動
　コラム12 更生保護の担い手の変化　

　第Ⅴ部　精神障害者の社会復帰と医療観察制度
第14章　医療観察制度の概要と処遇の流れ
　１ 医療観察制度の概要
　２ 審判・処遇の流れと内容

第15章　保護観察所と社会復帰調整官の役割
　１ 保護観察所
　２ 生活環境調査
　３ 生活環境の調整
　４ 精神保健観察
　５ 関係機関相互間の連携の確保
　６ 民間団体等との連携協力及び地域住民等への
　　 配慮
　７ 事例でみる医療観察
　コラム13 社会復帰調整官の新設　

　第Ⅵ部　犯罪被害者に対する刑事司法における
　　　　　支援
第16章　犯罪被害者の法的地位と犯罪被害者支援
　　　　制度
　１ 犯罪被害者の法的地位
　２ 犯罪被害者支援に関する制度
　３ 団体・専門職等の役割と連携

第17章　更生保護における犯罪被害者支援
　１ 更生保護における犯罪被害者等施策の意義
　２ 更生保護における犯罪被害者等施策の内容
　３ 更生保護における犯罪被害者等施策の今後
　　 ――犯罪被害者の思いに応える更生保護の
　　 　　実現に向けて
　コラム14 被害者担当保護司として　

おわりに――刑事司法と福祉の一層の連携に向けて
さくいん
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B5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09098-3　2021年4月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「医学
概論」のテキスト。該当カリキュラムを包含した内
容を，学びやすく編成した。多職種連携が求められ
る現場で，ソーシャルワーカーの役割を果たすため
の知識を学ぶ。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカリ
　 キュラムに準拠（30時間・共通科目）
◎ ソーシャルワーカーとして連携することの多い医　 
　 療分野を理解するために必要な知識を，最新情報でわ
　 かりやすく説明

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 16　　　　　

医学概論
黒田研二／鶴岡浩樹 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　ソーシャルワーカーになぜ医学が必要か
　１ 「医学」の範囲
　２ 医学概論の学修が必要な理由
　３ 他職種とくに医療職との連携の必要性

第１章　ライフステージにおける心身の変化と
　　　　健康課題
　１ 身体の成長と発達
　２ 精神の成長と発達
　３ 身体の加齢・老化
　４ 精神の加齢・老化
　５ ライフステージ別の健康課題

第２章　健康および病気・疾病のとらえ方
　１ 健康の概念
　２ 疾病・病気の概念

第３章　身体構造と心身機能
　１ 人体の部位と名称
　２ 器官系と臓器の役割
　３ 主な症状とその意味

第４章　疾病の概要
　１ 疾病の発生機序
　２ 病変の成立機序
　３ 疾病の概要と予防・治療
　４ 疾病にかかわる知っておきたい知識

第５章　障害の概要
　１ 障害のとらえ方
　２ 身体障害

　３ 精神障害
　４ 発達障害
　５ 知的障害
　６ 認知症

第６章　ＩＣＦとリハビリテーション
　１ リハビリテーションの概要と範囲
　２ 国際生活機能分類

第７章　公衆衛生
　１ 公衆衛生の考え方
　２ 健康の決定要因
　３ ヘルスプロモーションと健康づくり政策
　４ 感染症対策
　５ 母子保健
　６ 成人保健
　７ 高齢者保健
　８ 精神保健
　９ 難病保健と障害者の自立支援医療
　10 学校保健
　11 産業保健
　12 災害保健医療および健康危機管理

第８章　医療・介護・福祉の連携と統合
　１ 地域包括ケアにおける医療の位置づけ
　２ 医療と介護
　３ 多職種連携（ＩＰＷ）
　４ 地域共生社会に向けて

終　章　これからの医療とソーシャルワーカー

さくいん
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B5判美装/280頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09429-5 　2022年6月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の科目「心理
学と心理的支援」のテキスト。該当カリキュラムを
包含した内容を学びやすく編成した。多職種連携が
求められる現場で，役割を果たすために必要な心理
学の知識を学ぶ。

◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の2021年春からのカリ　 
　 キュラムに準拠（30時間・共通科目）
◎ ソーシャルワーカーとして連携することの多い心理
　 分野を理解するために必要な知識を，最新情報でわ
　 かりやすく説明

岩崎晋也／白澤政和／和気純子 監修

新・MINERVA社会福祉士養成テキストブック 17　　　　　

心理学と心理的支援
加藤伸司／松田 修 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　心の理解と福祉的支援

第１章　心理学の歴史と対象
　１ 近代心理学誕生以前の歴史
　２ 近代心理学の誕生
　３ 20世紀の心理学
　４ 心理学の領域と対象

第２章　心を探究する方法の発展
　１ 認知行動科学
　２ 環境との相互作用：生態学的視点
　３ 遺伝×環境
　４ 進化心理学的アプローチ

第３章　心の働きと行動
　１ 心と脳
　２ 欲求・動機づけと行動
　３ 適応・不適応
　４ 感情・情動（情緒）

第４章　認知と知能
　１ 感じること・とらえること──感覚・知覚・認知
　２ 覚えること・忘れること──学習・記憶
　３ 考えること・創り出すこと──知能・創造性・思考

第５章　個人と社会
　１ 人と環境
　２ 人格・性格
　３ 他者と集団

第６章　人の成長・発達と心理
　１ 発達の見方と発達の要因
　２ 胎児期から児童期まで
　３ 思春期から壮年期まで
　４ 高齢期
　５ 障害と発達

第７章　現代の心を取り巻く課題
　１ 発達障害（神経発達症）
　２ うつ
　３ 児童虐待
　４ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）
　５ 高齢者虐待
　６ 認知症

第８章　日常生活と心の健康
　１ ストレッサー／コーピング
　２ ストレスと心の健康
　３ ソーシャルサポートとヘルスケアシステム
　４ ストレスマネジメント

第９章　心理学的アセスメント
　１ 人を理解するためのアセスメント
　２ 発達検査
　３ 知能検査
　４ 認知機能検査
　５ 質問紙法性格検査
　６ 投影法性格検査

第10章　カウンセリングの概念と範囲
　１ カウンセリングの目的・対象・方法
　２ ピアカウンセリングの目的・方法
　３ ブリーフセラピー
　４ カウンセリングとソーシャルワークとの関係

第11章　心理療法の概要と実際
　１ 基本的な技法
　２ 精神分析
　３ 遊戯療法
　４ 行動療法
　５ 家族療法
　６ 心理劇
　７ ＳＳＴ（社会生活技能訓練）
　８ 集団療法

終　章　心理的支援の課題と展望
　１ 心理の専門職
　２ 多職種協働による心理的支援

さくいん
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A5判美装/264頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09157-7　2022年3月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成課程の新カリキュ
ラムに対応。初学者向けの入門書として，基本的な
心理学の知識や考え方をわかりやすく身近な表現で
解説する。心理学の教科書でありつつ，福祉の視点
を大切にした内容。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全
 　23巻予定）。社会福祉士・精神保健福祉士養成の新カリ
 　キュラムに対応した，わかりやすく，読みやすく，理解
 　しやすい基本書
◎ 心理学と社会福祉学のつながりがイメージできるテキスト
◎ 心理学からの学びと社会で働くこととがどのように関連
 　するか，医療・教育・福祉等の分野で働く人たちによる
 　コラムでその実際を伝える

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 2　

心理学と心理的支援
宇惠 弘／多田美香里／木村志保 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　心へのアプローチ
第１章　萌芽期――心理学の起源
　１ 心理学のはじまり
　２ 心をめぐる２つの論争
　３ 二元論から暗黒時代へ
　４ イギリスの経験論哲学者の登場
　５ 感覚・知覚の研究と精神物理学

第２章　発展期――心理学の発展と対象
　１ 科学としての心理学の誕生
　２ 心理学の三大潮流

第３章　展開期――心理学の様々な視点
　１ 生態学的心理学
　２ 進化心理学的アプローチ
　３ 認知行動科学
　４ 行動遺伝学

コラム１　デイケアセンターの仕事と心理学
　
　第Ⅱ部　心の表現
第４章　生まれ持ったもの
　１ 脳の構造
　２ 神経機能
　３ 遺伝

第５章　気持ちとやる気
　１ 感情の仕組み・機能
　２ 動機づけ理論

第６章　見え方と感じ方
　１ 感覚モダリティ
　２ 知覚の情報処理過程
　３ アフォーダンス

第７章　動き（行動）を身につける
　１ 適応のための行動の変化
　２ 馴化・鋭敏化
　３ 古典的条件づけ
　４ 道具的条件づけ

コラム２　市役所の仕事と心理学　

第８章　覚え方と考え方
　１ 記憶・注意
　２ 思考
　３ 認知バイアス

第９章　わたしとあなた
　１ 知能
　２ パーソナリティ

第10章　わたしとみんな
　１ 対人関係
　２ 集団・組織
　３ 自己

　第Ⅲ部　心の広がり
第11章　心の広がり方
　１ 発達の定義
　２ ライフステージと発達課題

コラム３　母子生活支援施設の仕事と
　　　　　心理学　

第12章　心の広げ方
　１ 認知発達理論
　２ 言語発達
　３ アタッチメント理論
　４ 道徳性の発達

コラム４　認定こども園の仕事と心理学　

　第Ⅳ部　心のトラブルと快復
第13章　心のトラブルと不適応の理論
　１ 不適応の理論
　２ ストレス理論
　３ 燃え尽き症候群
　４ トラウマ
　５ 依存性

第14章　心の健康
　１ レジリエンス
　２ ＳＯＣ（首尾一貫感覚）

コラム５　地域でのソーシャルワーク実践
　　　　　と心理学　

　第Ⅴ部　心を測り・心を支える
第15章　心を測る
　１ 心理アセスメントの目的と方法
　２ 心理検査を用いた心理アセスメント

第16章　言葉で支える
　１ ソーシャルワークにおける心理的支援
　２ 支持的精神療法
　３ マイクロカウンセリング
　４ 動機づけ面接

第17章　心を支える術
　１ 精神分析
　２ 認知行動療法
　３ 応用行動分析
　４ 家族療法
　５ ブリーフ・セラピー
　６ 対人関係療法
　７ その他の心理療法

第18章　心の専門家――公認心理師

おわりに
人名さくいん／事項さくいん
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B5判美装/196頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08627-6　2021年5月刊行

福祉心理学の基本と福祉領域で働く心理職に求めら
れる知識や視点を学べる一冊。豊富な図表を用いた
わかりやすい解説で，「授業で→試験前に→現場に
出てからも」活用できる，公認心理師カリキュラム
対応テキスト。ブループリント掲載語句も網羅。

◎ 福祉心理学とは何かを押さえ，福祉領域で働く心理職に求
 　められる知識や視点を大切に，重要テーマを網羅して紹介
◎ 大きな紙面に豊富な図表と「重要語句解説」「考えてみよう」
 　「キーワードまとめ」などを盛り込んだ
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を網羅
　 関連法規の紹介とともに，その他重要語句も厳選して紹介

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 17　　　　　　

福祉心理学
渡部純夫／本郷一夫 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
編著者まえがき

第１章　現代社会における福祉をめぐる現状と課題
　１ 福祉心理学とは何か
　２ 現代社会の現状と課題
　３ 共生社会の実現に向けて

第２章　親子のアタッチメン（愛着）関係と支援
　１ アタッチメントの形成
　２ アタッチメントの障害
　３ アタッチメント形成を阻害する要因
　４ アタッチメントの形成への支援
　５ 子育て支援の施策

第３章　児童虐待の理解と支援
　１ 児童を取り巻く虐待の現状
　２ 虐待による発達上の影響
　３ 児童の虐待防止対策と被虐待児への支援

第４章　社会的養護の課題と支援
　１ 社会的養護とは何か
　２ 社会的養護の制度と実施体系
　３ 社会的養護の実際
　４ 社会的養護における心理職の展望

第５章　夫婦間・カップル間暴力への支援
　１ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは
　２ 夫婦再統合に関する事例
　３ 夫婦再統合のための観点

第６章　貧困家庭への支援
　１ 貧困の定義，現状とその影響
　２ 貧困家庭への具体的な支援策
　３ 支援の課題と方向性

第７章　自殺の背景の理解と支援
　１ 自殺の実態と対策の枠組み
　２ 自殺のメカニズムを説明する心理学的理論
　３ 自殺対策における支援

第８章　障害と疾病の理解と支援
　１ 障害者処遇を大きく変えたノーマライゼーション原理
　２ 共生社会の構築に向けて
　３ 障害の分類
　４ 障害者支援の視点

第９章　高齢者の心身機能の特徴
　１ 老年期の心理的適応
　２ 老年期の心理的特徴
　３ 老年期の心理的アプローチ
　４ 高齢者福祉領域における多職種連携

第10章　認知症の理解と支援
　１ 認知症の定義と原因疾患
　２ 認知症の症状とアセスメント
　３ 認知症の人の理解と支援

第11章　介護と高齢者虐待
　１ 高齢者を介護する家族の心理と対応
　２ 介護保険制度と介護サービス
　３ 高齢者虐待の現状と有効な対応

第12章　災害と福祉
　１ 震災と福祉心理学
　２ こころのケアとウェルビーイング
　３ 災害における福祉心理学的援助の考え方

第13章　多職種連携による支援
　１ 福祉心理相談・支援の連携による支援について
　２ 福祉心理相談・支援の事例
　３ 福祉心理相談・支援の多職種連携による支援のまとめ

引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　引
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A5判美装/228頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08718-1　2020年5月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「福祉心理学」
に対応したテキスト。福祉の様々な分野に携わる心
理職として必要な知見や支援の実際を，豊富な実務
経験をもつ執筆者たちが伝える。現場で働くための
基本を学べる一冊。

◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「福祉心理学」に対
　 応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
　 とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
　 を学べる

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 17　　　　　　

福祉心理学
―― 福祉分野での心理職の役割

川畑 隆／笹川宏樹／宮井研治 編著
ここが

ポイント
!!

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉
『福祉心理学』の刊行によせて

序　章　福祉領域の概観
　　　　―― 一人ひとりの幸せを少しずつでも
　１ 福祉領域の公認心理師業務　
　２ 福祉領域の各事項を支える法律等の概略
　
第１章　子ども家庭福祉を見渡す
　　　　――子どもと家庭がより健全に
　　　　　　育まれるために
　１ 子ども家庭福祉臨床の実施機関と地域　
　２ 児童虐待防止と家庭支援　
　３ 社会的養護の概要　

第２章　市町村における子ども家庭支援
　　　　――基礎自治体としての子どもと　
　　　　　　家庭の支援
　１ 乳幼児健康診査と発達相談　
　２ 乳幼児期からの通う場と発達等の相談　
　３ 児童虐待防止・家族支援　
　４ 要保護児童対策地域協議会　
　５ 市町村の子ども家庭支援における心理職
　　 の役割　
　コラム ある心理相談員のインタビューから

第３章　児童相談所や婦人相談所等での
　　　　援助業務
　　　　――子ども・女性・家族相談の成り立ち
　１ 児童相談所における相談・チーム
　　 アプローチ
　２ 児童相談所における司法との連携　
　３ 児童虐待防止の取り組みにおける
　　 児童心理司の役割　
　４ ＤＶ（配偶者からの暴力）への支援　

第４章　子どもの入所施設における支援と課題
　　　　――傷ついた子どもとその家族に
　　　　　　寄り添う 
　１ 社会的養護の心理職　
　２ 児童養護施設の心理職　
　３ 児童心理治療施設の心理職　
　４ 乳児院，母子生活支援施設，児童自立支援
　　 施設等の心理職　

第５章　障害児・者の福祉を見渡す
　　　　――多職種連携の一翼を担うために
　１ 障害とは何か，障害を取り巻く課題　
　２ 障害福祉サービスの利用　
　３ 障害の判定等に関する課題　

第６章　知的障害・発達障害・強度行動障害児・
　　　　者への支援
　　　　――社会全体を見渡して，
　　　　　　一人ひとりに向きあう
　１ 療育手帳交付その他のための判定 
　２ 発達障害児・者への支援 
　３ 強度行動障害への取り組み 

第７章　身体障害児・者等への支援
　　　　――ニーズを共有して，生活に
　　　　　　寄り添う
　１ 重症心身障害児への心理支援　
　２ 視覚障害児・者への心理支援　
　３ 聴覚障害児・者への心理支援　

第８章　高齢者の在宅支援と施設利用者の
　　　　支援
　　　　――利用者と支援者を支えるしくみ
　１ 高齢者福祉の概要　
　２ 在宅支援と施設利用者支援　
　３ 介護職場の現状　
　４ 高齢者施設における心理職の役割と課題

第９章　高齢者心理へのアプローチの実際
　　　　――よりよきアセスメントとケアに
　　　　　　向けて　
　１ 認知症等のアセスメントの実際　
　２ 認知症とともにある人へのトータルケア
　３ 回想法その他の非薬物療法の実際　
　４ 高齢者虐待防止のために　
 
第10章　福祉分野でのその他の取り組み
　　　　――福祉のその先を見据えて
　１ 社会的ひきこもり支援　
　２ 生活困窮者の間接支援　
　３ 子どもの貧困　
　４ 児童虐待の予防を目指した地域づくり
 　　――ほほえみプロデュース
　
第11章　心理職業務への自己視点と他者視点
　　　　からの考察
　　　　――心理職の内と外
　１ 臨床心理学の３要素（アセスメント，
　　 トリートメント，コミュニティ・アプロー
　　 チ）に照らした業務の整理　
　２ 他職種から心理職に求めること　

索　引
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A5判美装/256頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09158-4　2021年5月刊行

社会福祉士・精神保健福祉士養成の新カリキュラム
「社会学と社会システム」に対応した，社会福祉の
専門職をめざす人へ向けた入門テキスト。世の中の
仕組みを理解し，専門職としての力を手に入れるた
めの一冊。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
　 巻予定）
◎ 社会福祉士・精神保健福祉士の新カリキュラムに対応し
 　た，わかりやすく，読みやすく，理解しやすい基本書
◎ 知識を整理する「まとめ」のコーナーで，試験対策をサ
　 ポート

杉本敏夫 監修

最新・はじめて学ぶ社会福祉 3　

社会学と社会システム
山口美和 編著

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　人と共に生きるということ
第１章　人と生きる
　１ 社会の中の私
　２ 必ず覚えたい概念
　３ より良いコミュニケーションの
 　　ために

第２章　現代社会の健康課題と支援
　１ 現代社会における「健康」と課題
　２ 治療と仕事の両立をめざす生活の
 　　あり方
　３ 健康に関連する諸問題と支援

第３章　家族をめぐる概念とその変容
　１ 家族に関する諸概念
　２ 家族関係の変容
　３ 男女共同参画から考える少子化と
 　　子育て
　４ 高齢社会と介護問題
　５ 多様な家族と福祉政策

第４章　「働くこと」を通して見えて
　　　　くるもの
　１ 働き方の多様化
　２ ライフスタイルと仕事
　３ 労働にかかわる諸課題

　第Ⅱ部　私たちが出会うかもしれない
　　　　　困難と，その向き合い方
第５章　格差社会と社会的孤立の諸問題
　１ 拡大する経済格差と増加する貧困層
　２ 教育格差と健康格差
 　　――経済格差がもたらす「格差の
 　　　　再生産｣
　３ 諸外国と比べ大きい日本の男女格差

　４ 社会的孤立の問題
 　　――ソーシャル・キャピタルの
 　　　　欠如に起因

第６章　差別と偏見について考える
　１ 「ラベリング理論」を通して逸脱を
 　　考える
　２ 「スティグマ」を通して差別や偏見
 　　を考える
　３ 「ジェンダー」を通して差別や偏見
 　　を考える

第７章　家族と暴力
　１ 家族の中の暴力
　２ 児童虐待の現状とその予防のために
　３ ＤＶの現状とその解決のために

第８章　災害と復興
　１ 災害に関するいくつかのキーワード
　２ 自然災害と災害対策に関する法律
 　　について
　３ 災害と福祉的支援
　４ 災害ボランティアについて
　５ 誰もが「助かる」まちづくりを

第９章　社会問題と政策
　１ 社会問題とは何か
　２ 公共
　３ 福祉国家と社会保障
　４ 社会変革の担い手
 　　――社会を変える社会運動の展開
　５ 社会問題にかかわる社会政策

　第Ⅲ部　私たちが生きる社会
第10章　生活とコミュニティ
　１ 生活の多様化と態様
　２ コミュニティの概念
　３ コミュニティの重要性を見直す

　４ 新たな都市の形態
　５ つながりの再生

第11章　グローバリゼーション
　１ 日本で生活する外国人の現状
　２ 日本で暮らす外国人の生活課題
 　　――社会保障制度を中心に
　３ 日本で暮らす外国人の生活課題
 　　――教育問題を中心に
　４ 共に創る社会が，やがて共に
 　　生きる社会となる
 　　――人種・エスニシティ・ネーション
 　　　　を超えて

第12章　人口減少社会と環境問題
　１ 人口と社会・経済
 　　――人口に関する基礎知識
　２ 世界人口の動向
 　　――増加ペースを落としながらも
 　　　　拡大
　３ 日本の人口動向
 　　――止まらぬ人口減少と少子高齢化
　４ 深刻化する環境問題
 　　――持続可能な開発に向けて

　第Ⅳ部　社会学の基礎知識
第13章　社会の変化と社会学の流れ
　１ 社会システム
　２ 社会変動

第14章　社会集団と組織
　１ 社会集団
　２ 組織

おわりに
さくいん
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B5判美装/260頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-07834-9　2016年10月刊行

現代における学校の課題と特徴，学校と連携する機
関を取り上げ，スクールソーシャールワークの基礎
理論や方法をわかりやすく解説。子どもをめぐる諸
問題に関する事例も豊富に掲載した，スクールソー
シャールワークの全体像と実際を理解できる一冊。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きでわかりやすく解説
◎ 豊富な事例を通してスクールソーシャルワークの実
　 際が理解できる
◎ 近年のデータや法制度を反映し，現状にあった理解
　 ができる

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスクールソーシャルワーク［第２版］

山野則子／野田正人／半羽利美佳 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
Ⅰ　なぜスクールソーシャルワークが
　　必要なのか
　１ 学校における現代的課題①

　　 問題事象の増加
　２ 学校における現代的課題②

　　 子どもの発達の多様性
　３ 学校における現代的課題③

　　 保護者の要求の背景にある学校
　　 への不安と期待
　４ 学校における現代的課題④

　　 ゆとり教育の後退と教育改革
　５ 学校における現代的課題⑤

　　 学力と貧困
　６ 学校における現代的課題⑥

　　 教員の精神的疲弊
　７ 背景にある子育て環境①

　　 子育て不安，孤立の増加
　８ 背景にある子育て環境②

　　 経済的問題の増加
　９ 背景にある子育て環境③

　　 子どもの生活の変化
　10 背景にある子育て環境④

　　 地域の変化
　11 背景にある子育て環境⑤

　　 マイノリティと社会環境
　　 ――外国籍の子どもたちを取り上げて
Ⅱ　スクールソーシャルワークとは
　１ スクールソーシャルワーカーとは
　２ スクールソーシャルワークの価値
　３ スクールソーシャルワークの目的と役割
　４ スクールソーシャルワーカーと
　　 スクールカウンセラーの違い
　５ スクールソーシャルワークの意義
Ⅲ　スクールソーシャルワークの
　　歴史と動向
　１ アメリカのスクールソーシャルワーク
　２ アメリカのミクロ・メゾ・マクロスクール
　　 ソーシャルワーク
　３ 韓国のスクールソーシャルワーク
　４ 他国のスクールソーシャルワーク
　５ 日本のスクールソーシャルワーク①

　　 スクールソーシャルワーク前史
　６ 日本のスクールソーシャルワーク②

　　 近年のスクールソーシャルワーク
　７ 日本のスクールソーシャルワーク③

　　 最近のスクールソーシャルワーク

　コラム１ ＳＳＷの参考になる制度
　　 イギリスの拡大学校
　コラム２ ＳＳＷの参考になる制度
　　 フィンランドの｢ネウボラ｣制度

Ⅳ　学校教育の特徴
　１ 学校における教育の特徴と
　　 学校「文化」
　２ 教育関係の法律とスクール
　　 ソーシャルワーク
　３ 教育行政の仕組みと学校
　４ 学校の経営と管理
　５ 教育相談・生徒指導体制
　６ 「生徒指導提要」とスクール
　　 ソーシャルワーク
　７ 学校教育の現状と課題
　８ スクールソーシャルワークにおける
　　 教育委員会の役割
　９ 家庭教育，社会教育との関連
　10 コミュニティ・スクールとの関連
Ⅴ　教育（学校）が連携する機関と
　　その機能
　１ 福祉関係の法律とスクール
　　 ソーシャルワーク
　２ 児童相談所の機能
　３ 福祉事務所の機能
　４ 自立相談支援機関の機能
　５ 市町村と要保護児童対策地域
　　 協議会
　６ 児童福祉施設の機能
　７ 保健所・保健センターの機能と
　　 地域の病院の機能
　８ 配偶者暴力相談支援センター・婦人
　　 相談所の機能――ＤＶ被害者支援
　９ 発達障害者支援センター・教育
　　 センターの機能
　10 オルタナティブ教育機関
　　 （フリースクール等）の機能
　11 家庭裁判所・少年院の機能
　12 司法領域（刑事司法制度）における
　　 ソーシャルワークの機能
Ⅵ　スクールソーシャルワークの
　　基礎理論
　１ 岡村理論とスクールソーシャルワーク
　２ システム理論におけるスクール
　　 ソーシャルワーク
　３ エコロジカル・アプローチにおける
　　 スクールソーシャルワーク
　４ 協働理論におけるスクール
　　 ソーシャルワーク
　５ ジェネラリスト・ソーシャルワークと
　　 スクールソーシャルワーク
　６ 教育福祉とスクールソーシャルワーク
　７ グループワークとスクールソーシャル
　　 ワーク

　８ 修復的対話とスクールソーシャル
　　 ワーク
　９ コミュニティワークと スクール
　　 ソーシャルワーク
Ⅶ　スクールソーシャルワークの
　　展開過程
　１ ミクロ実践の展開過程①

　　 スクールソーシャルワークにおける
　　 アセスメント
　２ ミクロ実践の展開過程②

　　 スクールソーシャルワークにおける
　　 プランニング
　３ ミクロ実践の展開過程③

　　 スクールソーシャルワークにおける
　　 モニタリング
　４ メゾ実践の展開過程①

　　 学校アセスメントから変革への
　　 プランニング
　５ メゾ実践の展開過程②

　　 校内にチームアプローチをつくる
　６ メゾ実践の展開過程③

　　 ケース会議の展開
　７ メゾ実践の展開過程④

　　 校内研修の開催
　８ マクロ実践の展開過程①

　　 マクロアセスメントからプランニングへ
　９ マクロ実践の展開過程②

　　 結果としてのスクールソーシャル
　　 ワーク制度成立
　10 マクロ実践の展開過程③

　　 マクロ実践としてのスクール
　　 ソーシャルワーク制度定着と拡充
Ⅷ　スクールソーシャルワーク実践
　１ 教育・福祉施策とＳＳＷ①

　　 教育行政におけるスクール
　　 ソーシャルワークの位置づけ
　２ 教育・福祉施策とＳＳＷ②

　　 社会教育とスクールソーシャルワーク
　３ 教育・福祉施策とＳＳＷ③

　　 家庭教育とスクールソーシャルワーク
　４ 教育・福祉施策とＳＳＷ④

　　 特別支援教育と
　　 スクールソーシャルワーク
　５ 教育・福祉施策とＳＳＷ⑤

　　 いじめとスクールソーシャルワーク
　６ 教育・福祉施策とＳＳＷ⑥

　　 不登校とスクールソーシャルワーク
　７ 教育・福祉施策とＳＳＷ⑦

　　 学力保障とスクールソーシャルワーク
　８ 教育・福祉施策とＳＳＷ⑧

　　 保護者対応とスクールソーシャル
　　 ワーク

　９ 教育・福祉施策とＳＳＷ⑨

　　 児童虐待とスクールソーシャルワーク
　10 教育・福祉施策とＳＳＷ⑩

　　 貧困とスクールソーシャルワーク
　11 教育・福祉施策とＳＳＷ⑪

　　 非行とスクールソーシャルワーク
　12 教育・福祉施策とＳＳＷ⑫

　　 精神疾患とスクールソーシャルワーク
　13 教育・福祉施策とＳＳＷ⑬

　　 児童福祉施設とスクールソーシャル
　　 ワーク
　14 教育・福祉施策とＳＳＷ⑭

　　 外国籍の子どもたちへの対応と
　　 スクールソーシャルワーク
　15 教育・福祉施策とＳＳＷ⑮

　　 子育て支援とスクールソーシャルワーク
　16 教育・福祉施策とＳＳＷ⑯

　　 予防的なＳＳＴプログラムとスクール
　　 ソーシャルワーク
　17 教育・福祉施策ととＳＳＷ⑰

　　 災害支援とスクールソーシャルワーク
　18 教育・福祉施策ととＳＳＷ⑱

　　 自殺予防とスクールソーシャルワーク
　19 青年期の課題とＳＳＷ①

　　 若者の貧困とスクールソーシャルワーク
　20 青年期の課題とＳＳＷ②

　　 性的マイノリティにとっての学校の
　　 安心・安全
　21 青年期の課題とＳＳＷ③

　　 高等学校におけるスクール
　　 ソーシャルワーク
　22 青年期の課題とＳＳＷ④

　　 学校での居場所づくりとスクール
　　 ソーシャルワーク
　23 青年期の課題とＳＳＷ⑤

　　 大学におけるスクールソーシャルワーク
Ⅸ　スクールソーシャルワークの課題と
　　展望
　１ スクールソーシャルワークの抱える
　　 さまざまな課題
　２ 特別支援学校へのスクール
　　 ソーシャルワーカー関与の必要性
　３ 多様な教育領域での課題
　４ 実証的研究の現状
　５ スクールソーシャルワーカー養成の
　　 課題と展望
　６ 今後のスクールソーシャルワークの
　　 仕組みづくり
さくいん
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A5判美装/224頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09337-3 　2022年5月刊行

貧困，虐待，いじめ，不登校といった問題を抱え孤
立する子どもに救いの手を差し伸べる仕事がスクー
ルソーシャルワーク。学校，家庭，地域と協力して
解決する仕組みについて , その理論をひもとき，現
場の声を聞き，その解決策を探る。

◎ スクールソーシャルワークの基礎的な理論をひもと
　 く
◎ 実務家が明かすスクールソーシャルワーカーの仕事
　 の全貌
◎ スクールソーシャルワークの現状と課題がわかる本　
　 音の座談会を紙上収録

入門 スクールソーシャルワーク論

内田宏明 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　なぜスクールソーシャルワークを学ぶのか
　１ 学校における福祉とは何か
　２ スクールソーシャルワークとは何か
　３ スクールソーシャルワークの価値と倫理

　第Ⅰ部　スクールソーシャルワークの原理と制度・組織
第１章　子どもを取り巻く環境と
　　　　スクールソーシャルワークの価値
　１ 現代社会と子ども・学校
　２ 子どもの権利主体性
 　　――憲法・児童憲章・子どもの権利条約

第２章　教育行政の中の福祉職
　１ 教育法規の内容
　　 ――教育基本法，教育振興基本計画，学校教育法
　２ 児童福祉法，子どもの貧困対策推進法・子供の
　　 貧困対策大綱
　３ スクールソーシャルワーカーの法的，制度的位置

第３章　海外のスクールソーシャルワークの発展過程
　　　　及び役割と活動
　１ スクールソーシャルワークを巡る国際的状況
　２ アメリカのスクールソーシャルワーク
　３ ヨーロッパのスクールソーシャルワーク
　４ アジアのスクールソーシャルワーク

第４章　日本におけるスクールソーシャルワークの
　　　　発展過程
　１ 学校福祉としてのスクールソーシャルワーク
　２ スクールソーシャルワーク前史
　３ 文部科学省スクールソーシャルワーカー活用事業

第５章　多様な配置形態と学校種別
　１ 教育委員会配置　派遣型

　２ 拠点校配置型
　３ 単独校配置型
　４ 義務教育（小中学校）
　５ 高等学校

　第Ⅱ部　スクールソーシャルワークの実践
第６章　学校協働体制づくり（メゾ）
　１ 支援過程
　２ アセスメント，支援計画，記録
　３ ケースカンファレンスの運営

第７章　地域支援と資源開発（メゾ）
　１ 専門機関との連携
　２ ＮＰＯの協働
　３ 地域住民との協働（模擬事例）
　４ 資源開発

第８章　子どもの権利擁護（ミクロ）
　１ 子どもの貧困問題
　２ スクールソーシャルワーク実践の展開例
　３ 不登校
　４ 虐待・社会的養護とスクールソーシャルワーク
　５ いじめ（模擬事例）
　６ 発達障害（模擬事例）
　７ 多文化共生
　８ 居場所支援

終　章　これからのスクールソーシャルワーカー
　１ 教育と福祉の狭間で
　２ 会計年度任用職員問題

座談会　これからのスクールソーシャルワークの
　　　　あり方とは？

資料　アセスメント票例
索　引



杉本敏夫 監修
最新・はじめて学ぶ社会福祉 21　

ボランティア活動論
田中康雄／小口将典／竹下 徹 編著

新　刊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論

A5判美装/184頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09625-1　2023年9月刊行

理論と実践を結ぶ，ボランティア活動の入門書。ボ
ランティアに関心のある人が一歩を踏み出し行動す
ることを支えるため，具体的な活動を取り上げなが
ら，参加の方法や必要な心構えなどについても解説
する。

◎ 「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ
◎ 大学生だけでなく，専門学校の学生や高校生，福祉関係の
　 現場職員，行政関係者など，ボランティアに関心のあるすべ
　 ての人に向けた，ボランティア活動の実践のための入門書
◎ 具体的な活動を取り上げながら，参加の方法や必要な心構
 　えなどについても解説

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
はじめに

　第Ⅰ部　ボランティアに関する概念
第１章　社会における生活課題の解決に
　　　　とってのボランティアの存在
　１ 現代における生活課題
　２ 多様なサービスとその課題
　３ 生活課題の解決に向けて

第２章　ボランティアとは
　１ ボランティアの概念
　２ ボランティア活動の現状
　３ ボランティア振興に関する主要な
　　 出来事
　４ 特定非営利活動促進法

第３章　ボランティアの歴史
　１ 西洋の歴史からみるボランティア
　２ 日本の歴史からみるボランティア

第４章　ボランティアに関する研究動向
　１ 社会の変化とボランティア研究の
　　 関連
　２ ボランティア研究の内容
　３ ボランティア研究のおもしろさ

　第Ⅱ部　ボランティアの活動の範囲と
　　　　　ボランティアへの参加に
　　　　　向けて
第５章　ボランティア活動の範囲
　１ ボランティアの価値観
　２ ボランティア活動の場
　３ ボランティアの組織化と国際化

第６章　ボランティア活動の探し方
　１ 活動できることを探そう
　２ ボランティア活動の相談先と情報源
　３ ボランティア活動の登録をしよう

第７章　ボランティア活動に臨むために
　１ ボランティア活動の多面性
　２ ボランティア活動に参加するに
　　 あたっての意識
　３ 継続的にボランティア活動を進める
　　 ために

第８章　地域課題の発見に向けて
　１ ボランティア活動を通してみえて
　　 くる課題
　２ 地域課題の解決とボランティア活動
　３ 地域課題を話し合う場づくり

　　第Ⅲ部　ボランティア活動の実践
第９章　子どもと子育て世代に対する
　　　　ボランティア活動
　１ 地域の子ども家庭支援事業を支える
　　 ボランティア
　２ 民間団体等による活動を支える
　　 ボランティア
　３ 障がいのある子どもと家庭を支える
　　 ボランティア

第10章　障がいのある人や高齢者等の
　　　　様々な人に対するボランティア
　　　　活動
　１ 障がいのある人に対するボランティア
　２ 高齢者に対するボランティア
　３ その他のボランティア

第11章　災害時のボランティア活動
　１ 災害とは何か
　２ 災害時のボランティア活動の実際
　３ 暮らすことを続けるということ
　４ 続いていく思い
　　 ――イメージすること，思いを
 　　　　馳せること

第12章　地域・まちづくりと
　　　　ボランティア活動
　１ 地域・まちづくりの概念が生まれた
 　　背景
　２ 地域・まちづくりと自治
　３ 地域・まちづくりと公民館
　４ 地域・まちづくりに参加する意義と
　　 今後の課題

第13章　ボランティアと教育
　１ ボランティアに関する教育が
　　　　求められる背景
　２ ボランティア教育の対象と内容
　３ ボランティア教育の実践とポイント

第14章　グローバルな視点による
　　　　海外ボランティア
　１ 国際協力とＯＤＡ
　２ ＪＩＣＡ
　３ ＪＩＣＡ海外協力隊

第15章　ボランティアの力と
　　　　ボランティア活動による学びと
　　　　喜び
　１ ボランティアの力
　２ ボランティアの可能性と限界
　３ ボランティアを通した学びと喜び

おわりに
さくいん
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介護概論
汲田千賀子／伊藤美智予／田中康雄／立花直樹 編著

新　刊

A5判美装/232頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09550-6　2023年4月刊行

わが国における高齢者福祉の歴史や高齢者の生活を
支える制度，高齢者の生活ニーズ，家族の支援，介
護人材，福祉機器など，介護に関係する様々な事項
を体系的に学ぶことができる。多職種連携にも役立
つテキスト。

◎  「新・はじめて学ぶ社会福祉」を引き継いだシリーズ（全23
巻予定）

◎ 介護に関してソーシャルワーカーがもっておきたい知識を
 　わかりやすくまとめる
◎ 具体的なイメージをたすける事例や主体的に取り組める
 　ワークシートなど，初学者に配慮した内容構成

ここが

ポイント
!!

シリーズ刊行によせて
プロローグ　介護を学ぶ意義

　第Ⅰ部　介護を取り巻く現状
第１章　現代社会における介護ニーズの
　　　　増加と専門職
　１ 現代の日本社会の状況と様々な介護
　　 ニーズ
　２ 地域共生社会とそれを支える地域包
　　 括ケアシステム
　３ 介護福祉専門職の変遷と国家資格
　　 「介護福祉士」

第２章　介護の歴史的変遷
　１ 家族介護を前提とした老人福祉施策の
　　 歴史
　２ 介護を社会で担う介護保険制度の導入

第３章　介護を担う人材とその国際化
　１ 介護人材とは
　２ 介護人材における知識や技術の基盤
　３ 介護人材の国際化

　第Ⅱ部　介護の概念に関する体系的理解
第４章　介護の理念と専門性
　１ 介護の理念
　２ 介護の専門性

第５章　介護の原則と方法
　１ 介護の原則
　２ 専門的支援の基礎
　３ 日常生活における身体的援助
　４ 社会・文化的生活援助
　５ 生活環境の整備

第６章　介護の過程
　１ 介護過程とは

　２ 介護過程の展開
　３ 介護過程とケアマネジメント
　４ 介護観と介護実践

　第Ⅲ部　介護をめぐる諸制度と具体的
　　　　　方策
第７章　介護に関する法律と施策の動向
　１ 高齢者の介護・医療を支える制度と施策
　２ 介護を担う家族等を支える制度と施策
　３ 障害や難病を抱える人のための制度と
　　 施策

第８章　家族支援
　１ 高齢者と家族
　２ 多様な家族介護
　３ 家族支援に求められる視点と方法

第９章　福祉機器・用具と住宅改修
　１ 生活を支える福祉機器・用具および
　　 住宅改修と専門職
　２ 福祉制度による福祉機器・用具および
　　 住宅改修の活用
　３ 介護分野でのＩＣＴ・介護ロボット推進

　第Ⅳ部　介護現場におけるソーシャル
　　　　　ワークの支援過程
第10章　障害のある人に対する支援過程
　１ 障害児・者を取り巻く現状と課題
　２ 法規定と言葉の定義
　３ 事例にみる支援の過程

第11章　高齢者に対する支援過程
　１ 高齢者を支援するということ
　２ 施設の特徴と入居者の実態
　３ 施設生活を創るということ

第12章　終末期における支援過程
　１ 終末期を取り巻く過去・現在

　２ 終末期に向かう人への支援
　３ 終末期における支援過程において意識
　　 すること

　第Ⅴ部　ケアワークとソーシャルワーク
　　　　　の連携と役割
第13章　入所型福祉施設における連携と
　　　　役割
　１ 介護老人福祉施設における多職種連携
　２  介護老人福祉施設における多職種連携
　　 の実際
　３ 障害者支援施設におけるケアワークと
　　 ソーシャルワーク

第14章　在宅福祉施設・事業所における
　　　　連携と役割
　１ 在宅生活を支える職種と機関
　２ 在宅生活支援における多職種連携の
　　 実際
　３ 在宅生活支援に求められるソーシャル
　　 ワーク機能

第15章　医療施設における連携と役割
　１ 医療機関におけるケアワーク
　２ 医療機関における医療ソーシャル
　　 ワーカーの機能と役割
　３ 看護師とケアワーカーの役割
　４ 回復期リハビリテーション病棟に
　　 おける多職種連携と協働

エピローグ　介護の質向上を目指して

巻末資料
あとがき
さくいん

介　

護
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